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　──これは今から七年前、僕ぼくが高校一年生の頃ころに経けい験けんした、本当にあった出で来き事ごとだ。

　当とう事じ者しやへの配はい慮りよのため、設せつ定ていにいくらかの脚きやく色しよくは加くわえてあるものの、そのほとんどが実体験を元もとに書かれている。














　　　序章









「売り切れ、ですか……」

「はい、売り切れです」

　店員の事務的な言こと葉ばに、愕がく然ぜんとする。

　その日は、とあるゲームソフトの発売日だった。

　国民的な人気を誇ほこるシリーズの最新作で、発売前からずっと楽しみにしていたゲームだ。

　だけど、学校帰りに行きつけのゲームショップへと足を運んだとき、目当ての品物はもう、どこにもなかったんだ。

　ある程てい度ど、予想していた事態ではあった。

　ここはあんまり大きなお店じゃないし、そのことから商品の入荷数も多くないだろうとは、まあ、予よ測そくできていたんだ。

　だからこれは、当然の結果。何も驚おどろくことはない。

　しかし、『手に入らない』という現実をこうして目まの当たりにすると、やっぱりショックだ。

　こんなことなら予約しておけば良かったと、今いま更さら後こう悔かいしてもどうにもならない。

「はぁ……」

　ため息いきをつき、失意のまま店内をぶらつく。

　テレビゲームを取り扱っているお店は、近所ではここだけだ。

　昔むかしはもっとあったんだけど、時代の流れとやらでどんどん潰つぶれていって、今となってはこの一いつ軒けんのみ。大型家か電でん量りよう販はん店てんなんてものだってない、しがない田舎いなか町まち。

　もちろん、休日にでも街まちへ繰り出せば、まだ在ざい庫このあるお店を見つけられる可か能のう性せいはある。

　それに、僕ぼくが求めているゲームは即そく日じつ完かん売ばいするほどの商品なのだから、このお店だってまた近いうちに入荷するだろう。手に入れたいのなら、それまで待まてばいいだけだ。

　だけど、『今日、遊べない』という事実が、何よりも、何よりもつらいんだ。

　ゲームを愛あいする人ならば、この気持ちを分かってくれるだろう。

　遊びたい。遊びたい。ゲームしたい。

　そんな思いが胸むねの中に膨ふくらんでいく中、何なに気げなく陳ちん列れつ棚だなに目を向ける。




　──そのとき、ふと、『それ』が目に入った。




　そこにあったのは、一本のゲームソフトだった。

　パッケージには大きく女の子のイラストが描えがかれていて、笑え顔がおでこちらを見つめている。

　一いつ見けんしたところでは、それはごく普通の、どこにでもあるただのゲームソフトだ。

　けれど、僕ぼくはなぜか、そのソフトから目が離はなせなかった。

　説明しようのない魅み力りよくを感じた、とでも言えばいいのだろうか。

　そのときの僕は、目当ての物が手に入らなかったせいで、自棄やけになっていたんだと思う。

　あるいは、ゲームをしたいという気持ちが強くなり過すぎて、平へい常じよう心しんを失っていたのかもしれない。

　とにかく僕は、思いきってそのゲームを買ったんだ。

　ほとんど衝しよう動どう的てきに、何も考えずに。

　今から思えば、その出会いは運うん命めいであり、人生の分ぶん岐き点てんであり、長く険けわしい道のりの、記念すべき第一歩だった。














　　　第一章









　　　１




　僕ぼくの名前は、ライト。年ねん齢れいは十六歳。

　剣けんと魔ま法ほうが当たり前に存そん在ざいする世界で生きる、ごく普通の男の子だ。

　ただし僕の父親は、この世界を支配する闇やみの魔ま王おうに殺されている。

　父の仇かたきを討うつため、そして世界に光を取り戻すため、僕は旅立ちを決意する。

　とりあえず情報収集でもしてみようかと思い、そこらを歩いている若い男性に話しかけてみた。

　すると彼は爽さわやかな笑え顔がおをこちらに向けて、口を開く。

「ワハハハハ！　貴き様さまを血ち祭まつりにあげてくれるわ！」

　……いきなり何を言ってるんだろうか、この人は。

　話し終えると、その人は何なに事ごともなかったかのように、またどこかへと歩いていく。

　残された僕は、その場に立ち尽つくすのみ。

　全まつたくもって訳わけが分からなかったが、僕は気を取り直して、他の人にも話しかけてみる。

　しかし反はん応のうは、さっきの人と同どう様よう、意味不明なものばかりである。

　いくつかピックアップしてみると、こんな感じだ。




　若い女性「目を閉じると、頭の中にお星ほし様さまが浮かんでくるの、うふふ」

　小さな男の子「女によう房ぼうが帰りを待まってるんでね。ここで死ぬわけにはいかないのさ」

　中年男性「せめて、せめて息子むすこの命だけは！」

　老ろう婆ば「にゃーん」




　この町の住人は、いったいどうなっているんだ。

　闇の魔王の仕し業わざで、みんなの精神に深しん刻こくな影えい響きようが出てしまっているのだろうか。

　そういった疑問が浮かびつつも、僕はさらに近くを通りかかった通行人に、声をかける。

　するとその人は、無表情で、直立したまま、

「いつか、晴れた空を見上げる日は来るのだろうかぁぁぁぁぁぁ────っ？」

　セリフと共ともに、バヒューンと空中へ消えていった。

「……」

　僕ぼくは呆ぼう然ぜんと、その姿を見上げるしかない。

（なんなんだ、いったい……）

　胸むねの奥で、そうつぶやく。

　すでに頭の中はかなり困こん惑わくしていたが、僕はすぐに気を取り直し、情報収集を続けるために酒さか場ばへと向かった。

　しかし、入れない。

　僕は酒場の扉とびらの手前で足あし踏ぶみするだけで、それ以上は進めないんだ。

　まるで見えない壁かべに阻はばまれて、そこから先には行けないような、そんな感じである。

（訳わけが分からない。どうすればいいんだ、これ……）

　たび重なる異い常じよう事じ態たいに、僕の心は混こん乱らんの極きわみに達する。

　僕はその場から少し後ろに下がり、半なかばヤケクソ気ぎ味みに、助じよ走そうをつけて見えない壁に向かって突つっ込んだ。

　そのまま、その身体からだは真正面から壁にぶつかり、

（うわあ……）

　刹せつ那な、僕は心の中で悲鳴を上げる。

　だって、僕の頭が突とつ然ぜん真ま横よこに折おれ曲がり、その勢いきおいのままエビ反ぞりをしたかと思うと、空中に浮かんで停てい止しし、小こ刻きざみに震ふるえ出したのだから。

　僕はその場でひたすらもがくが、全ぜん身しんをプルプルと震えさせるだけで、動くことなどできない。

　こうなってはもう、お手上げである。




　　　△△△




「ひどいな……」

　テレビ画面を見ながら、僕はつぶやく。

　目の前では今、ゲームの主しゆ人じん公こうであるライトが空中に浮かんだまま、プルプルと震えている。

『インフィニット・ダークネス』。

　それが、僕の買ったゲームのタイトルである。

　据すえ置き型ゲーム機として一いち時じ代だいを築きずいた、プライムステーション・セカンド専用のソフトだ。

　ジャンルはＲＰＧで、中ちゆう世せい北ほく欧おう風ふうの世界観をベースとした、剣けんと魔ま法ほうとモンスターの、どこにでもある物語。




　──ただ、この作品には、他のゲームと大きく異ことなる点が、一つだけあったんだ。

　それは、とんでもないバグだらけだ、ということ。




　そう。一連のあれこれは、決して仕し様ようなんかじゃない。

　町の人たちがおかしなことばかり話すのは、おそらくセリフが入れ換かわっているからだ。

『別の誰だれかが、別の場面で話すべきセリフを、全まつたく関係ない人が喋しやべる』

　という現げん象しようが起きているんだ。

　何がどう作さ用ようしてそんなことが起きるのか、素人しろうとである僕ぼくには分からないし、会話中の相あい手てが空の彼方かなたへすっ飛んで行くバグなんて、何が何やらさっぱりである。

　……そもそも、説明書を取り出したときからおかしいとは感じていたんだ。

　薄うすい。

　極きよく端たんに、薄いのだ。

　作品にもよるが、ＲＰＧというジャンルは、事前に知っておくべきことが多いものだ。

　登場キャラ、世界観、独どく自じの戦せん闘とうシステム等々。それらの詳しよう細さいを伝つたえようと思ったら、必ひつ然ぜん的に説明書もそれなりに分ぶ厚あつくなる。

　だけど、『インフィニット・ダークネス』はそうじゃなかった。

　説明書には、ゲームの目的と、操そう作さ方法しか書かれていないのだ。

　ゲームを遊ぶ際さいの注ちゆう意い事じ項こうや、問とい合わせ先の書いてあるページを除のぞけば、なんと、たったの４ページである。

　１ページ目は目もく次じで、その次のページにはゲームの目的、そして残りの２ページが操作方法だ。

　落らく丁ちようの可か能のう性せいも考えたけど、目次には『はじめに』『操作方法』としか書かれていない。

　それが全すべて、ということである。

　この時点で、僕は背中にゾクリとした寒さむ気けを覚えていた。

　自分が何かとんでもないことに巻き込まれているような、そんな『嫌いやな感じ』だ。

　──多分たぶんこのときが、引き返す最後のチャンスだったのだろう。

　自みずからの直感を信じ、ここでやめておけば、僕の前にはまた違ちがった未来が広がっていたんだと思う。

　だけど、この頃ころの僕はそんなことに気付けるはずもなく、

「説明書が薄くても、ゲーム内での解かい説せつが充じゆう実じつしている作品は、あるからな。このゲームも、そのパターンなのかもしれない」

　なんてことを、自分に言い聞かせていたんだ。

　せっかく買った物なんだから、なるべく肯こう定てい的てきに受け取りたいという気持ちがあったのかもしれない。

　ともあれ、僕は胸むねに宿やどる不安と疑念を無む視ししてゲーム機を起き動どうさせ、今こうして、目の前の光こう景けいを受け止めている。

　ライトが空中に浮かんだまま動けなくなっているのは、『見えない壁かべ』の中に埋うまっているからなのだろう。

　この手のＲＰＧを遊んだことがある人なら分かると思うけど、特定の場所への進入を防ぐために設せつ置ちされる、あの透とう明めいな壁だ。

　なぜそんな物が酒さか場ばの前にあるのかは、知らない。とにかく、適てき当とうに色んなボタンをガチャガチャ押してみても、ライトは動くことができず、メニュー画面を開くことすら不ふ可か能のうである。

　初めてのリセットは、この時点だった。

「ひどいな……」

　つぶやきつつも、僕ぼくは警けい戒かいの気持ちを強くして、また最初からやり直すことにする。




　　　▽▽▽




　僕の名前はライト。年ねん齢れいは十六歳。

　父の仇かたきを討うつため、僕は再ふたたび旅立ちを決意する。

　とはいえ、どうやらこの町には危険な罠わなが潜ひそんでいるらしい。

　だから僕は、ひとまず安全を確保するため、『旅の記き録ろく』をつけることにした。

　そうすれば、何か不ふ測そくの事じ態たいが起きても安心というものである。

　どこで記録をつければいいのかは分からなかったけど、まずは教会を探さがしてみようかな。旅の記録と言えば教会、教会と言えば旅の記録だ。

　適てき当とうにそこらを歩き回っていると、やがてそれらしき建たて物ものを発見。

　恐る恐る近づいていく。

『また、見えない壁にさえぎられるんじゃないだろうか』

　なんて不安が頭に浮かんだが、しかしそれは杞き憂ゆうに終わる。

　建物の扉とびらは無ぶ事じ開き、教会の中へと入ることができたのだ。

　僕はほっと胸むねをなでおろす。

　建物の中に入れただけで、なんでこんなに安心しなきゃいけないんだとは思いつつも、周しゆう囲いを見回すと神しん父ぷらしき人物が目に留まる。

　僕は軽やかな気分で近づき、彼に話しかけた。

「いらっしゃい、ここは武ぶ器き屋やだよ！」

　……いや、あんた、どう見ても神父だろ。

　残念ながら、どうやら彼も他の住人と同じ状じよう況きように陥おちいっているようだ。

　呆あきれる僕に構わず、神父は神しん妙みような表情で、

「好すきな物を選んでくれ！」

　とかなんとか言って、商品を見せてくる。

　僕ぼくは別に、武器を買いたいわけじゃないんだけどなあ。

　しかも、だ。

　販はん売ばいしている商品が、またひどい。

　この世界の通つう貨か単たん位いは『ゲール』と呼ばれるもので、僕の手持ちの金きん額がくは、１００ゲールである。

　それに対して神しん父ぷが見せてくる武器は、どれも買えそうにない物ばかりなのだ。




　プラチナソード　１４０００ゲール

　ドラゴンスレイヤー　２００００ゲール

　フレアスタッフ　１８０００ゲール

　メタルフレイル　２５０００ゲール




　買えるか、こんなもん。

　神父には何度も声をかけてみたけれど、結果は変わらない。彼は執しつ拗ように武器を売り付けてくるだけだ。

　結けつ局きよく、僕は記き録ろくをつけることができなかった。

　だが、諦あきらめるのはまだ早い。記録をつける場所が教会にある、というのは、僕の予よ想そうでしかないし、もしかしたら他の場所にあるのかもしれないのだ。

　……そうだ、自じ宅たくだ。

　自宅なら記録をつける場所の候こう補ほとして、充じゆう分ぶんに考えられるものじゃないか。根こん拠きよなんてないけど、なんだかそんな気がするぞ。

　そこもダメなら、全すべての建物を調べてみるしかないが、可か能のう性せいの高い場所からチェックしていくのが効こう率りつ的てきだろうな。

　そう思って、僕は自宅へ、つまり旅立ちを決意した場所へと戻るため、道の真まん中を歩く。

　すると、

（…………は？）

　僕はノドの奥から、声にならない声を出した。

　なんの前まえ触ぶれもなく、落とし穴あなに落ちたのだ。

　僕の身体からだは首から上だけを残して、土の中にはまり込んでいた。すっぽりと、見事なまでに。

　そしてそのまま、動けない。

　なんだ、これは？　何が起きたんだ？

　軽いパニック状じよう態たいに陥おちいりつつも、僕はそのまましばらく待たい機きしてみる。

　だが、いくら待まっても何かが起きる気け配はいはなく、もがこうとしても、プルプルと震ふるえることすらできない。

　こうなってはもう、お手上げである。




　　　△△△




「ひどい……」

　さっきと同じつぶやきが、またもや僕ぼくの口からこぼれた。

　もちろん、これもバグである。

　簡かん単たんに言うと、主しゆ人じん公こうはマップを構こう成せいする『繫つなぎ目』に、足を滑すべらせたんだ。

　あまり詳くわしくは知らないけど、マップの作りが雑ざつだとこういうことが起きるらしい。

　言こと葉ばを選ばず表現するなら、手抜き工事のせいで事じ故こが起きた、ということだ。

「ひどい……」

　同じ言葉が、何度も口から漏もれてくる。

　セリフが入れ換かわるくらいなら、まだ笑える。

　さっきリセットしたときだって、僕がちょっと無む茶ちやなやり方を試ためしたせいなのだから、まあ、仕し方かたがない。

　だけど、いくらなんでもこれはひどいだろう。

　ただ町を歩いただけで、ゲームの進行が不ふ可か能のうになったのだ。

　ひどい。本当にひどい。

　ひどいとしか言いようがない。

「はぁ……」

　ため息いきをつきながら、リセットボタンを押す。

　そして落らく胆たんと、悲しみと、苛いら立だちを込めて、僕は言葉を漏らした。

「このゲーム、クソゲーだよ……」







『インフィニット・ダークネス』をプレイしていて、僕が最もつとも苦しめられたのは、何よりも、この『落とし穴あな』だ。

　何しろ、どこに穴があるのかも、いくつあるのかも分からないんだ。回かい避ひしようと思って、できるものではない。

　あれからさらに三回、僕はそれぞれ別の場所で穴にハマり、その度たびにリセットボタンを押した。

　そうして今、また僕は別の穴にハマったまま、ため息をついている。

　僕は後こう悔かいしていた。

　衝しよう動どう買いなんてするんじゃなかった、流りゆう儀ぎに反はんすることなんてしなきゃよかった、と。

　──この頃ころの僕ぼくは、メジャータイトルのゲームしか遊ばない人間だった。

　基本的に、ゲーム雑ざつ誌しで大きく取り上げられていたり、大おお手てのメーカーが大だい々だい的てきに売り出すような物しか買わない。そうすることで、『ハズレ』を引くリスクを少しでも減へらしていたんだ。

　無ぶ難なんな生き方だとは思うけど、実際、メジャータイトルには有ゆう名めいになるだけの面おも白しろさがあるからね。

　もちろん、中には肌はだに合わないというか、イマイチな物もあったけど、少なくとも今回みたいに、面白さ以前の問題を抱かかえた作品に、出会ったことはない。

　そりゃあ、このゲームを買うと決めたのは僕なのだから、誰だれにも文もん句くは言えないんだけどさ、衝動買いしたせいでこんなクソゲーを摑つかまされたわけだし、この生き方は間ま違ちがってないんじゃないかな。

　やっぱりゲームは有名な作品に限る。名前も聞いたことがないゲームなんて、買うものじゃないね。

　それはさておき、さあ、どうしようか。

　このゲームをこれ以上続ける意味は、あまり感じられない。はっきり言って時間のムダだ。

　……それでも、僕はあと少しだけ、遊んでみようと思ったんだ。

　僕はまだ、ゲームらしいことを何も味わっていない。会話はムチャクチャだし、セーブすらできてないし、やったことと言えば、バグで動けなくなってリセットを押したくらいだ。

　何もしていないのに、終われない。

　せめて町を出るまでは、頑がん張ばってみてもいいんじゃないか。

　そう考えるだけの気き力りよくが、少しだけ残っていたんだ。

「……やるか」

　僕はリセットボタンを押し、ゲームを再さい開かいさせた。




　　　▽▽▽




　僕の名前はライト。年ねん齢れいは十六歳。

　父の仇かたきを討うつため、僕はまたまた旅立ちを決意する。

　もう酒さか場ばには行かない。教会にも行かない。『落とし穴あな』があった場所にも、近づかない。

　とにかく町の外に出る。そのことだけを最さい優ゆう先せんに考える。

　僕は何もかもを無む視しして、まっすぐ西の方へと向かった。

　すると、少し開けた地形が見えてくる。

　おそらく、あそこを抜けると町の外に出ることができるのだろう。

　そう思ってさらに一歩進み、

「ねえ」

　不意に誰だれかが、僕ぼくに話しかけてきた。

　背はい後ごから女の子が一人、近づいてくる。

　年ねん齢れいは十五歳さいくらいで、背せは僕よりも少し低い。金色の髪かみを頭の両側でまとめた、いわゆるツインテールと呼ばれる髪型をしている。つり目がちな瞳ひとみは青く、口くち元もとにはかすかに笑えみが浮かんでおり、裾すその短い黒のローブを着ている。

　僕の側そばまで来ると、その子は言こと葉ばを続けた。

「あなた、さっき酒さか場ばで仲なか間まを探さがしてたでしょ？」

　……いや、酒場には入れなかったんだけど。

　こちらの困こん惑わくには構わず、彼女はニコニコと僕を見つめてくる。

　何がなんだか分からなかったが、酒場で仲間を探していたという前ぜん提ていで、話を進めるしかないようだ。

　僕はそんなことをした記き憶おくなんてないけれど、この際さい、細かいことはどうでもいい。

「あたしの名前はレイン。旅の魔ま法ほう使つかいなの。もしよかったら、あたしと組まない？」

　レインと名乗る少女は、そう言ってこちらの顔を見上げてくる。

「ま、ダメって言われても、勝かつ手てについていくんだけどね。あんたと一いつ緒しよにいたら、なんだか楽しいことが起こりそうだし。そういうことだから、よろしくね」
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　話し終えると、彼女は僕ぼくの後ろに回り込み、ニッコリと笑った。

　どうやら僕の意思なんて関係ないらしく、今後は彼女も一いつ緒しよに行動することになったみたいだ。かなり強ごう引いんな子だと思うけど、まあ、この世界ではこういうこともありうるのだろう。

　ともあれ、僕は感動していた。

　少し歩いてみたら、レインはちゃんと僕の後をついてくる。

　話しかけてみると、

「ほら、早く行きましょ！」

　なんて言こと葉ばを返してくる。

　間ま違ちがいなく、彼女は『仲なか間ま』になったのだ。

　やった、やったぞ！

　理解しがたい『罠わな』に、何度も何度も巻き込まれたりしたけれど、なんとか前進できたぞ！

　もちろん、前進したと言っても、仲間が一人増えただけだ。本当にそれだけだ。

　それでも、確実に前へ進めたことが、とにかく嬉うれしかったんだ。

　気分が盛もり上がってきた僕は、レインと共ともに西へと向かう。

　開けた地形から、一いつ歩ぽ踏ふみ出す。

　次の瞬しゆん間かん、目の前には広大な風ふう景けいが広がっていた。

　見み渡わたす限りの荒こう野や、不ふ毛もうの大地。

　空は曇くもり、世界が闇やみに包まれていることを否いやが応おうでも実感させられる。

「よし！」

　力強く、拳こぶしを握にぎり締しめる。

　そう。ついに僕は、町の外に出られたんだ！

　目標を達たつ成せいできたことに、胸むねをなでおろす。

　よしよし、順じゆん調ちよう、順調。町を出ただけで何を言ってんだって話だけど、今までのことを考えれば、充じゆう分ぶんすぎるくらい順調な足取りだ。

　この調ちよう子しなら、もっと先に進められるんじゃないか？

　そうだ、せっかくだから、近くを探たん索さくしてみよう。そのへんを歩いていれば、近きん隣りんの町にたどりつけるかもしれない。

　僕は軽い足取りで、荒野を走り抜ける。

　すると、不意に視し界かいが光り、周しゆう囲いに不ふ穏おんな気け配はいが溢あふれ出した。

　どうやら敵てきと遭そう遇ぐうしたようだ。

　町の外にはモンスターがいる。それが、この世界の常じよう識しき。

　ようやく『らしく』なってきたことで、僕の気持ちはさらに高こう揚ようする。

　こんなところに出てくる敵は、きっと弱い奴やつだろう。

　だけど、戦たたかいのコツを摑つかむにはちょうどいいかもしれない。

　さあ、かかってこい。

（……あれ？）

　意い気き込む僕ぼくは、しかしすぐに異い変へんを感じて眉まゆをひそめた。

　周しゆう囲いの雰ふん囲い気きが変わったのはいいのだけど、それが、なんだかやたらと重苦しくて、壮そう大だいな感じなんだ。

　ただの雑魚ざこモンスターなんかじゃなく、まるで特別な敵てきとの戦いか、あるいは──、

「貴き様さまが、ライトか……」

　思し考こうの途と中ちゆうで、そんなセリフが耳に届とどく。

　いつの間にか、辺あたりはほとんど真まっ暗で、僕の目の前には鈍にぶい光が二つあり、にらむようにしてこちらへと向けられている。

「ここへ来るまでには、数多あまたの恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうを味わってきたであろう。それでもなお挫くじけぬ、その勇気に敬けい意いを払はらい、全力で相あい手てをしてやろう」

　次し第だいに目の前の敵の姿が見えてくる。

　そいつは僕よりもはるかに大きく、世界の闇やみそのものを体たい現げんしているかのように、禍まが々まがしい格かつ好こうをしていた。

「我わが名は、常とこ闇やみの王。父親同様、貴様も冥めい府ふへと旅立つがいい！」

　言い終えると、空からは稲いな光びかりが落ち、轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　僕の身体からだは勝かつ手てに動き、腰こしに下げた剣けんを抜く。

　その隣となりでは、レインも両手で杖つえを構えている。

　今まさに、戦いの火ぶたが切って落とされようとしていた。




　　　△△△




「……うん、それはいい」

　画面に向かって、僕はつぶやく。

　戦せん闘とうのシステムは、ごく普通の、よくあるタイプのものだ。それ自体は、いい。

　ただ、敵がちょっと、おかしくないか？

　どこにでもいる雑魚モンスターじゃないよな、これ。

　考えたくないけど、ひょっとして、ひょっとすると、

「こいつ、ラスボスじゃね？」

　いやいや、言こと葉ばにしておいてなんだけど、それはないだろう。

　フィールドにラスボスが出てくるなんて、いくらなんでも、そんなバカなことはあり得えない。

　それとも、あれか。

　このバトルは、『勝てない戦たたかい』なのか。

　確実に負けることが決まっている、強制的なイベントバトルって、あるもんな。

　そういうことなんだよな、きっと。そうなんだよな、うん。

「はは、ははは……」

　乾かわいた笑いをこぼして、僕ぼくは二人に『戦う』を選せん択たくさせる。

　しかし行動は向こうの方が先だった。

『闇やみの稲いな妻づま』

　という文字が表ひよう示じされ、次の瞬しゆん間かん、二人の身体からだに激しい稲妻が降り注そそぐ。

　ライトに１５０５ダメージ、レインに１８１０ダメージ。

　二人の初しよ期き体力はそれぞれ50と40で、ゲーム開始時はそれくらいの数すう値ちが当然であり、改あらためて書くまでもないけど、彼らはダウンし、画面は暗あん転てん。

　テレビには大きく、『ゲームオーバー』の文字が映うつし出された。

「……」

　頭の中が真まっ白になり、ただただ呆ぼう然ぜんとする。

　次し第だいにプルプルと、僕の両りよう肩かたが震ふるえ始める。

「…………そんなの」

　もう限げん界かいだった。

　我が慢まんできなかった。

　ぶつけようのない怒いかりが、ついに爆ばく発はつした。

「そんなの、先に進められるわけないだろうが────っ！」

　叫さけびと共ともにコントローラを投げ出し、ゲーム機の電でん源げんを切る。

　勢いきおいよくベッドに倒たおれ込んで、大きく息いきを吐はき出す。

　ざんねん。ぼくのぼうけんはここでおわってしまった。







　電源を切ってからしばらくの間、僕は放ほう心しんし続けていた。

　ベッドに寝ね転ころがり、ただじっと天てん井じようを眺ながめる。

　頭が働はたらかず、何も考えられない。そんな状じよう態たいのままで、10分ほど経たった頃ころだろうか。

　今度はお腹なかの奥から、激しい怒りが湧わき上がってきた。

　深しん呼こ吸きゆうを繰くり返しても、ムシャクシャした気持ちは収おさまらない。僕はベッドから起き上がると、パソコンの電源を入れた。

　目当てのゲームは手に入らず、代わりに買った物はとんでもないクソゲー。こんなの、あまりにも理り不ふ尽じんではないか。

　もちろん、買ったのは自分の意思だ。全すべては自じ己こ責せき任にんで、誰だれにもこの気持ちをぶつけることはできない。

　だからせめて、『日につ課か』にこのことを記しるして、少しでもストレスを発はつ散さんさせようと思ったんだ。

　僕ぼくの日課、それは、ブログだ。

　ブログとは、簡かん単たんに言えば、インターネット上で公こう開かいする日記のようなものだ。

　ネット文化の新しい形として、数年前から急きゆう速そくに普ふ及きゆうし始め、僕もその流れに乗って、去きよ年ねんから自分のブログを書き始めたんだ。

　幸さいわいにも訪ほう問もん者しやはそれなりに多くて、僕の書く記事を気に入ってくれて仲なか良よくなった人も、何人かいる。

　パソコンが立ち上がったのを確かめると、僕はブラウザを起き動どうさせて、ブログの管かん理り画が面めんにログインした。

　僕がブログに書く内容は、ゲームに関することばかり。好すきなゲームの感想を書いたり、時には点数を付けて批ひ評ひようしたりしている。

　自分では公平な視し点てんで書いているつもりだけど、好きなことについて語るのだから、好こう意い的てきな文章になることがほとんどだ。

　だけど、今日は違ちがった。

　今日だけは、好意的になれるはずがなかった。

『バグだらけのゲームなんか、なくなってしまえ────っ！』

　これが、新しい記事のタイトルである。

　本文には今日の出で来き事ごと、つまり目当てのゲームを買えなかったことと、衝しよう動どう買いしたゲームがひどい内容だったことを、感情のままに書き散ちらした。

　さすがに『インフィニット・ダークネス』という名前をそのまま書くのはまずいと思ったので、そこだけは伏せておいたが、プレイ内容は詳しよう細さいに記しるしたから、分かる人には分かるだろう。あのゲームをどれだけの人が遊んだことがあるのかは、ちょっと想そう像ぞうできないけれど。

　誤ご字じ、脱だつ字じをチェックして、記事を保存する。

　アップロードされた内容を確認して、おかしなところがないかをもう一度チェックすると、ようやく僕は、すっきりとした気持ちになれた。

　全すべてを『終わった出来事』にするには、まだしばらくかかるだろうけど、これでなんとか、一ひと区く切ぎり付けることができたぞ。

　だからもう、いいや。お風ふ呂ろにでも入って、気持ちを切り替えよう。

　軽く頭を振ってから、僕は洗面所へ向かった。







　お風呂上りにブログを見てみると、いくつかのコメントが書き込まれていた。

　ブログは設せつ定てい次し第だいで、閲えつ覧らん者しやが記事に対する意見を書けるようにもできるんだ。

　新しん着ちやくのコメントは、全すべてさっき書いた記事へのもので、そのどれもが同どう情じよう的てきだった。

『乙おつです』

『災さい難なんでしたね、自分も気をつけます』

『心から同意。やっぱりメジャーゲームが安定ですよね』

　等など々など。

　うん、そうだよな、みんな分かってくれるよな。

　ブログには、似にたような感かん性せいの持ち主ぬしが集まるものだ。だから、共きよう感かんしてくれる人が多いのはある意味当然だって理解してるけど、それでもこちらの言いたいことがちゃんと伝つたわると、嬉うれしいものである。

　僕は溜りゆう飲いんが下がる思いで、皆みんなのコメントを読み進めた。

「……ん？」

　しかし、ふと『それ』が目に留とまり、思わず眉まゆをひそめる。

　コメント欄らんの一番下には、こう書かれていたのだ。

『レールの上を歩くだけの人生ね』

　なんだ、これ？

　今日の記事へのコメントか？

　別の記事や、あるいは全まつたく違ちがう、他の誰だれかのブログへのコメントなんかじゃなくて？

　……ってことは、もしかして、僕が非ひ難なんされてるのか？

　いや、そりゃあ考え方は人それぞれだし、今までにゲームの感想や批ひ評ひようを書いてきた中で、誰かと意見を違たがえたことは何度もあるけどさ、まさかこの記事を否ひ定ていされるとは思わなかったよ。

　文章の稚ち拙せつさにダメ出しされてるわけじゃなくて、書いた内容そのものが気に入らないってことだよな、これ。

　名前の欄らんには、『ユッキー』という文字が書かれている。

　見覚えのない名前だ。

　今日初めて、ここへ来てくれた人だろうか。少なくとも僕が知る常連の人たちは、こういうことを書いたりはしないはずだ。

　──まあ、いいか。

　僕が今日、どんな目に遭あったかを、この『ユッキー』とやらにもっと細こまかく語ってやりたいところだったけど、ここでムキになって反論しても、場が荒あれるだけだ。

　こういうときは、スルーが一番。

　時計を見ると、もう日付が変わろうとする時間だった。

　ブラウザを閉じ、パソコンの電でん源げんを切り、電気を消してベッドに潜もぐり込む。

　こうして、僕ぼくの散さん々ざんな一日は終わりを告つげた。

　けれど、目を閉じてもしばらくの間、モヤモヤした気持ちは晴はれなかった。

（……レールの上を歩くだけ、か）

　コメント欄らんに書かれていたあの言こと葉ばが、頭の中から消えなかったんだ。




　　　２




「はぁ……」

　翌よく日じつの午後、僕の口から大きなため息いきが漏もれた。

　場所は学校の教室で、今は休み時間である。

　あれから一日が経たっても、僕の心はどんよりしたままだった。

　ゲームで受けた仕打ちそのものよりも、あのコメントのことが気になっていたんだ。

　ブログを書いて、せっかく気持ちを切り替えられたと思ったのに、最後の最後でなんだか変な気分にさせられちゃったなあ。

　とまあ、そんなことを考えながら、ぼんやりと窓まどの外を眺ながめていると、

「よう、藤ふじ宮みや」

　不意に、誰だれかが僕に話しかけてきた。

「どうしたんだ、そんなため息ついてさ。なんか、今日はずっと調ちよう子し悪そうだよな、お前」

「ん、そうか」

　それは僕の友人にして、クラスで唯ゆい一いつのゲーム仲なか間までもある、立たち花ばなだった。

　立花とは高校入学後に知り合い、お互たがいの趣しゆ味みが判はん明めいしてからはすぐに仲なか良よくなった。

　こいつには僕がブログをやってることを教えてないから、昨日きのうの出で来き事ごとを知らないのだろう。

　別に隠かくしてるわけじゃないけど、わざわざ話すことでもないからね。ネットと実じつ生せい活かつは、なるべく分けて考えたいと思ってるし。

「そういや、もうやったか、あれ」

　僕に気を遣つかってくれているのか、立花はあまり追つい及きゆうせず、話を切り替えた。

　そして昨日発売された、あの国こく民みん的てきな人気ソフトのタイトルを口にする。

「序じよ盤ばんがちょっとダルかったけど、慣なれてきたら面おも白しろいよな。ほんと、プラステ２を持っててよかったよ」

　楽しげな口く調ちようで立花はゲームの内容を話すが、しかし残念ながら、僕はその話題に乗ることができないんだ。

「それなんだけどさ」

　僕は立花の方へと向き直り、ブログに書いたことをそのまんま話した。

「……そっか、それは残念だったな。オレは予約してたから確保できたけど、入荷数が少ない店だと、そういうこともあるよな」

　話を聞きつつ、立たち花ばなは僕ぼくに同情を示しめしてくれる。同じゲーム仲なか間まとして、遊びたいのに遊べない気持ちを分かってくれるのだろう。身み近ぢかにこういう奴やつがいるのはありがたいことだよな。

「まあ、すぐに再さい入荷されるだろうけど、それまでにクリア出で来きたら、貸してやるよ」

「サンキューな」

「しかしそのクソゲー、『インフィニット・ダークネス』だっけ？　ひどいゲームだな」

「ああ、うん。本当に、あのゲームのことは、もう思い出したくないくらいだよ」

「そんなゲーム、さっさと売っちゃえよ。どうせもう、やらないだろ？」

「そうだな、そうしようかな、ははは」

　立花の言こと葉ばに、僕は笑えみを浮かべる。

　と、そのときすぐ近くで、誰だれかが席せきを立つ音が聞こえた。

　何なに気げなくそちらに視し線せんを向ける。

　──一人の女子生徒が、僕を見つめていた。

　身しん長ちようは１５０センチ程てい度ど。腰こしまで伸びたストレートの黒くろ髪かみが印いん象しよう的てきな、スレンダーな女の子。

　彼女の名前は、天あま野の雪ゆき緒お。

　このクラスの委員長を務つとめる人物で、縁ふちなし眼鏡めがねの奥から、こちらを冷ややかににらんでいるように見える。
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　ちょっと、騒さわがしかったかな。

　天あま野のとはほとんど話したことがないけど、真面目まじめで固そうな奴やつだし、怒おこらせちゃったのかもしれない。

「ごめん、静しずかにするよ」

　僕ぼくが声をかけると、立たち花ばなが天野の方へと振り向く。

　すると天野は僕たちに背せを向けて、静かに息いきを吸すった。

　次の瞬しゆん間かん、

「────」

　僕たちにギリギリ聞こえるくらいの声で、彼女は『それ』を言った。

　そしてそのまま、ゆっくりと教室から出ていく。

「なんだ、あいつ？　怒ってるのか？　オレら、そんなに声デカかった？」

　天野の姿を見送りながら、立花は肩をすくめる。

　しかし僕の耳にその言こと葉ばは届とどかず、身動きすらできないでいた。

　天野のセリフに、聞き覚えがあったからだ。

　正確には、読んだ覚えがある、だ。

　彼女はこう言ったんだ。

『レールの上を歩くだけの人生ね』

　と。

　それは、ブログのコメント欄らんに書かれていた、あの言葉だった。

「──っ！」

　弾はじかれたように僕は席せきを立ち、天野の後を追いかける。

「おい、藤ふじ宮みや！」

　背はい後ごから立花の声が聞こえたが、僕は止まらない。

　廊ろう下かに出て辺あたりを見回し、天野の後ろ姿を見つけると、小走りに近づいて彼女の肩に手をかけた。

「なあ、天野！」

「……」

　振り返ると、彼女は汚けがらわしい物を見るような目で、肩に置かれた手をにらんだ。

「あっ、悪い」

　すぐさま手をどけると、今度はその瞳ひとみを僕の顔へと向けてくる。

「……何？」

「ん、えっと……」

　何、と言われても、どう答えればいいのか、すぐには言葉が出てこない。

　少しの間、僕ぼくは頭の中を整理するのに時間を費ついやした。

　その間、彼女は黙だまってこちらに冷たい視し線せんを送ってくるだけだ。

　やがて僕は、一度ノドを鳴らしてから、最もつとも確認しておきたかったことを口にする。

「お前、もしかして、『ユッキー』なのか？」

「……」

　すると天あま野のは、中なか指ゆびで眼鏡めがねを軽く押し上げ、言った。

「……ええ、そうよ、藤ふじ宮みや遊ゆう真ま君くん。いえ、ジミーユさん」

「っ！」

　彼女の言こと葉ばに、僕は目を見開く。

　ジミーユ。それは、僕がネット上で名乗っているハンドルネームだ。

　その名前を知ってるってことは、やっぱり彼女が、あのコメントを書いた、『ユッキー』だったんだ。

「それじゃあ、あれは──」

　僕はさらに質しつ問もんを重ねようとするが、そのとき、休み時間終しゆう了りようのチャイムが鳴る。

「授業が始まるわ。戻りましょう」

　こちらの心しん境きようなど気にした様よう子すもなく、天野は僕の脇わきをすり抜けると、さっさと歩いていった。

　その背中に何か言おうとして、しかしすぐに諦あきらめる。授業が始まるっていうのに、こんなところで問とい詰つめるわけにもいかない。

　僕は小さく息いきを吐はくと、彼女の後に続き、自分の教室へと戻るのだった。







　授業の間、僕はずっと上うわの空だった。

　休み時間の出で来き事ごとが、気になっていたからだ。

　僕は学校で誰だれかに、自分のブログのことを話した記き憶おくはない。

　それなのに、なぜ天野は、僕が『ジミーユ』だと知っていたのだろうか。

　そしてなぜ、あんなコメントを書いたのだろうか。

　そのことばかりを、ずっとずっと考え続けていたんだ。

　やがて授業が終わり、放ほう課か後ごとなり、クラスメイトは次々と席せきを立っていく。

「じゃあな、藤宮。また明日」

　立たち花ばなも僕にそう言って、教室を出ていく。あいつは今から、バスケ部の部ぶ活かつだ。

「うん、また明日」

　僕も立ち上がって立花に手を振るが、しかしまだ、教室は出ない。

　僕の視線は、天野に注そそがれていた。

　彼女は席せきも立たずに、メモ帳ちようか何かにペンを走らせている。

　いったい何をしているのかは知らないけど、授業が終わった今なら、じっくり話ができるだろう。

　そう思って、天あま野のの側そばへと近づく。

「天野」

　声をかけると彼女は立ち上がり、僕ぼくへと顔を向けた。

「……」

　そして無む言ごんで、一枚の紙切れを差し出してくる。

「ん？　何、これ？」

「……」

　尋たずねてみても、天野は何も言わず、その紙を突つきつけてくるだけだ。

　仕し方かたなくそれを受け取ると、彼女はすぐさま背せを向ける。

　そのまま振り返りもせず、天野は教室から立ち去さっていった。

　なんだよ、あいつ。

　首をかしげつつも、僕はその紙に目を落とす。

　するとそこには、こんな文章が書かれていた。

『今夜10時に、ログインする。話があるなら、こちらで』

「こちらで？」

　僕はさらに眉まゆをひそめるが、しかしその下に書かれていた文字を見て、ようやく彼女の意い図とを理解する。

　それは、ある有ゆう名めいチャットサービスの、アドレス番号だった。







　チャットとは、ネット上でのコミュニケーション手段の一つである。

　英えい語ごを直ちよく訳やくすると『雑ざつ談だん』という意味だが、まさにこの文字通り、リアルタイムでのお喋しやべりを楽しめることが、チャットの大きな特とく徴ちようとなっている。

　最近では音おん声せいや映えい像ぞうを用もちいたチャットも普ふ及きゆうしてきているが、基き本ほん的てきには文字によるコミュニケーションがメインだ。

　特定の人同どう士しが共きよう有ゆうするスペースを作り、そこで文字を入にゆう力りよくしたりして、やり取りを楽しむのである。

「……そろそろ、かな」

　自じ室しつのパソコンの前で、僕はモニターを見つめていた。

　現げん在ざいの時じ刻こくは、午後９時55分。天野が指定したチャットサービスに、ログインしてみる。

　そのチャットは僕も普ふ段だんから利用しているもので、業ぎよう界かいでは最さい大おお手ての無料サービスだ。

　ログインが完かん了りようした後、今度は検けん索さく画が面めんで、紙に書かれていたアドレスを入力した。

　すると、検索結果に一人の人物が表ひよう示じされる。

　僕ぼくはその人物をクリックして、コンタクトの許きよ可かを求めてみた。

　そうして待まつこと、５分。

　10時ちょうどになった瞬しゆん間かん、軽けい快かいな音が鳴り響ひびき、画面には、

『ユッキーさんがあなたとのコンタクトを許可しました』

　という文字が表示された。

　僕はその人物をダブルクリックして、チャットの画面をモニターに広げる。

　そして少し緊きん張ちようしながらも、ゆっくりと文字を打ち込んだ。

「こんばんは、ジミーユです」

　画面には僕の名前と共ともに、その言こと葉ばが表示される。チャットが正常に機き能のうしているのなら、同じものが相あい手てのパソコンにも届とどいているはずだ。

　まあ、挨あい拶さつとしては無ぶ難なんだけど、相手がどういう反はん応のうをするのか、それ以前に、誰だれなのかもまだ分からない以上、あまり変なことは言わない方がいい。

　そんなことを考えていると、返事はすぐにきた。

『こんばんは、藤ふじ宮みや遊ゆう真ま君くん』

　……いや、そこ、わざわざ名前を言い直さなくてもいいだろ。

　ともあれ、こちらの本ほん名みようを知ってるってことは、今話している人物は、まず間ま違ちがいなく天あま野のなのだろう。

　あの紙に書かれていたのは正しよう真しん正しよう銘めい、彼女のチャットアドレスだったのだ。

　相手が誰だか判はん明めいして安心した僕は、仕返しとばかりに尋たずねてみる。

「天野さんですか？」

『ユッキーです』

「天野雪ゆき緒おさんですよね？」

『ユッキーです』

　なんでそっちはハンドルネームにこだわるんだよ。「うん」でも「はい」でもいいから、一ひと言こと答えてくれてもいいじゃないか。

「……天野『ゆきお』だからユッキーなんですか？　安あん直ちよくですね」

『あなたには言われたくないわね、ジミーユさん』

　皮ひ肉にくもあっさり切り返される。

　しかし確かに彼女が言う通り、僕だって安直だ。『ふじみや』の『じみ』と、『ゆうま』の『ゆう』を取って、『ジミーユ』なのだから。

　それにしても、なんだか『ユッキー』はズバズバと物を言ってくるなあ。

　学校では誰かと喋しやべってるところをあんまり見たことがないんだけど、ネットだと性せい格かくが変わるタイプの人なのかな。僕ぼくも他人のことをとやかくは言えないけど。

　まあいいや、話を進めよう。僕が気になっていたのは、そんなことではないのだ。

「いくつか質しつ問もんしてもいいかな？」

『答えられることなら』

「じゃあ聞くけど、僕＝ジミーユだって知ってたのは、ハンドルネームが安あん直ちよくだったから？」

『そうよ』

「いつから気付いてたの？」

『確かく信しんしたのは、今日ね』

「あっ、そうなんだ」

『あのとき藤ふじ宮みや君くんが、ブログに書いていた内容と同じことを話してたから、やっぱりって』

「ってことは、僕がジミーユだって気付く以前から、ブログには来てくれてたってこと？」

『まあね。わたしもゲームをするから、そっち系けいのサイトはよく巡じゆん回かいしてるわ』

「へえ、天あま野のもゲームするんだ？」

『ユッキーです』

「え？」

『ユッキーです』

「いや、それは分かったけど」

『ユッキーです』

「……ユッキーも、ゲームするんだ？」

『それなりに』

　なんでそんなに『ユッキー』にこだわるんだよ。ネット上ではハンドルネームで通したいのか？

　だったらこっちも『ジミーユ』で統とう一いつしてくれよ。

　しかし、天野もゲーマーだったのか。彼女のことを詳くわしく知ってるわけじゃないけど、印いん象しようとは違ちがうというか、ちょっと意外。

　と、少しばかり感心していると、天野はさらに言こと葉ばを続けた。

『ジミーユさんとはかなり好このみが違うみたいだけどね』

「好み？」

『ええ。だってあなた、メジャーなゲームしか遊ばないでしょ？』

「そうだけど。ユッキーはどういうゲームが好すきなんだ？」

『そうね。たとえば、「インフィニット・ダークネス」あたりは、かなり好きね』

　……なるほど。あのコメントを書いた理由は、それか。

「えっと、つまり、君きみの好きなゲームを、僕が叩たたいたから、あんなことを書いたってことかな？」

『そう受け取ってもらっても構わないわ』

「そういうことなら、悪かった。自分の好すきなゲームを叩たたかれたら、僕ぼくだって嫌いやな気分になるよ。ごめん」

『怒おこってるわけではないので、お気になさらず』

「それならいいんだけど。でもまあ、少し言い訳わけさせて欲ほしい」

『なんなりと』

「今、自分のブログを見てみたけど、確かに感情的な文章だったと思う。でも、それでもウソはついてないよ。実じつ際さいに起きたことを、そのまま書いただけだ。決して、不当に貶おとしめるつもりで、あの記事を書いたわけじゃない」

『それは認めるわ。わたしも同じバグを味わったし』

「だよね。僕の買ったソフトだけが不ふ良りよう品ひんだった、というわけじゃないよね」

『あのゲームをプレイした人は、全ぜん員いん同じ経けい験けんをしたはずよ』

「だったら、聞かせて欲ほしい。なぜ、あのゲームが好きなんだ？　あんなバグだらけのゲームの、何が気に入ったんだ？」

　ゲームを好きになる理由は人それぞれだ。

　ストーリーがイマイチでも、操そう作さ性せいが最さい悪あくでも、音楽が良ければ、戦せん闘とうが楽しければ、それだけで満まん足ぞくできることがある。何か一つでもいいところがあれば、ゲームは人の心を摑つかめるものなんだ。

　ひょっとしたら天野は、大量のバグという欠けつ点てんを差し引いても、あのゲームを好きになれる『何か』を見つけたのかもしれない。

　そう思って、僕は問といかけてみたんだ。

　だけど、彼女からの返事は、全まつたく予想外なものだった。

『バグだらけだから、いいんじゃない』

「…………え？」

『あんなにたくさんのバグを味わえるゲームなんて、滅めつ多たにないわ』

　えっと、何を言ってるのかな、この子は。

　ちょっと意味が分からない。

『「インフィニット・ダークネス」は、とても貴き重ちようなゲームよ。およそ考えられる限りのあらゆるバグを詰め込んだ、まさにバグの宝ほう石せき箱ばこみたいな存そん在ざい。これほどの傑けつ作さくは一年に一本、いえ、十年に一本あるかどうかの奇き跡せきだわ。この時じ代だいに生まれ、この奇跡をリアルタイムで味わえることに、わたしたちは感かん謝しやすべきなのよ』

　混こん乱らんする僕の前で、天野は思いのたけを一いつ気きに語る。しかし彼女の言いたいことが、僕にはさっぱり伝つたわってこない。

　つまり、どういうことだ？
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「あの、僕ぼく、からかわれてる？」

『……藤ふじ宮みや君くんって、とても失礼な人なのね。知らなかったわ』

　探さぐりを入れてみると、冷たい答えが返ってくる。

　どうやら向こうは大おお真面目まじめなようだ。

『何が気に入ったのかと聞かれたから、答えてるだけじゃない。あなたこそ、からかってるの？』

「ごめん、悪かった。君きみの言ってることは全まつたく理解できないけど、真しん剣けんだということは伝つたわったよ」

『……そう』

　それだけを言って、彼女は黙だまり込む。

　怒おこらせてしまった、のかな？

　何かフォローの言こと葉ばを、と思いつつも、どうフォローすればいいのか分からない。

　だって、『バグだらけだから、いい』って言われても、訳わけが分からないんだもん。そんなの、どうフォローすればいいんだよ。

　なんだろうな、この違い和わ感かんは。

　ゲームを好すきになる理由は人それぞれ。それは分かってる。

　だけど天あま野のの場合は、その根こん本ぽんから、楽しみ方そのものが、一いつ般ぱん的てきなゲーマーとは違ちがうような、そんな感じがするんだ。

　まるでゲームとしての欠けつ陥かんを、ダメな部分を楽しんでいるかのような、そんな印いん象しようを受ける。

　……いや、違ちがうのか？　印象だけじゃないのか？

　彼女は本当に楽しんでるのか？　ゲームとしての欠陥を？

　だとしたら、ひょっとして、天あま野のは──。

　僕ぼくはある可か能のう性せいに気付き、尋たずねてみた。

「もしかして、クソゲーが、好すきなのか？」

『好き。大好き』

　即そく答とうだった。

　やっぱり、そうか。そういうことか。

　それなら合が点てんがいくぞ。

　天野雪ゆき緒おは、クソゲーマニアだったのだ。

　クソゲーマニアとは、文字通り、クソゲーを愛あいする人たちのことだ。

　テレビゲームにおいて、本ほん来らいなら苦く痛つうでしかない要よう素そに、快かい楽らくを見出す。

　それが、彼ら彼女らの大きな特とく徴ちようである、らしい。

　詳くわしくは知らないから、『らしい』としか言えないけど、でも、本当にいたんだな、クソゲーマニアって。

「……そっか、驚おどろいたよ。でも、理解できた。なるほどな」

『分かってくれて嬉うれしいわ』

　僕も嬉しいよ。なんだか、全すべての線がつながったような気がしたんだ。

　世界は広い。色んな人がいる。

　そのことが分かって、すっきりした僕は、

『続き、楽しみにしてるわよ』

　しかし、天野の続けた言こと葉ばに固まった。

「……続き？」

『続けるんでしょ、あのゲーム。それで、いつもみたいに感想を書くんでしょ？』

　え？　どういうこと？

　そんなこと、一ひと言ことも言ってないんだけど。

「……いや、続けないよ？」

『どうして？　「インフィニット・ダークネス」の魅み力りよくを、理解してくれたんじゃないの？』

「いやいや、そうじゃない、そうじゃないよ。『理解できた』っていうのは、君きみがあのコメントを書き込んだ心しん境きようが、分かったってことだよ」

　バグを楽しんでる人が、『バグだらけのゲームなんて、なくなってしまえ』なんて記事を読んだら、そりゃあ腹はらが立つに決まってる。

　だから天あま野のは、あのコメントを書いた。そういうことなんだろ？

「君きみがクソゲー好すきだっていうのは、よく分かった。僕ぼくは、その、そういう楽しみ方には共きよう感かんできないし、あのゲームに魅み力りよくも感じないけど、それでもそんなゲームを好きだって人がいることは、理解できたんだ。だからもう、あのゲームのことを悪く言ったりはしないよ。それで許してくれないか？」

　言こと葉ばを選びながら、僕はそう伝つたえる。

『……分かってないじゃない』

　だけど、彼女からは不ふ機き嫌げんそうな答えが返ってくるだけだ。

　何が分かってないんだろう？

　どう言えば、天野は納なつ得とくしてくれるんだ？

　パソコンの前で腕うでを組み、じっと考える。

　すると、彼女はこう続けた。

『ま、いいわ。ちょっとわたしが過か大だい評ひよう価かしていただけみたいだから』

　なんだよ、それ。

　なんでそんな、トゲのある言い方をするんだ？

『勝かつ手てに期き待たいして、勝手に失しつ望ぼうしただけ。だからこれは、わたしが悪いの』

　次々と好き放ほう題だい言われて、さすがに僕もムッとするが、これくらいならまだ我が慢まんできた。

　ネット越ごしだと、相手の感情が伝つたわりにくかったりするからね。天野も悪あく意いがあって言ってるわけじゃないかもしれない。

　そう考えて、彼女の発はつ言げんを聞き流そうと努つとめる。

　でも、

『それに、所しよ詮せんメジャーゲームしか遊ばないような、ぬるゲーマーのあなたには、あのゲームはクリアできないでしょうしね』

　──この言葉には、カチンときた。

　僕はメジャーなゲームしか遊ばない。それは事実だから、いい。

　だけど、『メジャーゲーム＝ぬるい』という、レッテル貼はりとも取れる発はつ言げんは、見み過すごす訳わけにはいかない。

　僕自じ身しんがどう言われようが構かまわないけど、ゲームそのものへの冒ぼう瀆とくは、許せなかったんだ。

「……いいだろう。そこまで言われちゃ、引き下がれない」

　今にして思えば、それは露ろ骨こつな挑ちよう発はつだ。

　愛あいするゲームへの暴ぼう言げんが、どれほど人を傷きずつけるかは、彼女自身だって分かっているはずなのだから。

　そのことを承しよう知ちの上で、天野はあえて言ったんだ。

　僕を、『そちら側』へ引き込むために。

「やってやる。クリアしてやるよ、『インフィニット・ダークネス』を」

　──もしかしたらその頃ころの僕ぼくは、彼女が書いたあのコメントを、図ず星ぼしだと感じていたのかもしれない。

　レールの上を歩くだけの人生。

　メジャーゲームしか遊ばない自分を肯こう定ていしながらも、きっと心のどこかでは、満まん足ぞくしていなかったのだろう。

　今となっては分からないことだけど、とにかく、この日の決けつ断だんは、僕のゲーム人生を大きく変えることになる。

　意い気き込ごむ僕に向かって、ネット越ごしに天あま野のは言った。

『ようこそ、クソゲーの世界へ』

　こうして、僕の挑ちよう戦せんは始まったのだ。














　　　第二章
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　その日のうちから、僕ぼくは『インフィニット・ダークネス』のプレイを再さい開かいさせた。

　ひとまずこのゲームに関する情じよう報ほうは全すべて遮しや断だん。今まで耳に入ってこなかったものを、遮断も何もないけど、とにかく、攻こう略りやくサイト等とうは見ないことにしたんだ。

　もちろん、攻略を見ながらゲームを進めるのが邪じや道どうだとは言わない。僕も難むずかしい作品を遊ぶときは、お世話になることがあるし。

　だけど、今回ばかりは事情が違ちがう。

　天あま野のに対して「クリアしてやる」と威い勢せいよく言った手前、自分の力だけでやり遂とげなきゃ、格かつ好こうがつかないからね。

　とは言っても、僕はこんなバグだらけのゲームを遊んだことはないから、ゲーマーとして今まで築きずいてきた経けい験けんは、まるで活いかせないだろう。何もかも、手て探さぐりで攻略するしかない。

　ともあれ、僕の意い識しきはゲームの世界へと没ぼつ入にゆうしていく──。




　　　▽▽▽




「あたしの名前はレイン。旅の魔ま法ほう使つかいなの。もしよかったら、あたしと組まない？」

　そう言って彼女は、こちらの顔を見上げてくる。

「ま、ダメって言われても、勝かつ手てについていくんだけどね。あんたと一いつ緒しよにいたら、なんだか楽しいことが起こりそうだし。そういうことだから、よろしくね」

　話し終えると、レインは僕の後ろに回り込み、ニッコリと笑った。

　僕の名前はライト。年ねん齢れいは十六歳。

　父の仇かたきを討うつため、そして世界に光を取り戻すため、僕は旅立ちを決意する。

　今はレインと名乗る女の子が、旅の仲なか間まに加くわわったところだ。

　僕の最終目標は、当とう然ぜん、大だい魔ま王おうを倒たおすこと。

　だけど一いち応おう、現げん時じ点てんでの目的も決めてみたんだ。

　とにかく、新しい町へ。

　そのことだけを考え、行動する。

　理由は簡かん単たん。この町には、記き録ろくをつけることができそうな場所が、見つからないからだ。

　となれば別の町へ行き、そこで探さがすより他ほかはない。

　問題は、町の外にはあの凶きよう悪あくなモンスターがいるということだ。

　あまりにもあんまりで、信じがたいことだけど、その事実は受け入れなければならない。

　その上で、新しん天てん地ちへと踏ふみ出さなきゃいけないんだ。

「……よし」

　気持ちを落ち着け、町の外へ出た僕ぼくは、とりあえず北へ向かって歩いてみた。

　ほどなくして視し界かいが光り、周しゆう囲いに不ふ穏おんな気け配はいが満ちる。

　出てきたのは予想通り、常とこ闇やみの王おうと名乗るあいつだ。

　長々としたセリフが終わった後、いよいよ戦せん闘とう開始である。

　僕は剣けんを手に取り、常闇の王と真ま正しよう面めんから向き合った。




　　　△△△




　──このとき僕は、天あま野のに言われた言こと葉ばを思い出していた。

　さっきのチャットで、僕は彼女から一つだけ、アドバイスをもらっていたんだ。

『バグに力で抵てい抗こうしてもムダよ。もっと頭を使わなきゃ』

　と。

　つまり、真正面からぶつかってもダメってことだ。

　だから僕は、少し迷まよった末すえに、『逃げる』を選せん択たくした。

　しかし、画が面めんには『失敗』の文字。

　直後に敵てきの全体攻こう撃げきを食らい、ゲームオーバー。

　うん、大だい丈じよう夫ぶ。こんなのは想そう定てい内ないだ。

　もうこの程てい度どで、くじけたりはしない。

　僕はまた最初からやり直して、同じことを試こころみた。

　敵と遭そう遇ぐうしたら『逃げる』を選択。『失敗』の表ひよう示じの後に全体攻撃を食らい、全ぜん滅めつ。

　この繰くり返しである。

　僕の選択は間ま違ちがってるかもしれない。

　だけど、可か能のう性せいがあるのなら試ためしてみるしかない。

　確かな信しん念ねんの元もと、僕は『逃げる』を選び続ける。

　そんな調ちよう子しで、全滅を七回ほど経けい験けんした頃ころだろうか。

　僕はまた、フィールドで常闇の王に遭遇し、今までと同じように『逃げる』を選択した。

「えっ？」

　次の瞬しゆん間かん、僕は大きく目を見開く。

『ライトたちは逃げ出した！』

　という文字が画が面めんに表ひよう示じされ、戦せん闘とうが終しゆう了りようしたのだ。

「やった！」

　思わずガッツポーズを取る。

　大きい。

　この発見は、大きいぞ。

　ラスボスからは、逃げることができるんだ。

　真まっ当とうなＲＰＧではまず考えられないことだが、残念ながらこのゲームは真っ当ではない。

　そして真っ当ではないおかげで、先へ進めるってわけだ。

　あとは、目的地がどこにあるかだな。

　スタート地点の住人はバグっているため、彼らからはなんの情じよう報ほうも引き出すことができない。だから現状、どの方向に進めばいいのかすら分からず、僕ぼくはしらみつぶしに辺あたりを探たん索さくしていくだけだ。

　その先に何かがあると信じて、ただひたすら歩く。何もなさそうなら、針しん路ろを変える。

　ラスボスからは必かならず逃げられるわけではないので、歩くたびに全ぜん滅めつのリスクがあることに、変わりはない。

　それでも、進むしかないんだ。

　僕とレインは、荒こう野やを駆かける。

　常とこ闇やみの王おうには何度も遭そう遇ぐうし、全滅し、時には逃とう亡ぼうに成功し、その度たびに進むべき道を探さぐる。

　そうして繰くり返すこと、二十七回。

「……見えた」

　南東の方角へと歩いていた僕たちの視し界かいに、建物らしきシンボルが、飛び込んできた。

「出るなよ、ラスボス出るなよ……」

　祈いのるようにつぶやきながら、慎しん重ちように歩いていく。

　そうして、僕の足がシンボルに重なると、画面が暗あん転てん。

　町の中に切り替わる。

　到とう着ちやくだ！

　いや、落ち着け。安心するのはまだ早い。

　ここでまたバグか何かが発生して、最初からやり直しなんてことになったら、目も当てられないぞ。

　焦あせる気持ちを抑おさえ、まずは周しゆう囲いを確かく認にん。

　すると少し離はなれたところに、教会らしき建物を発見した。

　あそこにセーブポイントがあると信じるしかない、か。

　ゆっくりと歩き、教会へ近づく。幸さいわいにも『落とし穴あな』にハマったりはせず、僕たちは建物の中へと入ることができた。

　神しん父ぷに話しかけると、彼は厳おごそかな顔で言った。

『迷まよえる子こ羊ひつじよ、我わが教会に何か御ご用ようですか？』

　まともなセリフだ！

　メニュー欄らんが表ひよう示じされ、そこには『記き録ろくをつける』の文字がある！

　僕ぼくは震ふるえる手でその項こう目もくを選せん択たくし、メモリーカードにセーブをする。

　画が面めんには、『記録が完かん了りようしました』の文字。

「くぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　声を殺しながら、喜よろこびを嚙かみ締しめる。

　やった、やったぞ！

　ついに、セーブできたんだ！

　すさまじい達たつ成せい感かんが、身体からだ中じゆうを駆かけ廻まわっていた。

　セーブできただけでこんなに嬉うれしくなるゲームなんて、初めてだ。

「はぁ……」

　同時に、激はげしい疲ひ労ろう感かんが襲おそいかかってくる。

　緊きん張ちようの糸が切れたのだろう。時計を見ると、もう午前二時を回っていた。

　今日はここまで、だな。

　色々あったけど、本当に色々あったけど、とにかく先へ進めたのは大きな収しゆう穫かくだった。

（次の町にたどりつくだけでこんなに疲つかれてて、果はたしてクリアできるのだろうか？）

　そんな考えも頭をよぎったけど、今はただ、この喜びに浸ひたっていいだろう。

　ゲームの電でん源げんを切り、電気を消して、ベッドに潜もぐり込む。

　眠ねむ気けはすぐにやってきた。







　翌よく朝あさ、教室の前で天あま野のとバッタリ出会った。

　彼女と目が合い、じっと見つめ合う。

　相あい手ては無表情なままで、僕は少しだけ眉まゆをひそめて。

「……」

「……」

　しかしお互たがいすぐに顔を背そむけ、僕はドアを開けて教室に入った。

　彼女はわざわざ、反対側のドアから教室へ。

「お前、天野と何かあったのか？」

「ん？　別に何も」

　立たち花ばなが話しかけてくるが、僕は素そっ気けなく答えるだけだ。

「ふうん」

　それ以上、立たち花ばなは何も聞いてこない。そのサバサバした性せい格かくが、今はありがたい。

　──昨日きのうのチャットで、僕ぼくは天あま野のと、ある約やく束そくをしたんだ。

『学校では言こと葉ばを交かわさない』

　というものである。

　もちろん、これは彼女が提てい案あんしたことだ。

　どうしてそんな約束をしなきゃいけないのかは、分からない。「なぜ？」と問といかけても、天野は『どうしてもよ』と答えるだけで、その理由は教えてくれなかったんだ。

　これは推すい測そくだけど、僕と同どう類るいだと思われたくないんだろうな。

　ようするに、ゲーマーであることを隠かくしたい。

　僕の趣しゆ味みがテレビゲームであることは、クラスの皆みんなには知れ渡わたっているはずだ。休み時間は立花とゲームの話ばっかりしてるし。

　幸さいわいにもウチのクラスには、他人の趣しゆ味みについて、とやかく言ってくるような奴やつはいない。少なくとも僕は今まで、誰だれかに何かを言われたことはない。

　だけどそれは表おもて向むきな話だけなのかもしれないし、男子と女子とではまた違ちがってくることもあるだろう。もしも僕と関かかわることで、学校での天野の立場が悪くなるのだとしたら、それは避さけるべきだ。

　だから僕は、彼女の提案を受け入れた。

　天野に何か伝つたえたいことがあるときは、チャットかメールで、ということになっている。

　携けい帯たいのメアドは教えてもらったので、緊きん急きゆうの場合はそちらで、そうじゃないのならチャットで。

　奇き妙みような関係だとは思う。

　だけど、天野が望のぞむのなら、それでいいんだ。

　僕の方に、全まつたく不ふ満まんはない。

　一番大事なのは、『インフィニット・ダークネス』をクリアすることなんだから。

　何なに気げなく、天野の席せきへ視し線せんを向ける。

　すると、彼女とまた目が合った。

　天野はすぐに顔を背そむけると、携帯をいじり始める。

　直後、僕の携帯にメールが届とどいた。

　送り主ぬしは『ユッキー』で、本文には、

『ジロジロ見ないで』

　と書かれている。

　分かった、分かったって。

　僕と天野はただのクラスメイト。そういうことだろ？

　返事には『気をつける』とだけ書いて、メールを送そう信しんする。

　だけど彼女はもう、携けい帯たいに見向きもしなかった。

　やれやれ。いいけどね、別に。

　僕ぼくは軽く肩をすくめつつも、それ以上、天あま野ののいる方へは顔を向けなかった。




　　　２




『インフィニット・ダークネス』は、今から半年前に発売されたゲームソフトだ。

　プライムステーション・セカンドが、まさに最さい盛せい期きを迎むかえていたこの頃ころでさえ、そのソフトの名を知るゲーマーは、かなり限られていたと思う。当然、僕も知らなかった。

　製せい作さくは、株かぶ式しき会がい社しやバミューダ。

　これもまた、全まつたく聞いたことのない会社名である。

　インターネットで検けん索さくしてみても、公こう式しきホームページらしき物さえ見つけられない。代わりに表ひよう示じされるのは、『インフィニット・ダークネス』を遊んだ人の、酷こく評ひようらしきページ名ばかりだ。

　ネタバレを避さけるため、リンク先には飛ばなかったけど、このゲームを買って『被ひ害がい』に遭あった人ってやっぱりいたんだな、と変なところで感心させられる。

　僕はメジャータイトルを扱あつかってるサイトしか巡じゆん回かいしてないから、こっち系けいの情じよう報ほうには疎うといんだよな。

　ゲーム雑ざつ誌しにも、このゲームのことは全然載のってなかったと思う。よっぽど扱いが小さかったせいで、記き憶おくに残ってないだけかもしれないけれど、半年以上も前の雑誌はさすがに手て元もとに残ってないから、ちょっと確かめようがない。

　その上、説明書に載っていた問とい合わせ先に電話してみても、繫つながらない。

　誰だれも出ないんじゃなくて、電話番号自体、使われていないんだ。

　バミューダは現げん存ぞんしているかもあやしい会社であり、そんなあやしい会社が作ったからこそ、『インフィニット・ダークネス』もこれほどまでに残念な作品になったんだろうな、というのは、なんとなく理解できる。

　その日の夜、僕はまた、このゲームの攻こう略りやくに取り組んでいた。

　手て探さぐりで遊んでいくうちに、今こん作さくの残念な部分は次々と明るみになってくる。

　たとえば、ヒロインであるレインだ。

　パッケージの絵になっていることからも分かる通り、制せい作さく側がわは彼女を特別な存そん在ざいとしてアピールしたかったらしい。

　そのためか、ゲーム内ではやたらと優ゆう遇ぐうされているんだ。




　　　▽▽▽




　僕ぼくがたどりついた新しい町には、幸さいわいにも真まっ当とうなセリフを喋しやべる武ぶ器き屋やがいた。

　そしてそこでは、本ほん来らい提てい示じされるであろう真っ当な商品が並べられている。

　しかしその一いち覧らんを見て、僕は眉まゆをひそめた。

　僕が装そう備びできるアイテムよりも、レイン専せん用ようの物の方が、明らかに多いんだ。

　特に防具関係の装備が豊ほう富ふで、僕が一種類だけなのに対して、レインは六種類。

　その待たい遇ぐうの差にちょっとした不満を覚えつつも、せっかくだからってことで、レイン用の防具『ネコミミバンド』を買って、彼女に装備してもらった。

　レインの頭にはネコミミバンドが装着され、心なしか表情も猫ねこっぽく変化したような印いん象しようを受ける。

　このとき、突とつ然ぜん世界が凍こおりつき、どこからともなく『声』が聞こえてきた。

『ＣＣＳ～チェンジング・コスプレ・システム～について』

　天てんの声、とでも言うべきそのセリフが、僕の頭の中に響ひびいてくる。

『レインは装備したアイテムによって、見た目が変化するよ！　色んな装備を試ためしてみてね！』

　言い終えると、世界に色が戻り、再ふたたび時間が動き出す。

　レインには今の声が聞こえていなかったのか、彼女は「どうかしたの？」とでも言いたげに首をかしげ、僕を見つめるだけだ。




　　　△△△




　これが、このゲーム独どく自じのシステムの一つである。

　装備次し第だいで外がい見けんが変わる、というのは、昨さつ今こんのゲームでは結けつ構こう当たり前になりつつあるけど、『インフィニット・ダークネス』が発売された当時としてはまだ珍めずらしかったし、それなりに先を行くシステムだったと言えるだろう。

　ネコミミ姿のレインは可愛かわいいし、お遊びなオマケ要よう素そとしては充じゆう分ぶんな物だと思う。

　残念なのは、このナレーションが毎回出てくることである。

　レインの装備を変へん更こうするたびに、『見た目が変化するよ！』『試してみてね！』と連れん呼こされるわけだ。

　これが結構、鬱うつ陶とうしい。

　多た分ぶんこれも、このゲーム特とく有ゆうのバグなんだろうけど、何度も教えられなくても分かるから、ちょっと黙だまってくれと言いたくなってくる。

　それに、こういう大だい事じなことは説明書に書いておくべきじゃないか。

　別に『チェンジング・コスプレ・システム』に限ったことじゃないけどさ、得えられる情じよう報ほうがあまりにも少なすぎるから、どこまでが正しい仕し様ようで、どこまでがバグなのか、判はん断だんできなくて困こまることが多いんだ。

　あと、こういうところにこだわるくらいならさ、バグをなくすことに力を注そそいで欲ほしいな。もっと他にやるべきことがあるんじゃないかな。

　努力の方ほう向こう性せいが、明らかに間ま違ちがっていると思う。

　そんな感じで、『チェンジング・コスプレ・システム』は面めん倒どうな代しろ物ものだったりするのだけど、実は、レインに関する独どく特とくのシステムは、もう一つあったんだ。




　　　▽▽▽




　買い物を終えた僕ぼくは、ひとまず町の様よう子すをチェックしようと考えていた。

『落とし穴あな』の存そん在ざいを頭の片かた隅すみに残しつつも、何なに気げなく道の真まん中を歩く。

　すると、

「きゃっ！」

　何の前まえ触ぶれもなく、レインが転んだ。

　悲ひ鳴めいと共ともに、彼女はペタンと地面に顔を押しつける。

　そしてその際、レインのスカートがめくれ、その、なんというか、その隙すき間まから白い布ぬの地じが、チラリと覗のぞかせていたんだ。

「いたたた……」

　レインは顔をさすりながら声を漏もらす。

　彼女はゆっくりと目を開け、視し線せんを自分の腰こしのあたりに動かし、

「！」

　その刹せつ那な、スカートを手で押さえ、素す早ばやく立ち上がった。

「ちょっと、何見てるのよ！」

　レインは僕をにらむと、人差し指を突つきつけてくる。

　頰ほおは赤みを帯おびていて、なんだか恥はずかしそうに顔を背そむけると、彼女は小さくつぶやいた。

「まったく、これだから男の子は……」

　そしてそのまま、まるで何なに事ごともなかったかのように、僕の後ろにつく。

　今まさに転んだことなど忘れているのか、彼女は「どうかしたの？」とでも言いたげに首をかしげ、僕を見つめるだけだ。




　　　△△△




　男性ゲーマー向けの、あからさまなサービス要よう素そである。

　うん、まあ、それは、いいんだ。

　実じつ際さい、僕ぼくも最初に見たときは、「おおっ！」って思って、嬉うれしかったからね。

　でもね、そんなちょっとエッチなイベントでも、何度も何度も見せつけられると、さすがに感動も薄うすれてくるんだ。

「きゃっ！」と転び、「ちょっと、何見てるのよ！」とにらみ、「まったく、これだから男の子は……」と顔を赤らめる。

　このやり取りが、一分に一度のペースで発はつ生せいする。

　多た分ぶん、これはランダムで起きるイベントなんだろうな。だけどゲームの製せい作さく段だん階かいで、その発生頻ひん度どを、ちょっと間ま違ちがえて設せつ定ていしちゃったのかもしれない。

　おかげで、町を歩くたびにレインは転び、パンチラを見せつけ、こっちをにらみ、また何なに事ごともなかったかのようにライトの後ろにつく。

　そんなわけだから、とにかくテンポが悪くて仕し方かたがない。歩いているだけでストレスが溜たまる。このイベントが町の外では起きないことが、まだ幸さいわいと言えるかもしれない。

　ともあれ、レインは装そう備びを変へん更こうするたびにナレーションが入り、町を歩けば転んで悲ひ鳴めいを上げる。これはもう変えようのない事実であり、そんな彼女と共ともに、僕はこれから先も旅を続けていくことになるわけだ。

　つまりそれは、このテンポの悪さがずっと続くことを意味するわけで、そのことを思うと、ちょっと気が滅め入いってくるんだよね。

「ふぅ……」

　軽く息いきを吐はき、時計を見ると、日付が変わろうとする時じ刻こくだった。

　今日は、ここまで。

　この日は町の中を歩き回って、レインの挙きよ動どうを確かめることくらいしかできなかった。

　もっと先へ進めたい気持ちはあったけど、昨日きのうも夜よ更ふかししたし、ここで終わっておくのが賢けん明めいだろう。

『日につ課か』もまだ済すませてないしね。

　──今日、僕は一つの決けつ意いを胸むねに抱いだいていた。

　それは、自分のブログに『インフィニット・ダークネス』のプレイ日記を書く、というものだ。

　別にこれは、天あま野のと約やく束そくしたことじゃない。だけどそうすることで、『ちゃんとゲームを進めている』と彼女に伝つたえられるし、僕自身じしんも覚かく悟ごを決めることができるんだ。

　不特定多数の人の目に触ふれる場所で、『このゲームをクリアする』と宣せん言げんし、その詳しよう細さいを記しるすことで、自分を追い込む、というわけだ。

　それに天あま野のは、僕ぼくがこのゲームの日記を書くのを、楽しみにしていたみたいだからね。だったら書こうじゃないか、という気にもなってくるってものさ。

　うん、まあ、もちろん、そういうのは全部建たて前まえで、本当のところは、ブログにゲームの記事を書くのが、僕にとって習しゆう慣かんになってるからなんだけどね、うん。

　これはあくまで、自分のためだ。

　決けつして天野のためなんかじゃない。そんなはず、ないじゃないか。

　……ブログの更こう新しんをしながら、まるで自分自じ身しんに言い聞かせるかのように、僕はそんなことを考えていた。

　自分のため、自分のため。




　　　３




　それからしばらくの間、ゲーム漬づけの日々が続いた。

　平日は用事を全て済ませてから、日ひ付づけが変わるまで。

　休日は時間の許ゆるす限り、どこまでも。

　他の娯ご楽らくには一いつ切さい目もくれず、ただひたすらに、『インフィニット・ダークネス』をプレイし続ける。

　我われながら不ふ健けん康こうな生活をしてると思うけど、僕にだって意い地じがある。

　クリアすると決めた以上、やれるだけのことはやりたいんだ。

　──しかし。

「はぁ……」

　ゲーム開始から一週間が経たった頃ころ、僕はまだ、あのセーブポイントがある町に留とどまり続けていた。

　大きな困こん難なんに、直ちよく面めんしていたんだ。




　　　▽▽▽




　実はこの町は、とあるモンスターに支し配はいされている。

　そいつの名前は、クリムゾンフィアー。

　魔ま王おう直ちよく属ぞくの精せい鋭えい、暗あん黒こく四し天てん王のうの一人である。

　クリムゾンフィアーは卑ひ劣れつで残ざん忍にんな性せい格かくをしており、人々はその無む慈じ悲ひな振ふる舞まいにとても苦しめられている。

　そういった情じよう報ほうを町の住人から聞き出した僕ぼくは、圧あつ政せいからの解放と、魔ま王おうへの手がかりを求めて、そいつの本ほん拠きよ地ちである洞どう窟くつへと向かった。

　情報が真しん実じつかどうかは疑うたがわしかった。住人の精せい神しんがおかしくなっていて、まともなことを話していない、という可か能のう性せいがあったためだ。

　けれど、幸さいわいにも指定された場所には洞窟があり、中にはモンスターたちが蔓延はびこっていたんだ。

　洞窟の中ではあの常とこ闇やみの王おうとやらも出現しないらしく、またここで遭そう遇ぐうする敵てきは、今の僕たちでも充じゆう分ぶんに勝てるくらいの強さだった。

　クリムゾンフィアーだかなんだか知らないけど、棲せい息そくするモンスターがこの程てい度どなんだから、まあ、そんなに強くはないだろう。そう考えながらサクサクと洞窟の中を進み、僕はあっさり最さい深おう部ぶへ到達したんだ。

　だけど、順じゆん調ちようなのはここまでだった。

「ライト殿どのとお見受けいたす」

　目の前には、緑色の甲かつ冑ちゆうに身みを包んだ、騎き士し風ふうのモンスターが立っている。

　すぐ側まで近付くと、そいつはいきなり話しかけてきた。

「貴き公こうの名は聞き及んでいるぞ」

　身しん長ちようは僕たちよりもはるかに高く、兜かぶとに隠かくれてその顔は見えない。

　おそらく、こいつがクリムゾンフィアーとやらなのだろう。しかし、なんでこいつは僕の名前を知ってるんだ？

「まさか、あのブルーブラストを倒たおすとはな。その名めい声せいは本ほん物ものだということか」

　……いや、なんの話だよ。

　ブルーブラストって誰だれだよ。そんな奴やつ、知らないよ。

「正直なところ、こうして貴公と相見あいまみえる日を楽しみにしていた、というのが偽いつわらざる気持ちだ。大だい魔ま王おう様さまの臣しん下かとしては、抱いてはならぬ思いかもしれぬが、これも武ぶ人じんの性さがというものよ」

　は、はあ、そうですか。

「だが、傷きずついた身体からだでは公平な戦たたかいとは言えまい。貴公とはお互たがいに全力で戦いたいと思っていたのだ。さあ、回かい復ふくしてやろう」

　騎士風のモンスターはそう言って、僕たちに手をかざす。

　そして、視し界かいが点てん滅めつしたかと思うと、

『ライトたちのステータスが全ぜん快かいした！』

　という『天てんの声』が聞こえてきた。

　同時に、傷ついた身体に力が戻ってくるのを感じる。

　なんなんだ、こいつ。めちゃくちゃ礼れい儀ぎ正しいじゃないか。卑ひ劣れつで残ざん忍にんな性格じゃなかったのか？

「もはやこれ以上の言こと葉ばは必ひつ要ようあるまい。貴き公こうの力を存ぞん分ぶんに見せてくれ」

　混こん乱らんする僕ぼくの前で、そいつは腰こしに携たずさえていた剣けんを抜き、全ぜん身しんから闘とう気きのようなものを放出させた。

　ま、待まってくれ、そんなこと言わずに、もっと何か喋しやべってくれよ。こっちは、何がなんだか分からないんだよ。

　こちらの願いなど通じるはずもなく、そいつは剣を構え、叫さけぶ。

「我われこそは、暗あん黒こく四し天てん王のう最後の一人にして、最強の戦せん士し、グリーンナイト。いざ、勝しよう負ぶ！」




　　　△△△




「…………クリムゾンフィアーじゃないんかい！」

　思わず声に出して突つっ込んでしまった。

　ここまできて、ようやく僕は理解する。

　そう。待ち受けていたのはクリムゾンフィアーではなく、別のモンスターだったんだ。

　しかも、グリーンナイトと名乗るそいつは、暗黒四天王最強の存そん在ざいらしい。ポジション的には、ラスボスの一いつ歩ぽ手て前まえあたりで出てきそうな奴やつだ。

　──バグ、だよな、これ。

　もしかして、ボスキャラの設せつ置ち場所を間ま違ちがえた、とか？

　おいおい、マジですか、おい。

　このゲームには慣なれてきたから、多た少しようのバグでは驚おどろかなくなってるけどさ、だからといって問題が解決するわけじゃないぞ。

　つまり、ゲーム終しゆう盤ばんに出てくるであろうモンスターに、今の僕たちが勝てるはずがない、ということなんだ。

　バトルを開始したものの、僕とレインは共ともに一いち撃げきで倒たおされ、あっさりゲームオーバーである。

　……え、えーっと、グリーンナイトさん、なんか、ごめんな。

　僕との勝負を楽しみにしててくれたのに、弱くってさ。

　わざわざ回かい復ふくまでしてもらったのに、うん、なんか、ごめん。







　以上が、現げん在ざい直面している困こん難なんである。

　問題点を整理すると、まず、相あい手てが強すぎるということ。

　ラスボスである常とこ闇やみの王おうよりは確実に弱いと思うけど、それでも、今は到とう底てい勝てる相手ではない。

　次に、逃げることができないということ。

　グリーンナイトには何度か挑いどんで、『逃げる』も試ためしてみたんだけど、どうも無理っぽいんだな、これが。

　推すい測そくだけど、常とこ闇やみの王おうから逃げることができたのは、フィールドでの戦せん闘とうだったからなんだと思う。

　対して、こちらは真まっ当とうなイベントバトルだ。条じよう件けんが違ちがう。

　ようするに、圧あつ倒とう的てきな戦闘力を有ゆうする相あい手てに、真まっ向こう勝しよう負ぶを挑まなきゃならないってことだ。

　もちろん、この問題に対する解決方法は、ある。

　地じ道みちにレベルを上げて、強くなる。これだ。

　これだ、というか、これしかない。

　そして、これしかないから、きついんだ。

　何がきついって、とにかく、単たん調ちようでつまらない。その一ひと言ことに尽つきる。

　そりゃあ、洞どう窟くつで真っ当なバトルができるって分かったときは、楽しさを感じていたけどさ、同じ敵てきばかりを相手に延えん々えん戦たたかい続けていると、さすがに嫌いや気けがさしてくるんだ。

　フィールドにはラスボスが現れるため、経けい験けん値ち稼かせぎをするのは洞窟の中のみ。薄うす暗い空間を、うろうろと歩き回るだけの毎日。

　敵は弱いけど、その分もらえる経験値も少ないから、なかなかレベルが上がらない。

　そんな状じよう態たいがずっと続けば、精せい神しん的てきにも参まいってくるってものだよ。

　それでも、他に方法はないわけで、僕はこの一週間、レベル上げに勤いそしんでいたんだ。

　暇ひまさえあればひたすらに、雑魚ざこモンスターを無む心しんで狩かる。

　ある程てい度どレベルが上がればグリーンナイトに挑み、敗やぶれてはまたレベルを上げる。

　その繰くり返しだ。

　イベントを無む視しできる可か能のう性せいも考えたが、町の周しゆう辺へんを探たん索さくしても何もなさそうだった。

　多た分ぶん、このイベントをクリアしないと先に進めない仕し様ようになっているのだろう。

「はぁ……」

　息いきを吐はき、時計を見ると、もう午前一時だった。

　今日はもう、やめておくか。

　どんよりとした気持ちで、ベッドに潜もぐる。

　ここ数日、ブログの更こう新しんは停てい止ししている。報ほう告こくできることが何もないからね。

　いったい、どれだけレベルを上げればグリーンナイトを倒たおせるのだろうか？

　あとどれだけの時間をかければいい？

　先は、まだまだ、長そうだ……。







　翌よく日じつも、その翌日も、僕ぼくは経けい験けん値ち稼かせぎに没ぼつ頭とうした。

　日が経たつにつれ、徐じよ々じよに気き力りよくが失われていくのを実感できる。

　傍はた目めにも『ヤバイ』感じが分かるのだろう。作業開始から十日が経った頃ころ、休み時間に立たち花ばなが声をかけてきた。

「藤ふじ宮みや、お前、なんか変なことやってないか？　普通じゃないぞ、最さい近きん」

「ん……、大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと夜よ更ふかしして、ゲームやってるだけだから」

「……そっか、それならいいんだけどさ。でも、お前がそんなにハマるようなゲームなんて、最近発売されたっけ？」

　首をひねられ、僕は言こと葉ばに詰つまる。

　立花は僕がどんなゲームを好このむか知ってるし、まさかこの前クソゲー扱あつかいしていた作品を、まだ続けてるだなんて思いもしないだろうな。

　……立花には、僕が今置かれてる状じよう況きようについて、話しておくべきだろうか。

　付き合いはまだ浅あさいけど、口が固かたい奴やつだってことは分かってるし、誰だれかに言い触ふらしたりはしないだろう。

　その点では信用できる人間だと思うし、こいつになら打ち明けても、何も問題はないんじゃないか？

　これ以上、友人に隠かくし事をして、僕は本当に耐たえられるのか？

　一いつ瞬しゆん、そんな思いが脳のう裏りをよぎる。

　だけどその刹せつ那な、僕の携けい帯たいに一通のメールが届とどいた。

「っ！」

　思わず身体からだに震ふるえが走る。

　メールは、『ユッキー』からだった。

『忘れてないわよね？』

「……」

　視し線せんだけ、天あま野のの席せきにチラリと向ける。

　彼女はこちらに見向きもせず、澄すました顔で小しよう説せつか何かを読んでいた。

　……分かってるって。天野との関係は、秘ひ密みつなんだろ？

　忘れてない、忘れてないからさ。

「藤宮、どうかしたか？」

　立花に問とわれ、僕は視線を戻して、笑え顔がおを作る。

「いや、なんでもないよ。その、あれだ、僕が今やってるのは最近出たゲームじゃなくてさ、昔むかしクリアしたやつを、またやり直してるんだよ」

「ふうん。まあ、そういう気分のときってあるよな」

　特に疑問に思わなかったのか、立たち花ばなは小さく頷うなずく。

　どうやら納なつ得とくしてくれたようだ。

　そうこうしているうちにチャイムが鳴り、授業が始まる。

　授業の間もずっと、僕ぼくは『インフィニット・ダークネス』のことばかり考えていた。

　今日もまた、雑魚ざこモンスターを倒たおすだけで一日が終わるんだろうな。

　せめて戦せん闘とうに、もうちょっとバリエーションというか、面おも白しろ味みのある要よう素そが含ふくまれていたら、まだマシなんだろうけどな。

　ライトもレインも、ただ殴なぐるだけだもんな。そりゃあ単たん調ちようになるよな。

『レインは魔ま法ほうを使えばいいだろ』って、きっと何も知らない人は思うんだろうな。

　それがまた困こまったもので、あの子、魔法使いという設せつ定ていのはずなのに、レベルがいくら上がっても、一いつ向こうに魔法を覚えてくれないんだよ。

「なぜ？」って言われるかもしれないけど、それはこっちが聞きたいよ。バグなんじゃないの、多た分ぶん。

　そんなわけだから、彼女にも物ぶつ理り攻こう撃げきをさせるしかないんだ。

　そりゃあ、ボタンを連れん打だしてるだけだから、楽らくと言えば楽だけどさあ、退たい屈くつなものは退屈なんだから仕し方かたないじゃないか。

　面めん倒どうくさいな。かったるいな。

　──と、そんなことばかりを考えていたら、いつの間にか放ほう課か後ごになっていた。

　やれやれ。帰ったら、また経けい験けん値ち稼かせぎか。

　鬱うつ屈くつとした気持ちを抱いだいたまま、席せきを立つ。

　そのとき、不意に近くから誰だれかの視し線せんを感じた。

　見ると、天あま野の雪ゆき緒おが席に座すわったまま、こちらへ顔を向けている。

　僕と目が合うと、天野は口を開こうとした。

「……っ」

　しかしまるで何かを思い出したかのように、少しだけ目を見開くと、彼女は顔を背そむけ、席を立った。

　そしてそのまま教室を出ていく。

　なんだろう？　何か言いたいことでもあったのかな？

　でも、学校では話しちゃいけないって約やく束そくだし。

　そういや、この前のチャットで聞いたんだけど、天野は『インフィニット・ダークネス』をクリアしたんだよな。

　そりゃあ、あんな挑ちよう発はつをするくらいだから、当然と言えば当然だけど、よくクリアできたな、あれ。

　延えん々えんと雑魚モンスターを狩かるだけの作さ業ぎようを、あいつもやったってことだろうか。だとしたら、ものすごい忍にん耐たい力りよくだよな。

　ぼんやりそんなことを思い出していると、携けい帯たいにメールが届とどく。

　また、『ユッキー』からだった。

『覚えてる？』

　本文には、その一ひと言ことだけが書かれている。

　覚えてる？　それって、天あま野のとの約やく束そくのことか？

　さっきも似にたようなメールが来たけど、そういえばあのときは、返信してなかった気がする。

　ってことは、やっぱり再さい確かく認にんのメールなのかな？

　……いや、違ちがうのか？

　そうじゃない、のか？

　ふと僕ぼくは、天野にチャットで言われたあの言こと葉ばを、また思い出していた。

『バグに力で抵てい抗こうしてもムダよ。もっと頭を使わなきゃ』

　覚えてるって、このことか？

　天野はブログのプレイ日記を見てるはずだから、僕が今、何に苦しめられてるか知っているはずだよな。

　その上でこのメールを送ったってことは、もしかしてグリーンナイトとのバトルも、正せい攻こう法ほうではなく、何か裏うら技わざ的てきなやり方で攻こう略りやくできるってことか？　そう言いたいのか？

　確かく信しんはないけど、そう考えるのが妥だ当とうのような気がしてきたぞ。

　帰ったら、ちょっと色々試ためしてみるか。うん、そうしよう。

『思い出した』

　返事にはそれだけを記しるし、メールを送る。

　新しくやるべきことが決まり、僕の心に少しだけ気き力りよくが戻ってきたように思えた。

　ひょっとしたら、単たん調ちような毎日から逃げ出したくて、『抜ぬけ道があるはず』なんて思し考こうに至いたっただけかもしれない。

　それでもとにかく、できる限りのことをやってみようと思ったんだ。




　　　４




　結けつ論ろんから言うと、『裏技』はあった。

　抜け道を見つけるために試し行こう錯さく誤ごした数々の過か程ていは、長くなるし、特に面おも白しろいものでもないので、省しよう略りやくする。

　だけど確たしかに、それはあったんだ。




　　　▽▽▽




　あれから数日後の夜、僕ぼくはまた洞どう窟くつの最さい深おう部ぶで、グリーンナイトと対たい峙じしていた。

　これまでと違ちがう点は、二つ。

　一つは、僕たち二人の隊たい列れつが変わったこと。

　今までは僕が前ぜん列れつで、レインが後こう列れつだったんだけど、その並ならびを逆ぎやくにしたんだ。

　もう一つは、レインの装そう備びだ。

　彼女は今、現げん時じ点てんで手に入る最高の鎧よろい、『アイアンプレート』を身みに付けている。

　身に付けている、と言っても、ただ胴どう体たいだけに装そう着ちやくさせているわけじゃない。

　レインが装備した鎧は、四つ。

　腕うで、足、頭といった、他の装備個か所しよまで、全すべてアイアンプレートで埋うめ尽つくされているのだ。




　　　△△△




『レインは全ぜん身しんに、好すきな防具を自由に身に付けることができる』

　これが、今回発見した『裏うら技わざ』である。

　うん、なんとなく頭に鎧を装備させてみたら、できたんだよな。

　それで、『他の箇所はどうだろう』と試ためしているうちに、今に至いたる、というわけだ。

　このゲームはレインだけ装備できるアイテムがやたらと多いから、システム的に管理しきれなくて、こういうことになったのかもしれない。あるいは、ただ単たんにレインを優ゆう遇ぐうしているだけの可か能のう性せいもあるのかな。

　……まあ、優遇するのはいいんだけど、レインには『チェンジング・コスプレ・システム』があって、装備が外がい見けんに反はん映えいされるんだよな。

　だから彼女は今、頭にも、腕にも、足にも、アイアンプレートを装備した状じよう態たいで表ひよう示じされていて、重苦しく奇き怪かいな姿でライトの隣となりに立っているんだ。

　腕に鎧をぶら下げ、足に鎧を履はき、頭に鎧をかぶる。

　まるで人間扱あつかいしてないかのようなその格かつ好こうを見ていると、なんだか罪ざい悪あく感かんを覚えるけど、これも勝利のためだと思って我が慢まんしてもらうしかない。

　とにかく、仕し様ようだかバグだか分からないけど、この発見が攻こう略りやくに役立つのは間ま違ちがいなかった。

　気持ちを引き締しめ、僕はグリーンナイトとのバトルを開始させる。




　　　▽▽▽




　レインは今、全ぜん身しんを鎧よろいで固めているため、防ぼう御ぎよ力りよくがとても高い。

　鎧は、防具の中でも最もつとも『固い』装そう備びだ。

　少なくともこの世界では、そういうことになっており、そしてそんな物を四つも身に付ければ、防御力が格かく段だんに上がるのも、道どう理りと言えるだろう。

　防御力を上げたのには、もちろん意味がある。

　実はグリーンナイトとの幾いく度どかの死し闘とうを経へて、あいつの行動パターンに、一つの法ほう則そくを見つけていたんだ。

『グリーンナイトは、必かならず前ぜん列れつにいる人間から攻こう撃げきする』のである。

　正々堂々、真ま正しよう面めんから、相あい対たいする敵てきにぶつかる。

　それが、グリーンナイトというモンスターなのだ。

　戦せん闘とうが始まり、レインには『防御』をするよう指し示じを出す。

　グリーンナイトはレインに攻撃を仕し掛かけてくるが、全身に鎧を着込んだレインには、かすり傷きず程てい度どしか与えられない。

　よし、狙ねらいは的てき中ちゆうだ。これでレインは、まず大だい丈じよう夫ぶ。

　彼女の体力が減へってきたら、回かい復ふくさせればいいだけのこと。回復アイテムは大量に持ち込んであるから、なくなることはないだろう。

　続いて、僕の行動だ。

　すべきことは、『攻撃』である。

　僕の持つ武ぶ器きは、これも現時点で最強の剣けんである、『ドラゴンスレイヤー』だ。

　そう。最初の町で神しん父ぷが売っていた、あれだ。

　あのときはとても手が出せる代しろ物ものではなかったけど、雑魚ざこモンスターを相あい手てに延えん々えんと戦たたかい続けているうちに、お金もずいぶん貯たまったからね。今なら懐ふところにも充じゆう分ぶん余よ裕ゆうがある。

　僕は金に物を言わせた一いち撃げきを繰くり出す。

　しかし、こちらも与えるダメージはかすり傷程度だ。

　こっちはまだまだ弱いし、後こう列れつに下がった人物は、守りが堅かたくなる代わりに攻撃力が落ちる。それがこの世界の常じよう識しきである。

　それでも構わない。少しずつでも、グリーンナイトにダメージを与えることが大だい事じなんだ。
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　──ここまで述のべれば、もう理解してもらえるだろう。

　高い防御力を頼たのみに、レインが前列でグリーンナイトの攻撃を引き受け、僕が後列からダメージを与える。

　これが、僕の考えた戦せん法ぽうだ。

　レインの『裏うら技わざ』と、グリーンナイトの行動パターンの両方があってこそ、通用するやり方なんだよな、これ。

　レインは防ぼう御ぎよ、ライトは攻こう撃げき。体力が減へってきたら、アイテムで回かい復ふく。この繰くり返しを、延えん々えんと続ける。

　勝てる、これなら勝てるぞ。

　……うん、まあ、全然楽しくないけどね！

　行動は単たん調ちようだし、与あたえるダメージが少ないから、いつまでかかるか分からないし。

　それに、見た目も格かつ好こう悪いというか、罪ざい悪あく感かんを覚えるからなあ……。

　あくまで正々堂々と戦たたかうグリーンナイト。

　敵てきの猛もう攻こうを必ひつ死しに耐たえるレイン。

　安全な場所から殴なぐり続けるライト。

　お前は本当にそれでいいのかと突つっ込こみたくなるけど、しかしこれ以外に勝つ方法を思いつかないんだ。みんな、どうか許して欲ほしい。
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　自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりつつも、僕はそのまま戦い続ける。

　フェアな騎き士しを相あい手てに、女の子を盾たてにして、ペチペチと、ペチペチと、殴る、殴る。

　そうして、一時間ほどが経けい過かした頃ころ、

「ぐぅ……」

　グリーンナイトはセリフをこぼし、仰あお向むけに倒たおれた。

　頭の中で軽やかな音楽が鳴り響ひびき、『経けい験けん』を積つんだ実じつ感かんが唐とう突とつに湧わき起こり、戦いが終わる。

　見事、勝利である。

　やった！　倒した、倒したんだ！

　半月近くも挑いどみ続けた結果、僕はついに、グリーンナイトを倒したんだ！

　ばんざーい、ばんざーい！

　………………。

　…………。

　……後あと味あじ悪いね、うん。

「くっ……」

　倒れているグリーンナイトがうめき声を上げると、かぶっていた兜かぶとが割われる。

　その中からは、金色の長ちよう髪はつと、綺き麗れいな女性の顔が現れた。

「……ライト殿どの、よき戦いであった。さすがは『魔ま獣じゆう狩がり』の異い名みようを持つだけはあるな」

　いつの間にそんな名前をつけられたんだろう。

「もう思い残すことは何もない。あの世で先に待まっておるぞ」

　そ、そうか。満まん足ぞくしてくれたのなら、それでいいけどさ。

「フフ、フフフ……」

　力なく笑うと、グリーンナイトの姿は消しよう滅めつする。

　なんか、本当、ごめんな。まともに戦たたかってやれなくて。

「グリーンナイト、恐ろしい相あい手てだったわね……」

　神しん妙みような様よう子すでレインがつぶやく。その顔は鎧よろいで隠かくれていて、表情は全まつたく見えない。

　まあ、顔だけじゃなくて、腕うでも足も、完全に隠れてるんだけどね、うん。

　お前も、悪かったな。この戦せん法ぽうは多た分ぶん、グリーンナイト以外には通用しないと思うから、後で装そう備びは元もとに戻すよ。こんなに空むなしい戦いは、もうやりたくないし。

　僕ぼくはなんだか気まずさを感じ、居い心地ごこち悪く顔をうつむかせる。

　そのとき、

「あれっ？」

　レインが声を上げ、顔を動かした。

　視し線せんの先は、洞どう窟くつのさらに奥。その暗くら闇やみになっていて見えなかったところに、光が灯ともった。

　光は浮ふ遊ゆうしながら、こちらへ近づいてくる。そして僕たちのすぐ側そばまで来たとき、その姿が明らかになった。

　大きさは手のひらの上に乗るくらい。見た目は女の子みたいで、髪かみの色はピンク。ヒラヒラとした青い衣い装しようを身みに付け、背中には小さな羽はねが生えている。

　これは、妖よう精せいか？

「助けていただいて、ありがとうございます」

　僕の目の前で留とどまると、彼女は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「私の名前はモモ。クリムゾンフィアーの卑ひ劣れつな手により、ここへ捕とらえられていた妖精です」

　モモと名乗る妖精は、そう言って僕を見つめる。

　そうか、クリムゾンフィアーか。やっぱりここって、本当はクリムゾンフィアーがいるはずの場所だったんだな。

　元もと々もとそれ以外考えられなかったんだけどさ、謎なぞが解とけたというか、すっきりはしたよ。

「まあ、なんてひどい奴やつなの。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。あいつはあたしたちが倒たおしたからね」

　レインは憤ふん慨がいしつつも、モモに対して力強い言こと葉ばをかける。

　うん、倒してないけどね、クリムゾンフィアー。会ったこともないからね。

「はい、本当に助かりました」

　モモはにっこり笑うと、僕に目を向けた。
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「あなたがライト様ですね？　きっとあなたなら、助けにきてくださると信じていました」

　どうやら彼女は僕ぼくのことを知っているようだ。

「実は私、ライト様のサポートをするために、精せい霊れい界かいからやってきたのです」

　そう言われて、僕は首を傾かしげる。

「この世界は今、大だい魔ま王おうの手により恐きよう怖ふで支配されています。このことに危き機き感かんを覚えた精霊の女め神がみ様さまが、あなたに手を貸すよう、私に命じられたのです。なんでも、ライト様は大魔王を倒たおすほどのお力を秘ひめておられるとか」

　へえ、僕にはそんな力があったのか。

　自分では全然気付かなかったし、そういえば僕は自分の生おい立ちすら記き憶おくにないけれど、そういうものなのかもしれないな。細かいことは気にしちゃいけない。

「ただ、ライト様の元もとへ向かう途と中ちゆうでクリムゾンフィアーに捕らえられ、逆ぎやくに助けられることになりました。私にとっては一生の不ふ覚かくです。……ですが、これからは全力であなたをお助けします。どうか旅のお供ともに加くわえてくださいな」

　モモの言こと葉ばに僕は頷うなずき、それを見て彼女は大きな笑えみを浮かべる。

「ありがとうございます！　きっとお役に立ってみせますわ！」

　セリフと共に彼女は一回転してみせて、その直後、

『モモが仲なか間まに加くわわった！』

　という『天の声』が聞こえた。
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　よし、仲なか間まが増えたぞ。

　決して誰だれかに自じ慢まんできるような戦たたかい方じゃなかったけど、それでも勝つことはできたんだ。

　物語は進み、新あらたな仲間も加わった。今はこの結果に、満まん足ぞくしておきたい。

　その後、町へ帰き還かんした僕ぼくたちは、自由を取り戻した住人たちに歓かん迎げいされた。

　この場面でもセリフがバグっていたのか、

「顔を洗って出直してきな！」

　とか、

「三回まわってワンと鳴きな！」

　とか、

「お前の顔なんて、もう見たくねえよ！」

　とか言われたりしたけれど、そんなものは全まつたく気にならなかった。

　この程てい度どのバグなら、もうへっちゃらである。

　とにかく、とりあえずは一区切りついたってことで、僕はそこでセーブして、電でん源げんを切った。

　そして、まだ時間には多た少しようの余よ裕ゆうがあったから、久ひさ々びさにブログを更こう新しんしたんだ。

　グリーンナイト撃げき破はによる安あん堵どで、すっかり気が緩ゆるんでいたのだろう。僕はその日、ぐっすりと眠った。明日からはまた新あらたな気持ちで、ゲームを攻こう略りやくしていこう。眠りに落ちる前は、そんなことを考えていたと思う。

　だけど、長ちよう期きに渡わたる経けい験けん値ち稼かせぎのせいで、身体からだにはかなりの疲ひ労ろうが溜たまっていたようだ。

　翌よく日じつ、僕は熱を出して学校を休んだ。







　夢ゆめを見た。

　高熱に浮かされながら見たそれは、幼よう稚ち園えん時じ代だいの記き憶おくだ。

　その頃ころ、僕には仲なかのいい友達がいて、その子とは毎日のように遊んでいたと思う。

　あるとき、僕はその子に一本のゲームソフトをプレゼントしたんだ。

　その日は彼女の誕たん生じよう日びで、僕はその子に何をあげればいいのか、ずっと考えていた。

　そして迷まよった末に、家にあったゲームソフトの中から、一本を選んだんだ。

　そもそも、僕がゲーマーになったのは、両親の趣しゆ味みが大きく関係している。

　僕の両親はどちらもコアなゲーマーで、そんな二人に育てられたからこそ、今の自分がある、とでも言えばいいのだろうか。

　もちろんその頃ころの僕ぼくは、まだテレビゲームのことなんてよく分からなかったんだけど、両親がいつも楽しそうに遊んでいる姿を見ていたから、その子にゲームソフトをプレゼントしたら、喜よろこんでもらえると思ったんだろうな。

　実際、彼女は嬉うれしそうに笑ってくれたんだ。

「ゆうまくん、ありがとう！　たいせつにするね！」

　彼女のその笑え顔がおは、今でも覚えている。
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　そのゲームソフトは僕が両親に買ってもらった物の一つで、だけど、僕自じ身しんはまだ遊んだことがない作品だった。

　当然、どんな内容なのかも知らなかったけど、その子が笑ってくれたことが僕も嬉しくて、いいことをしたなって、そのときは思っていたんだよな。

　──けれど、何年も後になってから、知ったんだ。

　そのゲームは、バグ満まん載さいのとんでもない代しろ物ものだったってことを。

　内容的にも、きっと幼よう稚ち園えん児じには理解しがたいものだったと思う。

　僕の心は、後ろめたい気持ちでいっぱいだった。

　その子に謝あやまりたかった。ごめんって、言いたかった。

　だけど、それはできなかった。

　だって、彼女は誕たん生じよう日びの後すぐに、どこか遠いところへ引っ越こしてしまったのだから。

　今から思えば、そのときの後こう悔かいやら罪ざい悪あく感かんやらがグチャグチャに入り混じり、僕ぼくの心にトラウマが植え付けられ、そのせいで『ハズレ』を極きよく端たんに恐れるようになり、メジャータイトルへと傾けい倒とうしていくようになったのかもしれない。

　いずれにせよ、それ以来、その子とは会っていない。

　悪いことをしたな。自分で言うのもなんだけど、子どもって残ざん酷こくだよな。

　名前もはっきりとは覚えてないんだよな。あの子の名前、なんだったっけ。

　ちょっと男の子っぽい名前で、そのことでよくからかわれていた気がするな。

　だから僕は、彼女にあだ名をつけてあげたんだよな。

　あれは、確か──。

「……ユッキー」

　朦もう朧ろうとした意い識しきのまま、言こと葉ばを漏もらす。

　すると目の前に、あの子の姿が浮かんだ。

　彼女はにっこりと笑い、こちらに手を伸ばしてくる。

　僕はその手を取ろうとして、うっすらと目を開け、

「……」

　しばし、呆ぼう然ぜんとする。

　視し界かいには、ここにいるはずのない人物が映っていた。

　艶つややかな黒くろ髪かみが印いん象しよう的てきな、縁ふちなし眼鏡めがねをかけた女の子が、僕を見下ろしている。

　彼女の顔は今、僕ととても近い距きよ離りにあった。

　もしも僕が急に起き上がったら、二人の肌はだと肌が触ふれ合うことになりそうな、そんな近さだ。

　彼女の吐と息いきがほんの少しだけ、僕の頰ほおにかかったような気がした。

　困こん惑わくした僕は、思わずその子に声をかける。

「……天あま野の？」

「！」

　その瞬しゆん間かん、彼女はものすごい速さで顔を上げ、その勢いきおいのまま僕の視し界かいから消え、直後、騒そう々ぞうしい物音が部へ屋や中じゆうに響ひびき渡わたった。

　ひっくり返って尻しり餅もちでもついたのだろうか。

　ゆっくりと上じよう半はん身しんを起こし、目を向けると、床ゆかに座すわり込んで腰こしのあたりをさする、天野の姿があった。

　彼女の衣い服ふくはわずかに乱みだれていて、スカートの隙すき間まからは白い色を覗のぞかせているように見える。だけど寝ね起おきの僕は意い識しきが混こん濁だくしていて、視界がはっきりしない。

　あれは、なんだろう？

「ん……」

　天野は痛いたみに顔をしかめていたが、

「っ！」

　僕ぼくの視し線せんに気付くとすぐさま立ち上がり、目にも止まらぬ素す早ばやさで、ベッドの側に置いてあったイスに腰こし掛かけた。

　そして、眼鏡めがねを軽く押し上げると、彼女は僕を見つめて言った。

「こんにちは、藤ふじ宮みや君くん」

「……えっと、大だい丈じよう夫ぶか？」

「なんのことかしら」

　僕の問といに、天あま野のは平然とした顔で答える。

　どうやら『なかったこと』にしたいらしい。

　……まあ、いっか。今は僕も突つっ込こむ元気がないし、余よ計けいなことを言って不ふ機き嫌げんになられても困こまるから、スルーしておくのが賢けん明めいだろう。

　さっき起きた出で来き事ごとは忘れて、僕は言こと葉ばを続ける。

「もしかして、お見み舞まいに来てくれたのか？」

「そう受け取ってもらって構わないわ」

「そっか、ありがとう。もう学校終わったの？」

「ええ」

　彼女は頷うなずき、──そこで会話が途と切ぎれる。

　どうしよう、せっかく来てくれたのに、上手うまく頭が回らなくて言葉が出てこないぞ。

　何か話題はないか、話題は。

　あっ、そうだ。共通の話題なら、あるじゃないか。

「学校の外なら、こうして話をするのはオッケーなんだ？」

　僕は冗じよう談だんめかして、そう言った。

「……」

　しかし、天野は無む言ごんでこちらを見つめるだけだ。

　まずい、怒おこらせちゃったかな。

「……ごめん、つまらないこと言っちゃって」

「いえ、怒ってないわ」

　まるで気にしてないのか、彼女は顔色ひとつ変えずに首を振る。

　そして自分の足あし元もとに視し線せんを落とすと、口を開いた。

「責せき任にんを、感じてるの」

「責任？」

「藤宮君が学校を休んだのは、わたしのせいだから」

「え？　どういうこと？」

「……ブログを読んでいたから、分かるの。藤宮君が、かなり無理をしていたって。それで、思ったの。わたしとあんな約やく束そくをしなきゃ、こんなことにはならなかったんじゃないかなって。だから、謝あやまりたくて、ここに来たの。ごめんなさい」

　言うだけ言うと、天あま野のは静しずかに頭を下げた。

「い、いや、ちょっと、待まってくれ」

　その態たい度どに、僕ぼくは慌あわてて手を振り、無理やり言こと葉ばを紡つむぎ出す。

「天野のせいだなんて思ってないってば。そ、そうだ、昨日きのうは久ひさ々びさにブログを更こう新しんして、書くことが多くてさ、つい、夜遅おそくまで起きてたんだよ。それで、熱が出ちゃったんだ」

　僕の言葉に、天野はゆっくりと顔を上げる。

「……そうなの？」

「そうなの。こんなの自じ己こ責せき任にんなんだから、天野が気に病やむことなんて、何もないって」

「……そう」

　彼女はつぶやくと、安心したかのように小さく息いきを漏もらした。

　そうして髪かみをかき上げ、再ふたたび視し線せんを落とす。

　……また、会話が途と切ぎれてるね、うん。

「そういや、さっき夢ゆめを見たんだ」

　何か喋しやべろうと思い、僕はとっさにそんなことを言う。

　すると天野は、こちらへ視線を戻した。

「……あー」

　だけど僕は口にしてからしばし考え、所しよ在ざいなさげに頭をかく。

「やっぱりいいや」

「どうして？」

　言葉を引っ込めると、彼女は首を傾かしげた。

「いや、その、他人の夢なんて聞いても、面おも白しろくないだろ」

「聞かせて」

　天野は意外なほど、この話題に食いついてくる。

　うーん、本当に面白くないと思うけどな。まあ、聞いてくれるのなら、別にいいんだけどさ。

「そう？　じゃあ言うけど、こういう夢だったんだ」

　僕は天野に、さっき見た、あの幼よう稚ち園えん時じ代だいの思い出を話した。

　記き憶おくを探さぐりながら喋ったから、たどたどしい口く調ちようだったと思う。

　それでも彼女は、黙だまって僕の話を聞いてくれた。

「──そんなわけで、その子には悪いことをしたなって思ってるんだ」

「……」

　話し終えると、天野はじっと僕の顔を見つめてきた。

　そのまっすぐな視線に、妙みような気き恥はずかしさを覚える。

　病状が悪あつ化かしたのだろうか。なんだか頰ほおが火照ほてって熱い気がするぞ。

「……その子は」

　一人でドギマギしていると、天あま野のがゆっくりと口を開いた。

「その子はきっと、怒おこってないと思う」

「ん……、そうかな」

「ええ。結果はどうあれ、プレゼントをもらえたことを、その子は心から嬉うれしいと感じていたはずだから。大だい事じなのは、その子がどう思ったかでしょ？」

「まあ、ね」

「その子にとって、その出で来き事ごとは今でも大たい切せつな思い出のはずよ。……そうね、もしもその子に再さい会かいできたら、同じ話をしてみるといいわ。怒るどころか、むしろ、そんな昔むかしのことを覚えていたことに、感かん謝しやするはずだから」

「そういうもの、なのかな？」

「そういうものよ。案あん外がい、そのゲームソフトを今でも大だい事じに持っていたりして」

「はは、まさか」

　僕ぼくは愛あい想そ笑いを浮かべたが、天野の顔は真しん剣けんそのものだ。とても冗じよう談だんを言っているようには見えない。

　……もしかして、彼女なりに気を遣つかってくれてるのかな。

　だとしたら、なんだか申もうし訳わけないな。

　でも、おかげで気持ちは楽らくになったよ。

「ありがとう」

　それだけを言って、僕は笑えみを浮かべる。

「……どういたしまして」

　一いつ瞬しゆん、天野の表情が固まったような気がしたが、すぐに彼女は真ま顔がおに戻り、窓まどへと視し線せんを移す。

　外はもう薄うす暗い。いつの間にか、夕ゆう陽ひが沈しずみかける時じ刻こくになっていたようだ。

「時間、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……そう、ね。そろそろお暇いとまさせてもらうわ」

　そう言って天野は立ち上がり、床ゆかに置いていた学生カバンを手に取る。

「わざわざ来てくれてサンキューな。この辺へんの道って迷まよいやすいから、気を付けて」

「平気よ。このあたりの地理には詳くわしいから」

「へえ、そうなんだ？」

「……昔、この近くに住んでいたことがあるの」

　窓の外に目を向けながら、天野は小さく何かをつぶやく。

　だけど熱がぶり返してきたのか、僕は彼女の発する言こと葉ばが上手うまく聞き取れなかった。

「──それじゃあ、また学校で」

　僕ぼくが黙だまっていると、天あま野のは背せを向け、部へ屋やの入り口へと歩いていく。

「ああ、うん。また学校で」

　僕は軽く手を振り、その背中を見送る。

　そこにいるのは、普ふ段だんと変わらぬ、いつもの天野雪ゆき緒おだ。

　ただのクラスメイトで、無む口くちで無表情な、クラスの委員長。

　──だから、それはおそらく熱のせいだったのだろう。

　去さり際ぎわに、彼女は振り返り、僕を見つめながら言った。

「お大事に」

　その口くち元もとにはほんの少しだけ、笑えみが浮かんでいるように見えたんだ。
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『それで、またゲームオーバーになったのね？』

「うん、またなんだ」

『アイスタウンの東にある湖みずうみには行っちゃダメだって、教えたわよね？　忘れてたの？』

「いや、覚えてるよ。湖の氷こおりに触ふれた途と端たん、ラスボスとのバトルになるって言ってたね。それは分かってたんだけどさ、まさか逃げられないとは思わなくて。イベントバトル扱あつかいだったんだな、あれ」

『似にたようなことが、一週間前にもなかったかしら？　ジミーユさんは、もう少し学習能のう力りよくがある人だと思ってたのだけれど』

「……ユッキーと違ちがって、この手のゲームには慣なれてないからね」

『そういうことにしておこうかしら』

　日曜の昼下がり。

　なんでもない、いつもの休日に、僕ぼくはパソコンの前で、天あま野のとチャットを交かわす。

　──あれから僕たちの関係には、少しばかりの変化が生じていた。

　週に一度、日曜日の午後に、ゲームの報ほう告こく会かいを開くことになったんだ。

　これは天野が提てい案あんしたことだ。

　ブログでのプレイ日記と併あわせて、現げん在ざいのプレイ状じよう況きようを彼女に伝つたえ、僕のやってることが大おお筋すじで間ま違ちがってなければ、彼女は何も言わない。せいぜい、『それでいい』とか、『そのまま続けて』とか、それくらいだ。

　だけど、やり方が大きく間違っていれば、ヒントをくれる。

　何をすべきか、どこへ行くべきか、そういった助じよ言げんめいたことを、僕に教えてくれるんだ。

　まあ実じつ際さいは今みたいに、ヒントのついでに罵ば倒とうされることも多いんだけどさ。僕が何かミスをしたら、やたらと絡からんでくるし。

　とまあ、そんな状況なんだけど、僕の方からは何も不満なんてなかったんだ。

　これは想そう像ぞうだけど、天野がこんな提案をしたのは、きっと彼女なりに責せき任にんを感じていたからなんだと思う。

　僕が学校を休んじゃったことを、自分のせいだと思ってるから、こういう話を持ちかけたんだろうな。

　僕ぼくからしたら、あんなのはただの自じ己こ管かん理り不ぶ足そくだし、たかだか一日学校を休んだくらいで、そんなに心配してもらってもこっちが困こまるというものなのだけど、でもそれで天あま野のの気が済すむのなら、別にいいか、と割わり切っている。

　ヒントをもらえるおかげで僕も効こう率りつ良よくゲームを進めていけるし、両者の利り害がいは一いつ致ちしてるってわけだ。

　それに、この報ほう告こく会かいって、なんだか悪い気がしないんだよな。

　少し前まで、僕は天野雪ゆき緒おについて何も知らなかった。

　彼女はただのクラスメイトに過すぎず、それなのに今では一つのゲームについて、あれこれと話し合う仲なかになっている。

　同じ趣しゆ味みを持つ仲間がいるっていうのは、本当に貴き重ちようなことだと思うし、こうやって天野とチャットをしながら過すごす時間は、結けつ構こう、心地ここちいい。

　簡かん単たんに言えば、楽しいんだ。

「まあでも、さすがにもう同じ過あやまちは繰くり返さないよ。次はちゃんと、言われた通りにやってみる」

『少しは期き待たいしておくわ』

「うん。本当、ありがとな。助かってるよ」

『どういたしまして』

「それじゃあ、そろそろ僕はゲームを再さい開かいさせるよ」

『ええ。じゃあまた来週』

「うん、また来週」

　言い終えると、僕はチャットを打ち切ろうとする。

　しかし、

『あの』

　その寸すん前ぜんで、天野がまた声をかけてきた。

「何？」

『今いま更さらだけど、迷めい惑わくじゃない？』

「えっ、何が？」

　迷惑って、なんのことだろう？

『藤ふじ宮みや君くんの自由な時間を、拘こう束そくしていることよ』

「拘束？」

『毎週毎週、休日の真まっ昼ぴる間まから、わたしなんかの相あい手てをしてもらってることに、少しばかりの心苦しさを感じていると、正直に告こく白はくするわ』

　なんだ、そんなことか。本当に今更だな。

『もし迷惑なら、今後は日時の変更か、あるいはこの報告会自体の中止も検けん討とうするのだけれど、どうかしら？』

「全然、迷めい惑わくなんかじゃないよ」

　僕ぼくは即そく座ざに答える。

「拘こう束そくだとか、そんなこと考えたことはないって。迷惑どころか、楽しいもん」

『楽しい？』

「つまり、天あま野のと仲なか良よくなれてよかったってこと」

　僕がそう言うと、不意に彼女からの反はん応のうが途と切ぎれた。

　しばし無む言ごんのまま、時が流れる。

　どうしたんだろう？　オフラインになってるわけでもないし、何かあったのかな？

「天野？」

　さらに声をかけると、ようやく向こうから返事がきた。

『ユッキーです』

「えっ？」

『ユッキーです』

「あっ、ああ、そうだった。ごめん。どうかしたの？」

『何が？』

「いや、今ちょっと反応がなかったからさ」

『別に。つい、コーヒーをこぼしただけ』

　僕の疑ぎ問もんに、天野は淡たん々たんとした調ちよう子しで答える。

　なんだ、そういうことか。急に何も言わなくなったもんだから、びっくりしたよ。

「ユッキーって、意外とうっかり屋さんだったりするんだ？」

　からかい気味にそう尋たずねてみると、

『……藤ふじ宮みや君くんが、急に変なことを言うからよ』

　ややあってから、彼女はそんなことを言った。

「変なことって？」

『なんでもないわ。もう切るわよ』

「えっ、あ、うん、じゃあ、また来週」

　挨あい拶さつもそこそこに、天野はオフラインになり、チャットは終しゆう了りようとなる。

　ん、なんだろう？　僕、何か言ったっけ？

　パソコンの前で頭を捻ひねらせるが、思い当たることは何もない。

　結けつ局きよくいくら考えても、天野がなぜコーヒーをこぼしたのか、僕には分からなかった。
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　──『インフィニット・ダークネス』プレイ日記・９

　ゲーム開始から一ヶ月。まだまだ終わりは見えない。

　それでも一歩ずつ、先へ進めていくしかない。

　アイスタウンの問題は、なんとか解決した。

　氷こおりの魔ま神じんが祭さい壇だんにいなかったのは、バグの影えい響きようらしい。

　だからそこは無む視しして、その隣となりの部へ屋やに行き、宝たから箱ばこの裏うらを調べる。

　すると、なぜか背はい景けいが真まっ暗な空間に移動するので、そこから七歩前に進んで決定ボタンを押すとなぜか氷の魔神との会話が発生し、戦せん闘とうになる。戦闘に勝てば、なぜか祭壇の前に移動しているため、そのままハマることはない。

　これが正解ルートだ。

　合ごう理り的てきな説明なんて求めてはいけない。そういうゲームである。




　その後、船を手に入れた一いつ行こうは、海原うなばらを駆かけ抜け、新しん天てん地ちへと向かう。

　道どう中ちゆうでは六回ほど、『落とし穴あな』にハマった。

　たとえ海の上でも、『落とし穴』はある。その事実は受け入れるしかない。

　そうして、何度かリセットしつつも、王おう都と『セント・キングダム』へと到とう着ちやく。

　いくつかのイベントを挟はさみつつ、国王との謁えつ見けんまで話が進む。

　旅の目的を伝つたえると、国王は言う。

「よかろう。もしも大魔王を倒たおした暁あかつきには、報ほう酬しゆうとして」

　……そこで会話が止まる。

　言いたいことは最後まで言ってくれ。報酬はなんだよ。

「さあ行け、ライトよ。世界の命めい運うんは、そなたの肩にかかっておる」

　大だい臣じんが僕をけしかける。いいから報酬を教えてくれよ。

　立ち尽つくしていると、モモが口をはさんできた。

「クラッシュハンマーには、攻こう撃げきした敵てきの防ぼう御ぎよ力りよくを下げる効こう果かがありますわよ」

　それは今、聞きたいことじゃない。

　というか、前まえ触ぶれもなく地面に埋うまるな。埋まったまま、「てへっ」とか言うな。

　その隣となりではレインが逆さか立だちをしながら腕うで立たて伏ふせをしている。

　力持ちだね、すごいね。

　それは分かったから、そろそろまともに歩いてくれないかな。




　新しく仲なか間まになったモモは、サポートキャラ的な存そん在ざいだ。

　戦せん闘とうに直接参加はしないが、バトル中にランダムで、様さま々ざまなアシストをしてくれる。

　モモには育いく成せい要よう素そがあり、特定のアイテムを与えることで成長し、アシストの内容が変化する、というのが最さい大だいの特とく徴ちようだろう。戦闘開始時に、敵てきにダメージを与えるとか、味み方かたの攻こう撃げき力りよくを上げてくれる、といった感じだ。

　ただし、大おお方かたの予想はついているだろうけど、彼女もバグの影えい響きようを大きく受けている。

　最さい大だいの問題は、『味方と敵を誤ご認にんすることがある』というものだ。

　攻撃力アップの効こう果かを敵にかけられたせいで、やたらと苦く戦せんすることがあるし、味方に攻撃をしてきたりもする。

　その内容次し第だいでは、完全に『詰つむ』ことだってあるのだ。

　たとえばアシストの効果には、




　①敵が回かい復ふく効果を使ったとき、自動でその相手にダメージを与える

　②味方がダメージを食らったとき、自動で回復する




　といったものがあり、この両方を取しゆ得とくしているとしよう。

　このとき、モモがバグって『味方を敵と誤認』し、なおかつ、味方が回復アイテムを使った場合、




　①を味方に発動　[image: →]　②も味方に発動　[image: →]　①を再さい度ど発動　[image: →]　②を再度発動……。




　と、無限ループに陥おちいることがあるのだ。

　画面ではモモが、「今ですわ！」とか、「回復しますわ！」とか叫さけびながら、延えん々えんと飛び回り続けるばかり。

　こうなったらもう、残された手段はリセットだけだ。

　安全に進めていくためには、スキルを覚える以前のセーブポイントからやり直すしかない。

　データを上うわ書がきしてしまった人は、ご愁しゆう傷しよう様さま。そのまま続けるか、一番最初からやり直そう。

　セーブはこまめに、いくつも残しておく。それが、このゲームを進める上での鉄てつ則そくである。

　そういうゲームである。

　──次回に続く。







『やっぱり、あのループバグにハマったのね』

　いつもの報ほう告こく会かいの日、僕ぼくがログインするとすぐに、天あま野のはそんなチャットを飛ばしてきた。

　きっとブログを読んでくれたのだろう。僕はひとまず、「うん」とだけ返事をする。

　そしてすぐに、続きを打ち込んだ。

「最低だったよ、ほんと」

『最高よね、あれ』

　すると、僕と天野の文字が、ほぼ同時に表ひよう示じされる。

「えっ？」

『えっ？』

　再ふたたび同時に、驚おどろきの声。

「えっと、何が最高なのかな？」

『何って、あんなバグ、なかなか見ることはできないわよ？』

「別に見たくないんだけど」

　答えると、そこでしばしの沈ちん黙もくがあり、

『ジミーユさんは、全然分かってないわね』

　そんなことを言ってくる。

　ネットの向こうでは、天野が冷さめた目でこちらを見ているんだろうなっていうことが、ありありと伝わってくるよ、うん。

『少しチェックすればすぐに気付けるレベルのバグが、平へい然ぜんと存そん在ざいする。しかもモモちゃんの育て方次し第だいでは、あっさり詰つむ。こんな奇き跡せきが目の前で起きているというのに、あなたはなんの感動も覚えないの？』

　そんな感動、覚えたくないんだが。

　その後も彼女は、『インフィニット・ダークネス』における数々のバグがいかに素す晴ばらしいかを、長々と語った。

　最近分かってきたことだけど、天野はクソゲーの中でも、特にバグ関係の物が好すきなようだ。

　理り不ふ尽じんな仕打ちや、普通はありえないような反はん応のうに、楽しさを感じているのかもしれない。

　僕にはその感かん覚かくがいまいち分からないけど、彼女にとって、バグ満まん載さいの『インフィニット・ダークネス』は、まさに神かみゲーのような作品なのだろう。

　天野は本当に、このゲームのことが好きなんだな。チャット画が面めんに次々と流れてくる言こと葉ばを眺ながめているだけで、そのことが伝つたわってくるよ。

『ジミーユさん、聞いてる？』

　僕からの反応がなかったからか、天野はそう問といかけてくる。

「聞いてるよ。何を言ってるのかさっぱりだけど、理解しようとは努つとめてるよ」

『嫌いや味みな言い方ね』

「僕にとっては未み知ちの領りよう域いきだからね、何もかもが」

『まったく。その様よう子すじゃ、ゲームのクリアまでにはまだまだ時間がかかりそうね』

「ん、そうだね」

『じゃあ、それまで』

　そう言ったところで、彼女からの言こと葉ばが途と切ぎれる。

　どうしたんだろう？　またコーヒーでもこぼしたのかな？

「それまで？」

　オウム返し気味に尋たずねてみると、

『それまで、付き合ってあげる』

　天あま野のはそう続ける。

　なんだ、それだけか。いったい何があったのかと思ったよ。

　……いや、それだけって考えるのは、傲ごう慢まんだよな。

　わざわざ僕ぼくのために、アドバイスをするって言ってくれてるのだから。

「ありがとう」

　僕は短く、そう答えた。

『うん』

　彼女からの返事はそれだけだったが、こちらの気持ちは伝つたわってると信じたい。

「ユッキーは今、何してるの？」

　ちょっと会話が途切れそうだったので、なんとなくそんなことを尋ねてみる。

　すると簡かん潔けつに、

『ハトランチの謎なぞ』

　とだけ、答えが返ってきた。

　名前だけは聞いたことがある。確たしか、ホムコンのゲームソフトだったと思う。

『インフィニット・ダークネス』を遊び始めてから、僕は『そっち系けい』の情じよう報ほうや歴史なんかもそれなりに仕入れたりしたんだけど、その知ち識しきが正しければ、『ハトランチの謎』はクソゲーとして名高い作品のはずだ。

　でもそのゲームって、僕たちが生まれる前に発売された、かなり古い物なんだよな。

「天野って、ホムコン持ってるの？」

『ユッキーです』

「ん、ああ、悪い。ユッキーの家では、ホムコンがまだ現げん役えきなのかなって、気になってさ」

『もちろんよ。ホムコンはクソゲーの宝ほう庫こだもの』

　なるほど、そういうことか。それなら納なつ得とくというものだ。

　ホムコンについては今いま更さら説明するまでもないと思うけど、業界に革かく命めいを起こした据すえ置き型のゲーム機である。

　後にスーパーホムコンという後こう継けい機きが生産され、これも一つの時代を築きずいている。

　そういった歴史的な詳しよう細さいは省はぶくが、とにかく、ホムコンがゲーム業界を支配していた時代には、大量のクソゲーが発売されたらしい。

　その中でも『ハトランチの謎なぞ』は、かなり有ゆう名めいな部類に入る作品とのことだ。

　確たしかストーリーは、失われた古代文明『ムームー』で愛あい用ようされていたと言われている、究きゆう極きよくの料理『ハトランチ』のレシピを解とき明かす、冒険活かつ劇げき、とかなんとか。自分で言っててよく分かってないんだけど、うん。

『操そう作さ性せいの悪さ、高すぎる難なん易い度ど、理り不ふ尽じんな仕し掛かけ。どれも最高よ』

　……天あま野のは軽けい快かいな調ちよう子しで語るが、何がどう最高なのか、僕ぼくにはさっぱり理解できない。

　しかし、『ハトランチの謎』って僕は遊んだことがないけど、アクションゲームだったはずだよな。よくプレイしながらチャットもできるもんだよ。

　天野はそのゲームをやり込んでるから、それくらい余よ裕ゆうなのだろうか。

　いぶかしむ僕に構わず、彼女は言こと葉ばを続ける。

『昔むかしはもっとハイペースで、クソゲーが世に送り出されていたそうよ』

「らしいね」

『素す敵てきな時代だったと思わない？　今以上にもっともっと、クソゲーが世界に溢あふれていたのよ』

「うん、悪いけど、全然思わない」

『そう。ジミーユさんは、まだまだこの境きよう地ちには至いたってないってことね』

　いや、至るつもりなんてないし。

『……時々、生まれる時代を間ま違ちがえたんじゃないかと思うときがあるわ』

　と、そのとき彼女は、不意にそんなつぶやきを漏もらした。

「間違えた？」

『もっと早く生まれていたら、今では伝説となったクソゲーの数々を、リアルタイムで楽しむことができたのにって。それは、どんなに素敵なことだろうって』

　天野は淡たん々たんと、それでいて愛いとおしそうに話す。

　彼女は今、憧どう憬けいの念に駆かられているのだろう。

　自分が味わうことのできなかった、その頃ころの世界に、思いを馳はせているんだと思う。きっと、想そう像ぞうするだけでも楽しいんだろうな。

　だけど、

「そんなこと言うなよ」

　僕は思わず、そう答えていた。

『えっ？』

「悲しくなってくるだろ」

　軽く息いきを吐はいてから、言葉を続ける。

「だって、生まれる時代が違ちがえば、僕ぼくは君きみに出会えなかったじゃないか」

　──しばしの間、沈ちん黙もくが流れる。

　いくら待まっても、天あま野のからの返事はない。

　こちらの意い図とが伝つたわらなかったのだろうか。だとしたら、もっと補ほ足そくした方がいいのかもしれない。

　えっと、えーっと、どう言えばいいんだろう。

　シンプルに、言いたいことをそのまま言えばいいのかな。

「つまり、こうして君と一いつ緒しよに、同じゲームを遊ぶこともできなかったってこと。そんなの、つまらないだろ？」

　それでもまだ、返事はない。

　そんなに困こん惑わくさせるようなことを言っただろうか。

　僕が言いたいのは、言こと葉ば通りのことなんだけどな。

「身み近ぢかなところにゲーム仲なか間まがいるのって、貴き重ちようだと思うんだ。ユッキーは、そう思わないか？」

　そう打ち込んでから、またしばらく待つ。

　すると、

『理解したわ』

　ようやく天野は一ひと言こと、そう告つげた。

「そっか」

　言葉が伝わったことに満足し、僕は小さく息いきを吐はく。

　そんな僕の前で、彼女はまた一言、付つけ足たした。

『バカ』

「えっ」

『なんでもない。ただ、文もん句くの一つでも言いたくなっただけ』

「なんだよ、それ。理り不ふ尽じんだな」

『それはこっちのセリフよ、まったく。もう落ちるわよ』

「あ、うん。じゃあ、引き続きゲームを進めておくよ」

　答えるなり、挨あい拶さつも無しに彼女はオフラインになり、チャットは終しゆう了りようする。

　……やっぱり、天野のことはまだよく分からないや。

　でもまあ、少しずつ理解していけばいいか。

　軽く頭を振りつつ、僕はまた、『インフィニット・ダークネス』の世界に戻るのだった。

[image: ]
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　長かった。実に長かった。

　苦く難なんに次ぐ苦難の末すえ、暗あん黒こく四し天てん王のうの一人、グレイストームの本ほん拠きよ地ちへ、ついにやってきたのだ。

　ライトの目の前では、浅あさ黒ぐろい肌はだのマッチョな人型モンスターが、不ふ敵てきに笑っている。

「あまり調ちよう子しに乗るなよ、小こ童わつぱが。クリムゾンフィアーなど、我われら暗黒四天王の中では一番の小こ者ものに過すぎんのだぞ」

　いや、クリムゾンフィアーとは戦たたかってないし。

　というか、出会ってすらないわけだし。

　突つっ込む暇ひますらなく、バトルは始まる。

　町の人々から仕入れた情じよう報ほうがバグってなければ、グレイストームは好こう戦せん的てきな性格をしており、その拳こぶしから繰くり出される一いち撃げきは、まさに嵐あらしのような激はげしさである。

　しかもそいつは素早い上に防ぼう御ぎよ力りよくが高く、どんな刃やいばも通さないとのこと。実じつ際さい、試ためしに通常攻こう撃げきをしてみたらミス連発で、当たってもスズメの涙なみだほどのダメージだった。

　グレイストームに物理攻撃は、ほとんど効きかない。

　その代わり、魔ま法ほう攻撃が有ゆう効こうらしいんだ。

　なるほど、この手のゲームではよくある特とく性せいのモンスターだ。

　問題は、我われらが自じ慢まんの魔法使い殿どのは、魔法を一いつ切さい使えないということだ。

　グリーンナイトとのバトルでは役に立ってくれた彼女も、この戦たたかいでは何もすることがない。向こうの攻こう撃げき力りよくも高いし、せいぜい防ぼう御ぎよを選んで守りを固めることくらいだ。防御してばっかりだな、レインは。

　一いち応おう、解かい決けつ策さくはある。

　主しゆ人じん公こうであるライトは、いわゆる戦せん士しタイプのキャラだが、魔ま法ほうも多た少しようは覚えることができるのだ。

　現時点でも、攻撃魔法を少しだけなら使える。しかしその威い力りよくは貧ひん弱じやくで、普通のバトルなら殴なぐった方が強いことの方が多い。

　なんともしょっぱいものだが、今回ばかりはその貧弱な魔法攻撃に頼たよるしかない。

　まあでも、魔力を回かい復ふくするアイテムは大量に買い込んであるから、攻撃手段が尽つきるということはないだろう。

　時々発動するモモのアシスト効こう果かと共ともに、グレイストームにチビチビとダメージを与えていく。相あい手ての攻撃もかなり痛いたいので、回復で手いっぱいになるターンもあり、なかなか終わりが見えてこない。

　それでも、一時間ほどが経けい過かした頃ころだろうか。

　ライトの攻撃魔法、『ファイヤーボルト』が炸さく裂れつする。

「ぐあああああっ！」

　すると、グレイストームは絶ぜつ叫きようと共ともに倒たおれた。

「やったの!?」

　レインが驚おどろきの声を上げる。

　待まて、フラグを立てるな。余よ計けいなことは喋しやべるな。

　今のはどう考えても『やってない』フラグだが、しかしグレイストームはそのまま起き上がることはなく、静しずかに横たわるのみ。

「さすがはライト様。きっと勝てると信じてましたわ」

　モモが笑えみを浮かべて、語りかけてくる。

　どうやら戦せん闘とうは、無ぶ事じ終しゆう了りようしたようだ。

　本当にやったのかよ。

　頼たのむから、バグなのか仕し様ようなのか、分かりにくいことをしないでくれ。

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、なんとか大きな山やま場ばを越こえることができたのだった。

　──次回に続く。







『確かく認にんなんだけど、グレイストームとの戦闘直前の選せん択たく肢しで、どっちを選んだ？』

　ブログの記事を投とう稿こうした翌よく日じつ、いつもの報ほう告こく会かいで、天あま野のはそう尋たずねてきた。

「どっちって、『全力で戦たたかう』か、『レインを囮おとりにして逃げる』の、二に択たくの場面？」

『ええ、そう』

「そんなの、『全力で戦う』に決まってるだろ」

『やっぱりね。それ、詰つんだわよ』

　……は？

　えっ、何、どういうこと？

　天あま野のがあまりにもあっさり言ったものだから、その言こと葉ばがどういうことを意味しているのか、すぐには理解できなかった。

　呆ぼう然ぜんとする僕ぼくの前で、彼女は続ける。

『ちょっとネタバレになるかもだけど、「レインを囮にして逃げる」を選んでも、強きよう制せい的てきに戦せん闘とうは始まるのよ』

「うん、まあ、そういうものだよね、ゲームなんだから」

『それでね、「囮にして逃げる」を選んだ上で戦いに勝つと、グレイストームは「青の宝ほう玉ぎよく」っていうアイテムを落とすのよ。だけど、「全力で戦う」を選ぶと、落とさない。手に入れてないわよね？』

「え、うん、そんなアイテム、知らない」

『それがないと、その先にあるワープポイントの洞どう窟くつに入れないのよ』

　……。

『で、ワープポイントに入れないと、次の場所に行けないの。だからもう、そこで詰み』

　…………。

「一いち応おう、聞いてみるけど、『レインを囮にして逃げる』を選ぶと、どういうやり取りになるの？」

『仲なか間まを囮にして逃とう亡ぼうを図はかりつつも、失敗。レインちゃんとモモちゃんからは非難の目で見られ、グレイストームからも罵ば倒とうされ、心の中を罪ざい悪あく感かんで満たしながら、戦闘に突とつ入にゆうすることになるわ』

　………………。

「常じよう識しき的てきに考えたら、そんな選せん択たく肢し、ありえないんだが」

『ここまでこのゲームを遊んでおいて、どうして常識が通用すると思えるの？』

　ダメだ、何も言い返せない。

　いや、まあ、それはいいんだ。

　そういうストーリー的なことや、設せつ定ていのおかしさなんかに、今いま更さらどうこう言うつもりはないんだし。

　だけど、ここで『詰み』となると、僕にとっては困こまったことになるんだよ。

「あの……、セーブデータ、上うわ書がきしちゃったんですが」

　そう伝つたえると、少ししてから、天あま野のは答えた。

『安全に進めていくためには、スキルを覚える以前のセーブポイントからやり直すしかない』

「え？　う、うん？」

『データを上うわ書がきしてしまった人は、ご愁しゆう傷しよう様さま。そのまま続けるか、一番最初からやり直そう』

　……あっ。

　これ、僕ぼくがブログに書いた言こと葉ばじゃないか。

　そのまんまコピペしてるな、こいつ。恥はずかしいからやめてくれよ。

『セーブはこまめに、いくつも残しておく。それが、このゲームを進める上での鉄てつ則そくである』

「分かった、分かったって。そういうゲームなんだよな、これ。気を抜いた僕が、悪い。そういうことだよな」

　もちろん、予備のデータは残してあるけどさ、かなり前の方なんだよなあ。

　やり直すしかないって分かってるけど、面めん倒どうくさいなあ。

『頑がん張ばってね。次の報ほう告こく会かいまでにどこまで進められるか、楽しみにしているわ』

　天野はいかにも愉ゆ快かいそうにそんなことを言ってくる。

　だけど、僕はその言葉で、大事なことを思い出していた。

「そのことなんだけどさ」

『何かしら？　泣き言なら聞かないわよ？』

「いや、そうじゃなくて。来週はちょっと、人と会う約やく束そくがあって、出かけなきゃいけないんだ。だから、今度の報告会は中止ってことで、いいかな？」

　僕の問といに、天野はしばし沈ちん黙もくする。

『用事』の詳しよう細さいも伝つたえておくべきだろうか。

　そんな大たいしたことじゃないんだけど、僕にも付き合いってものがあるし、できれば快こころよく了りよう承しようしてもらいたいところではある。

　そんなことを考えていると、

『そう。分かったわ』

　素そっ気けない返事が表ひよう示じされた。

『デート？』

　続いて、あまりにも唐とう突とつな言葉が、視し界かいに飛び込んでくる。

　な、なんだろう。なんだか妙に、刺とげ々とげしい気け配はいを感じるぞ。

『藤ふじ宮みや君くんって、モテそうだものね。休みの日は外へ遊びに行くのが健けん全ぜんだし、いいんじゃないかしら』

「いや、待まってくれ、そんなんじゃないって。どうしてそんな話になるんだよ。というか、彼女なんて、いないし」

『そうなの？』

「そうなの」

『そう』

　力りき説せつするようなことでもないし、あっさり納なつ得とくされるのも、それはそれで悲しかったりするけどね、うん。

「天あま野のこそ、どうなんだよ」

『ユッキーです』

「……ユッキーは、彼氏とかいないの？」

『今は、クソゲーが恋人みたいなものよ』

　……そんなセリフを言う女の子、初めて見たぞ。

　まあ、でも、それはそれで、楽しいのならいいのかもしれないな。

「そっか。そういうのも、アリなんじゃない？」

『バカ』

「えっ」

　こちらの意見を伝えると、即そく座ざに罵ば倒とうの言こと葉ばが返ってきた。

「あの、僕ぼく、何か怒おこらせるようなこと言った？」

『別に。ただ、文もん句くでも言わなきゃ気が済すまなかっただけ』

「またそれかよ。ちょっとひどくないか？」

『それはこっちのセリフ。もう落ちるわよ』

　そう言うなり、天野はさっさとログアウトする。

　本当、何を考えてるのか全然分からないな。

　女の子って、難むずかしいや。

　ま、こっちの用よう件けんは伝つたえられたから、いっか。

　僕は大きく伸びをすると、ゲーム機を起き動どうさせる。

　今はやれることをやろう。
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　グレイストーム、二度目の撃げき破は完かん了りよう！

　理り不ふ尽じんな選せん択たく肢しのせいで、思わぬやり直しを要よう求きゆうされたけど、なんとか一週間で、ここまで戻ってくることができたぞ。

　もちろん今度は、『レインを囮おとりにして逃げる』を選択した。

　戦せん闘とう後ごも気まずさだけが残る、後あと味あじの悪い勝利だったが、割わり切って進めていくしかない。そういうゲームである。

　とにかく、新しん天てん地ち・精せい霊れい界かいへとたどり着いた一いつ行こうは、ついに精霊の女め神がみとの対たい面めんを果はたす。

「女神様、ただいま帰りました」

　恭うやうやしく頭を垂たれるモモ。その先には、キラキラと輝かがやく女神様の姿がある。

　女神様はこちらに顔を向けて、言った。

「会いたかったわ。我わが息子むすこよ」

　そう。ライトは精霊と人間との間に生まれた子どもだったのだ。

「あの人は、私がただ一人愛した人間。叶かなうならば、ずっと側そばにいたかった……」

　そう言って彼女は目を伏ふせる。

　話によると、人間界と精霊界は、本来なら交まじわるはずがないらしい。

　だけど闇やみの大だい魔ま王おうが生まれたとき、時じ空くうに歪ゆがみが生じ、二つの世界が重なった。

「そのときの影えい響きようで、あなたの父は、こちらの世界に彷徨さまよい込んだのです」

　二人は出会い、恋こいに落ちた。

　けれど、蜜みつ月げつの日々にも終わりはやってくる。

　女神様は精霊界そのものと一体化したような存そん在ざいで、人間の世界には来ることができないのだそうだ。

　だから、ライトの父が人間界へ戻ると決めたとき、生まれたばかりの我が子を託たくして、二人は別れるしかなかったとのこと。

「……あなたにはこれを差し上げましょう」

　語り終えると、女神様は右手を差し出す。

「この世界に一つしかない、精霊石のペンダントです。身みに付けておけば、きっとあなたの旅の助けとなるでしょう。母として、何もしてやれなかった私からの、せめてもの償つぐないだと思って、受け取ってください」

　ライトは頷うなずき、ペンダントを手に取る。

　直後、ナレーションが表ひよう示じされ、

『呪のろいの首くび飾かざりを手に入れた！』

　…………おい。

「さあ、行きなさい。あなたなら世界を救ってくれると、信じています」

　いや、あの、これ、違ちがうんですけど。

　思いっきり呪われてるんですけど。

「モモ、これからもライトのことをよろしくお願いしますね」

　そこ、勝かつ手てに話を進めるな。にっこりと笑ってるんじゃない。

「最低のゲス野や郎ろうですわね」

　モモはモモで、いきなりこっちに罵ば声せいを浴あびせてくるな。バグでセリフが入れ換かわってるとはいえ、真ま顔がおで言われると、さすがに傷きずつくぞ。

「あーあ、つまんないなあ……」

　レイン、お前はため息いきをつきながら、女め神がみ様さまにローキックを繰くり返すんじゃない。蹴けるな、本気で蹴るな。たとえバグだとしても、その行こう為いは人としてどうかと思うぞ。

　みんな、頼たのむからまともな反はん応のうを見せてくれよ、本当に。




　結局、精せい霊れい石せきのペンダントはもらえなかった。

　当然、アイテム欄らんにはしっかりと、呪のろいの首くび飾かざりが追つい加かされている。

　装そう備びなんてできるわけがない。そんなの、怖こわくて試ためせないよ。

『ユニークアイテムが手に入らない』という事じ態たいには、さすがに動どう揺ようを覚えたけど、しかし、心配することなんて何もなかった。

　その後、精霊界にある道具屋へ寄ってみたら、精霊石のペンダントが普通に販はん売ばいされていたのだ。

　一個５００ゲールという、良りよう心しん的てきな価か格かくである。

　もちろん、いくつでも購こう入にゆうできる。

　アホか。

　──次回に続く。
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「よう、藤ふじ宮みや。時間通りだな」

　日曜日の昼下がり。

　待まち合わせの場所で、立たち花ばなは僕ぼくに軽く手を振ってくる。

　そう。今日はこいつと、一いつ緒しよに遊ぶ約やく束そくをしていたんだ。

　立花は部ぶ活かつをやってるから、休日もなかなか忙いそがしいみたいなんだけど、今日は顧こ問もんの都つ合ごうだかなんだかで、練習はお休みって前々から決まっていたらしい。

　それならせっかくだからってことで、二人で遊びに行こうってことになったんだよな。

　で、やって来たのが、電でん化か製せい品ひん店てんやゲームショップが立ち並ならぶ、電気街がいである。

　地じ元もとからは結けつ構こう離はなれた場所にあるんだけど、僕は時々こうして遠くまで足を運んだりするんだ。

　大きい店は品しな揃ぞろえがいいから、地元では売ってないようなゲームを置いてあったりするし、それに、たくさんあるゲーム屋をハシゴするだけでも、楽しいからね。

　それは立花も同じらしく、こいつも以前からこの辺あたりにはよく来ていたらしい。

「んじゃ、行こうか。藤宮は、ここらで馴な染じみの店とかあるのか？」

「特にこだわりはないよ。来たときは、だいたいほとんどのゲーム屋をチェックしてる」

「そっか。じゃあ適てき当とうにぶらついてみるか」

　立たち花ばなの言こと葉ばに、僕ぼくは頷うなずく。

　二人でここへ来るのは初めてだけど、僕も立花も好きなゲームのジャンルは似にたようなものだし、どこへ行っても退たい屈くつすることはないだろう。

「そうだ。これ、貸してやるよ」

　並んで歩いていると、ふと立花は思い出したように、カバンから一本のゲームソフトを取り出した。

「ようやくクリアできたんだ」

　パッケージには、国こく民みん的てきな人気を誇ほこるシリーズの、最さい新しん作さくのタイトルが書かれている。

　それは、かつて僕が買いそびれた、あのソフトだ。

　そういえば、そういう約やく束そくをしていたような気がするな。『あのゲーム』で手いっぱいだったから、すっかり忘れていたけれど。

　発売から結けつ構こうな時間が経たってるから、多た分ぶん、地じ元もとのゲーム屋にはすでに入にゆう荷かしてると思うし、ここらのお店でも、普通に売られてるんだろうな。

　それでも、立花が約束を覚えていてくれたことは嬉うれしかったし、その好こう意いは素直に受け取りたい。

「ありがとう。そのうち、遊んでみるよ」

　ソフトを受け取ると、立花はわずかに眉まゆをひそめた。

「そのうち？　今は何か別のゲームやってるのか？」

「ん……、ちょっと、忙いそがしくてね」

「なんだよー、教えろよー。最近の藤宮、なんか変だぞー」

　立花は口を『へ』の字に曲げて、ヒジで僕のお腹なかを小こ突づいてくる。痛いたいってば。

「まあ、そのうちね、ははは」

　僕は苦にが笑わらいを浮かべてごまかすしかない。

「そ、それよりほら、早く行こうよ。色々見て回るんだろ？」

　僕は立花を振り払はらって、小走りに先へ進んだ。

　目の前にはゲーム屋があり、そこを指差しつつ、振り返る。

「さあ、まずはここから見てみよう」

　そう言って顔を前に戻した瞬しゆん間かん、

「きゃっ！」

　お店から出てきた誰だれかと、僕は派は手でにぶつかった。

「うわっ！」

　衝しよう撃げきで僕は一いつ歩ぽ後ずさり、ぶつかった相あい手ては地面に尻しり餅もちをつく。

　その人は女性だったようで、倒たおれた拍ひよう子しに彼女のスカートがめくれ、白い布ぬの地じのようなものが僕ぼくの目に飛び込んできた。

「っと！」

　僕はとっさに目をそらしたが、

「いたた……」

「あっ、すみません！　大だい丈じよう夫ぶですか──」

　苦く悶もんの声が聞こえてきたので反はん射しや的てきに謝あやまり、手を差し伸べようとして、

「えっ？」

「っ！」

　その人と目が合い、言こと葉ばを失った。

　ぶつかったその人物は、僕がよく知る人だった。

　ここで会うことなんて想そう像ぞうすらしていなかった、だけど可か能のう性せいだけはわずかながらも確かく実じつにあった、女の子。

　それは、天あま野の雪ゆき緒おだった。

「……」

「……」

　まったくの不ふ意い打うちだった。
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　お互たがいに、何も言えずに見つめ合う。

「大だい丈じよう夫ぶか、藤ふじ宮みや？」

　背はい後ごから立たち花ばなの声が聞こえて、僕ぼくは我われに返る。

　ちょっと待まて、ちょっと待てよ。

　なぜここに天あま野のがいるのか、それはどうでもいい。

　どうでもいいけど、とにかくこの状じよう況きようは、ものすごくまずいんじゃないのか？

　周しゆう囲いを見み渡わたしてみると、天野の側そばには紙かみ袋ぶくろが落ちていて、中に入れていた物が散ちらばっている。ゲームソフトやら、周しゆう辺へん機き器きやら、そういった物だ。

　おそらく、彼女がこのお店で買った商品なのだろう。

　──今ここで、天野の姿を立花に見られると、色々、バレるよな？

　ゲーマーであることを隠かくしたい天野にとって、それはとても都つ合ごうの悪いことなんじゃないのか？

　天野を見ると、彼女は真まっ青さおな顔で視し線せんを彷徨さまよわせていた。

　その表情を見て、僕はとっさに、彼女の手を取って立ち上がらせる。

「あっ」

　驚おどろきに目を丸くする天野に構わず、散らばった品々も脇わきに抱かかえ、僕は駆かけ出した。

「えっ、おい、藤宮！」

　背後からは立花の声が聞こえるが、そんなものは無む視しだ。

　混こん雑ざつする人混みをかき分けて、僕は全速力で電でん気き街がいを駆け抜けていった。







「はぁ、はぁ、はぁ……」

「ふぅ、ん……」

　二人して肩で息いきをしながら、チラチラと目を向け合う。

　気まずい。非常に気まずい。

　いやー、どうしよう。本当に、どうしよう。

　何も考えずに、ついつい裏うら通どおりの方まで走ってきちゃったけど、頭の中が混こん乱らんしてて、思考が追い付かないぞ。

「……痛いたい」

　完かん全ぜんにパニック状じよう態たいに陥おちいっていると、天野が不意に口を開いた。

「離はなして」

「えっ、あっ、ごめん！」

　言われて、彼女の手をずっと握にぎっていたことに気付き、慌あわてて離す。

「あの、ほんと、ごめん」

　もう一度謝あやまり、改あらためて天あま野のの姿を見る。

　全体を白と黒でまとめた服ふく装そうで、胸むな元もとにはワンポイントとして、赤いリボンを結ゆわえていた。

　天野の私し服ふく姿すがたって、なんか新しん鮮せんだな。

　手のひらには、さっきまで触ふれていた彼女の肌はだの感かん覚かくがまだ残っていて、その柔やわらかさを思い出し、頰ほおが熱くなる。

「……ジロジロ見ないで」

　と、天野が息いきを整えながら、じっとりとした目でこちらをにらんできた。

「ご、ごめん」

　すぐに目をそらし、僕ぼくも呼こ吸きゆうを落ち着かせる。

　焦あせるな、まずは深しん呼こ吸きゆうだ。

　冷れい静せいになれ、冷静に。

「……」

「……」

　しばらくの間、僕たちは何も言こと葉ばを発することができなかった。

　お互たがいに無む言ごんのまま、居い心地ごこちの悪い空気が流れる。

　さて、どうしようかと悩なやんでいると、

「ん？」

　不意に、携けい帯たいに着ちやく信しんの音が鳴る。

　取り出してみると、立たち花ばなからの電話だった。

「もしもし？」

『急にどうしたんだよ。今、どこ？』

　電話に出ると、立花がそう尋たずねてくる。

　そりゃあ、そうだよな。何も言わずに、あいつを置いて走り出したんだもんな。

　でも、その質しつ問もんには答えられないんだ。

「ごめん、ちょっと今、説明できない」

『は？　なんだよ、それ』

「説明できないんだ。本当、ごめん」

『……』

　僕の言葉に対して、向こうからは沈ちん黙もくが返ってくるのみ。

『はぁ……』

　やがて、ため息が聞こえたかと思うと、

『まあいいや。それよりさ、悪いんだけど、オレ、帰ってもいいかな？』

「えっ？」

　いきなり、何を言い出すんだろう？

　もしかして、怒おこらせちゃった？

　しかし、続く言こと葉ばを聞く限りでは、どうやらそういうわけでもなさそうだった。

『ついさっき、バスケ部の奴やつから連絡があってさ、自じ主しゆ練れんしようってことになったんだ』

「へえ、そうなんだ」

『試合も近いしさ、そういうわけで、こっちから誘さそっておいて申もうし訳わけないんだが……』

「いや、いいって。僕ぼくの方こそ、何にも説明しないままで……」

『その話はまた今度聞かせてもらうさ。んじゃ、オレ、急いでるから』

「分かった。じゃあ、また学校で」

『おう。上手うまくやれよ』

　そのセリフを最後に、立たち花ばなからの通話が切れる。

　そっか、部ぶ活かつか。ずいぶんと唐とう突とつだけど、でも、今の僕にとっては都つ合ごうがいいかもしれない。

「さて……」

　一ひと息いきつき、振り返る。

「……」

　天あま野のが無む言ごんで、僕を見上げていた。

　その視し線せんを受けて、ちょっとした気き恥はずかしさを覚おぼえつつも、僕は口を開く。

「えっと……、とりあえず、どこか、行こうか」

「……うん」

　天野はゆっくりと、首を縦たてに振った。







「……」

「……」

　近くのファストフード店へ入った僕たちは、相あい変かわらずお互たがいに無言のままだった。

　テーブル席せきに向かい合って腰こし掛かけ、時とき折おり、注ちゆう文もんしたコーヒーを口に運び、チラチラと視線を交わすだけだ。

「えっと、その、なんだ」

「……何？」

「ん……、いや、なんでもない」

「そう」

　話しかけようとしても、ついつい躊ちゆう躇ちよしてしまい、また黙だまり込んでしまう。

　ええい、しっかりしろ！

　このまま黙っていても、どうにもならないんだ。

　僕は軽く頭を振り、顔を上げて天野を見る。

「あのさ、天あま野の。……『天野』でいいんだよな？」

　念のために確かく認にんすると、彼女は小さく頷うなずいた。

　よかった。さすがに公こう衆しゆうの面前で『ユッキー』なんて呼ぶのは、なんだか恥はずかしいからね。

「じゃあ、天野。奇き遇ぐうだね、こんなところで会うなんて」

「……そうね」

「チャットでもちょっと言ったけど、僕ぼくが会う約やく束そくをしてたっていうのは立たち花ばなのことで、今日はあいつと、この辺あたりで遊ぶことになってたんだ。天野も、買い物か何か、かな？」

「……」

　尋たずねてみても、彼女は口を開かない。

　しかし、そのままじっと待まち続けていると、

「…………予定が、空あいたから」

　そう答えてくれた。

「そっか。ほんと、偶ぐう然ぜんって怖いよな」

「……こんなの、ありえないわよ」

　天野はうつむいたまま、小さな声でつぶやく。

　やっぱり、機き嫌げんが悪そうだなあ。

　まあ、何もかも突とつ然ぜんのことだもんな。怒おこりたくもなるか。

「その、無理やり走らせて、ごめん。ここに天野がいるって、立花に気付かれたらまずいって思ったからなんだけど、余よ計けいなお世話だったかな？」

「ううん、そのことには感かん謝しやしてるわ。ありがとう」

「ん、それならいいんだけど」

「……」

「……」

　そこで会話が途と切ぎれる。

　うーん、気まずいなあ。

　天野がここにいた理由が分かっただけでも、よしとすべきかもしれないけど、しかし、何か話わ題だいはないものか。

　なんでもいい、会話がつながるのなら、なんでもいいんだ。

　……そうだ。あのことを聞いてみようか。

「そういや、前から気になってたんだ」

　僕がそう言うと、天野は顔を上げて、こちらを見つめる。

「気に障さわるのなら答えてくれなくてもいいんだけど、どうして、学校では話しかけちゃいけないんだ？　やっぱり、僕と同どう類るいだと思われたくないから、なのかな？　僕がゲーム好ずきだってことはみんな知ってると思うし、そんな奴やつと一いつ緒しよにいると、周まわりの見る目も──」

「そんなこと……っ！」

　すると彼女は立ち上がり、意外なほど大きな声で即そく答とうした。

「あっ……」

　しかしすぐに周しゆう囲いの視し線せんに気付き、慌あわてて席せきに着く。

　その顔は真まっ赤かで、僕ぼくとは視線を合わせようともしない。

「…………そんなこと、ないわよ」

　消え入りそうな声で、彼女は言こと葉ばを紡つむぐ。

「じゃあ、どうして？」

「だって……」

　指をモジモジさせて、天あま野のは上うわ目め遣づかいで僕を見つめた。

「だって、恥はずかしいから」

「恥ずかしい？」

「注ちゆう目もくされるのが、恥ずかしいの」

　言うなり、天野は縁ふちなし眼鏡めがねを軽く押し上げる。

　注目されるのが、恥ずかしい？

　だから、学校では話をしたくない、のか？

「じゃあ、どうしてクラス委員長なんかになったんだ？　いや、これも、余よ計けいなお世話かもしれないけどさ、目立つだろ、委員長って」

「……目立つからよ」

「へっ？」

　どういうことだ？

　注目されるのは恥ずかしいけど、それでも目立ちたいってこと？

「目立ったら、見てくれるし、そしたら、思い出してもらえるかもって」

「？」

「でも、もういいの。全部忘れてたわけじゃないって、分かったから。だからもう、来年からは、クラス委員長なんてやらない」

　そう言って彼女は、チラリとこちらを見る。

　天野は何を言いたいんだろう？

　この子が頭の中でどんなことを考えているのか、いまいち分からないな。

　……だけど、思えば僕は天野のことを、何も知らないんだよな。

　クソゲーが好すきだってことは分かってるけど、それ以外は全然じゃないか。

　天野との交流が始まって、もう二ヶ月くらいになるけど、『インフィニット・ダークネス』に関することを除のぞけば、チャット上でもまともに話なんてしていない。

　その事実に気付き、愕がく然ぜんとする。

　そりゃあ、話題もすぐに尽つきるってものだよ。

　驚おどろきに心を支配されていると、

「……わたしも、聞いていい？」

　不意に、天あま野のが口を開いた。

「ん、何？」

「クソゲーが好すきな女の子って……、ヘン、かな？」

　彼女はマジマジと僕ぼくの顔を見てくる。

　そのまっすぐな視し線せんに、なぜか胸むねの鼓こ動どうが跳はね上がり、思わずノドを鳴らす。

　どうしたんだろう。なんだか少し、顔が火照ほてってきたような気がするぞ。

　いや、落ち着け。落ち着くんだ。

　相あい手ては真しん剣けんに尋たずねてるんだから、こっちも真面目まじめに答えないと。

　──改あらためて、天野のことを眺ながめてみた。

　身体からだはほっそりとしていて、背せは僕ぼくよりも少し低い。

　艶つややかな黒くろ髪かみは腰こしまで伸び、縁ふちなし眼鏡めがねの奥にある瞳ひとみは、自信なさげに揺ゆらいでいる。

　確たしかに、彼女の趣しゆ味み自じ体たいは、ちょっと珍めずらしいかもしれない。

　だけど、それがどうしたっていうんだ。

　傍はた目めには無む口くちで冷たい印いん象しようを受けるけど、実はただ恥はずかしがり屋なだけで、今、目の前に座すわっているのは、どこにでもいる、普通の女の子なんだ。
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「全然、変じゃないよ」

　気が付くと、僕ぼくの顔には、自然と笑えみが浮かんでいた。

「趣しゆ味みなんて、人それぞれ。本当に好すきなら、堂々としてればいいんじゃないかな」

「……うん」

　僕の言こと葉ばに、天あま野のは小さく頷うなずく。

「わたしだって、自みずから望んでクソゲー好きになったわけじゃないのよ」

　顔を上げ、彼女は僕から目をそらしながら、言う。

「でも、好きなものは好きなんだから、しょうがないじゃない」

　そりゃ、そうだよな。

　理り屈くつなんて関係ない。好きなものは、好き。

　だから別に、変なことなんて何もないんだ。

　天野の言葉に、うんうんと頷いていると、

「……そもそも、こうなったのは誰だれかさんのせいなんだからね」

　なぜか彼女は、こちらをにらんできた。

「え、何？　誰かさんって？」

「──わたしが初めて遊んだテレビゲームが、『モカモカ』だったのよ」

「……マジか」

　天野の口から出てきた単たん語ごに、僕は驚おどろきの声を上げる。

『モカモカ』っていうのは、スーパーホムコン専せん用ようソフトとして発売された、クソゲーとして有ゆう名めいな作品である。

　そしてそのゲームは、僕にとっても思い出深い一品でもあるんだ。

　なぜならそれは、僕が幼よう稚ち園えん時じ代だいに、仲なかが良かったあの子にプレゼントした、あのゲームだからだ。

　なんという偶ぐう然ぜんだろう。そういうことって、あるんだな。

「小さい頃ころに遊んだせいで、一種の刷すり込みが行われたのでしょうね。そのことをきっかけに、『目覚めて』しまったというわけよ」

　口を曲げつつ、またもや彼女は僕をにらむ。

「それは、また、どう言葉をかければいいのか分からないけど……」

「バカ」

　言い淀よどんでいると、唐とう突とつに天野は罵ば声せいを浴あびせてきた。

「なんだよ、いきなり」

「なんでもないわよ」

　理由も告つげずに、彼女はそっぽを向く。

　さっきからなんだか刺とげ々とげしいなあ。怒おこらせるようなことなんて、何も言ってないよな？

　理り不ふ尽じんなものを感じつつも、僕ぼくはまた笑えみを浮かべる。

「でも、好すきなんだろ、クソゲーのこと」

「……好きよ。大好き」

「だったら、いいじゃないか。きっかけがどうであれ、心から好きになれるものに出会えたんだからさ」

「……そういうものかしらね」

「だと思うよ」

「じゃあ、運うん命めいなのかもしれないわね。クソゲーが好きなのも、こうして、また出会えたのも」

　天あま野のが何かをつぶやく。

　しかしその声は小さくて、最後の方は上手うまく聞き取れなかった。

「えっ、なんて？」

「なんでもない。そう、なんでもないことよ」

　尋たずねてみても、彼女は答えてくれない。

　まあ、いっか。天野なりに納なつ得とくがいったのなら、これ以上僕がとやかく言うことでもないと思うし。

「しかし、世の中って広いようで狭せまいんだな」

「えっ？」

　何なに気げなくつぶやくと、彼女は視し線せんをこちらに向けた。

「ほら、この前天野が、僕のお見み舞まいに来てくれたときに、話しただろ。幼よう稚ち園えん時じ代だいの思い出」

「あっ、う、うん」

「実じつはさ、そのとき仲が良かったっていう子にあげたゲームも、『モカモカ』なんだ」

「へ、へえ。そうなんだ」

「だからさ、奇き遇ぐうというか、意外とあのゲームをやってた人って、多かったのかなあって」

　僕はしみじみと、そう口にする。

「……」

　そんな僕の前で、天野の表情には真しん剣けん味みが帯おび始めていた。

「……ねえ。その子に、また会ってみたい、と思う？」

「ん」

　不意に投げられたその問といに、僕は一いつ瞬しゆん、考え込んだ。

　会ってみたい、か……。

「そう、だね。もちろん、会えるものなら、会ってみたいとは思うよ。でもさ、正直なところ、怖いんだよ」

「怖い？」

「僕ぼくはその子に、ひどいことをしちゃったからね。そりゃあ、その子はそんな昔むかしのこと、気にしてないかもしれないけどさ、でもそんなの、直接聞いてみないと分からないだろ？」

「ん……、そう、ね」

「だからさ、確かめるのが怖いんだ。もし再さい会かいできたとしても、その子と真ま正しよう面めんから向き合って話せる自信が、今の僕にはないんだ」

「……そっか」

「情なさけない話だけどね、はは」

「ううん、そんなことない。そんなこと、ないよ」

　僕が苦く笑しようをこぼすと、天あま野のは小さく首を横に振る。

「……一つ、お願いがあるんだけど、いいかな？」

　と、不意に彼女はこちらを見つめ、そう尋たずねてきた。

　天野の眼まな差ざしはまっすぐで、軽く聞き流してはいけないような、真しん剣けんさを帯おびている。

　その空気を感じ取り、僕も彼女をじっと見つめた。

「お願いって、何？」

「藤ふじ宮みや君くんが、いつか胸むねを張って、その子に会えると思えたとき。つまり、心の底からその子に会いたいと思ったとき。そのときは、わたしに教えて欲ほしいの」

「ん……、胸を張って、か」

　なぜ彼女がこの話にこだわるのか、僕にはいまいち理解できない。

　だけど、きっと彼女なりに、何か思うところがあるのだろう。

　ならば、その気持ちは真面目まじめに受け取るべきだよな。

「ダメ、かな？」

「ううん、ダメじゃないよ。分かった。そのときは天野に、ちゃんと教えるよ」

　僕はしっかりと頷うなずき、天野の思いに応こたえた。

「ありがとう」

　すると彼女はほっとため息いきをつき、感かん謝しやの言こと葉ばを漏もらす。

「……今はそれでいいんだって、そう思うことにするわ」

　続けて彼女は何かをつぶやいたが、その意味するところが、僕にはよく分からなかった。

「それでいいって、何が？」

「なんでもないわ、独ひとり言ごとよ。ただの、独り言」

　素そっ気けなく答えると、天野はコーヒーを口に運ぶ。

　その表情は、少しだけ笑っているように思えたけど、もしかしたらそれは、僕の見み間ま違ちがいだったのかもしれない。

　そして、その話題はもう、それっきりとなった。







　その後、僕ぼくたちは二人で電でん気き街がいを見て回った。

　そこらのお店をハシゴしたり、歩きながらゲームの話をしたり、ゲーセンに行ったり。

　ゲーマーらしい、特に珍めずらしくもない休日の過すごし方だったと思う。

　そんな一日にも、終わりはやってくる。

「それじゃあ、ここでさよならね」

　日も暮くれる頃ころ、最も寄より駅えきの前で、天あま野のはそう口にする。

　僕とは帰る方角が違ちがうから、見送りはここまでだ。

「また来週、チャットで会いましょう」

「うん、またチャットで」

　天野の言こと葉ばに、僕は頷うなずく。

　学校では、話しかけない。

　その約やく束そくは、まだ生きている。

　恥はずかしいからだろうがなんだろうが、彼女が今まで通りの関係を続けたいのなら、その意思は尊そん重ちようしたい。

　だから明日からは再ふたたび、僕たちはただのクラスメイトだ。

　──けれど。

「天野」

　改かい札さつ口ぐちへと向かおうとする彼女に、僕は声をかける。

「また、こうして一いつ緒しよに遊ぶことって、できるかな？」

「えっ？」

　その問といに、天野は一いつ瞬しゆんだけ、目を丸くしたようだった。

「学校では今まで通りに接せつするよ。でも、学校の外なら、構わないんだろ？」

「……」

「僕は今日、天野と一緒にいて、楽しかったんだ。少なくとも僕にとっては、充じゆう実じつした一日だった。楽しい時間を共有できる友達って、大切だと思うんだ」

「……友達、ね」

「もちろん、君きみが嫌いやだって言うのなら、無む理り強じいはしないよ」

「…………ん」

　天野はうつむき、しばしの間、地面だけを見つめる。

　しかし、やがて彼女は顔を上げ、僕から目をそらしながら、言った。

「仕し方かたないわね。いいわよ、時々なら、ね」

「よかった。じゃあ、また明日」

「……うん。また、明日」

　小さく手を振り、天あま野のはそそくさと駅えきの中へ消えていく。

　その後ろ姿がなんだか微笑ほほえましくて、帰り道の間、僕ぼくはずっと、ふわふわした気持ちだった。

　こんな日々が、いつまでも続けばいい。

　そのときの僕は、そう思っていたんだ。














　　　第四章
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　旅立ちを決意してから、もうどれくらいの月つき日ひが経たっただろうか。

　僕ぼくの名前は、ライト。

　魔ま王おう討とう伐ばつを掲かかげる僕の前には、数多くの試し練れんが待まち受けていた。

　しかしそれらの全すべてを、僕は力の限りを尽つくして乗り越こえてきたんだ。

　暗あん黒こく四し天てん王のうの半数を撃げき破はし、海を渡り、母にも出会った。

　時とき折おり、理り不ふ尽じんで意味不明な現げん象しように巻き込まれつつも、旅は順じゆん調ちように進んでいるという実感が、確かに僕の心の中にはあったと思う。

　そんなときだった。

　レインの身体からだに、異い変へんが起きたのは。




　──古こ代だいの英えい雄ゆうが残した伝でん説せつの武ぶ器きを求めて、僕たちは険けわしい山道を歩いていた。

「ん……」

　そのとき、不意にレインが立ち止まり、声を漏もらしたかと思うと、

「う、ああ、んぐぅ……っ！」

　悲鳴と共ともに身体を折おり曲げ、ヒザをつく。

「レインさん!?」

　モモが慌あわてて側そばへ寄るが、レインは手で払はらいのける。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　額ひたいからは汗あせを流し、両手で顔を押さえ、見るからに苦しそうだ。

「……ライト、あなたには隠かくしてたけど、私はただの人間じゃないの」

　苦しみに顔をゆがめながら、レインは自じ虐ぎやく気ぎ味みに笑う。

　そして、その言葉を口にした。

「私の母は、魔ま族ぞくなの」

　レインは、人間と魔族の間に生まれた子。

　その出しゆつ生せいゆえに故郷ふるさとを追われ、旅人として世界を彷徨さまよっているのだそうだ。

「この衝しよう動どうは、はぁ、はぁ……、魔族としての血が、騒さわいでいる、証あかしよ。こういう、ことは、はぁ、はぁ、何度か、あったけれど……、ここまで大きいのは、初めて……」

　息いきを途と切ぎれさせながら、彼女は言こと葉ばを紡つむぐ。

「このまま放っておけば、私の心は魔ま族ぞくの血に支配され……、感情のままに破は壊かいと殺さつ戮りくを繰くり返す、魔物と化かすわ。そうなる前に、なんとか、しなきゃ」

「じゃあ、どうすればいいんですの？」

　モモは戸と惑まどいの表情を浮かべ、そう尋たずねる。

　そんな彼女に、レインは言った。

「簡かん単たんよ。私を、殺して」

「なっ！　何を言ってるんですの!?　そんなこと、できるわけありませんわ！」

「いいえ、やるの。やらなきゃ、いけないのよ」

　驚おどろくモモに向かってゆっくりと首を振り、レインは続ける。

「魔物と化した私が、まず狙ねらうのは、一番近くにいる標ひよう的てき。つまり、モモちゃんと、ライトよ。そんなの、ダメよ。絶対に、ダメ……、ぐぅっ！」

　言葉の途と中ちゆうで、彼女はまたもや身体からだを折り曲げ、全ぜん身しんをブルブルと震ふるわせる。

　真まっ青さおな顔を上げ、レインは僕ぼくを見つめた。

「もう少し、あんたと一いつ緒しよに旅を続けたかったけど、ここまでね。結けつ構こう、楽しかったわよ」

　ゆっくりと立ち上がり、彼女は力なく笑う。

「さあ、早く。私が正しよう気きを保っていられるのも、もう長くないわよ」

　まっすぐに僕を見つめながら、レインは一いつ歩ぽずつこちらへ近づいてくる。顔には笑えみが浮かんでおり、まるでそうすることが当とう然ぜんであるかのような表情である。

　だけどその瞳ひとみには、ほんのわずかだけど、涙なみだが浮かんでいるように見えた。

　その瞬しゆん間かん、僕は、

「助けて」

　という、心の声を聞いた気がした。

　だとしたら、やることは一つだ。

　レインを助ける。なんとしてでも、助ける。

　僕はモモに顔を向け、その意思を目で伝える。

「えっ……。そう、ですわね。分かってますわ、レインさんは、私たちの大切な仲なか間まですものね」

　モモは躊躇ためらいつつも、決意の表情で頷うなずく。

　そして、レインを指差し、言った。

「あれはモンスターよ、早くやっつけて！」

　……いや、お前、ひどいな。

　何を考えてんだよ、おい。

　あまりにもあんまりな言げん動どうに呆あきれていると、モモは言葉を続ける。

「そうだ！　ライト様、精せい霊れい石せきのペンダントですわ！」

　えっ、ああ、うん。

　一いち応おう、店で売ってたやつを買っておいたけど、それがどうした？

「精霊石の力があれば、レインさんの症しよう状じようを抑おさえられるかもしれませんわ！」

　やっつけたいのか、救すくいたいのか、どっちだよ。

　しかし、そういえば、この石は旅の助けになるって、女め神がみ様さまが言ってたな。

　今こそ、これを使う場面ってことか。

　よし、やろう。レインを救おう。

　頷うなずく僕ぼくに向かって、モモはさらに叫さけぶ。

「さあ、早くやっつけて！」

　……いや、だから、どっちだよ。

「さあ、早くやっつけて！」

　うるさいな、やっつけないって。

「さあ、早くやっつけて！」

　助けるって言ってるだろ！　まったく。

　突とつ然ぜん、狂くるったようにおかしな言動をし始めたモモを放っておき、僕は精霊石のペンダントを懐ふところから取り出す。

　レインの側へ行き、精霊石を頭上に掲かかげると、突とつ如じよとして石は輝かがやき出し、まばゆい光が視し界かいを覆おおった。

「っ！　あ、あ、ああああぁぁ────っ！」

　精霊石が光ると同時に、レインは背中をのけ反ぞらせ、悲ひ痛つうな叫びを上げた。

「ん、あ、ああ、ふぁ、んんっ！　あぁ、い、いや、ひゃう、んっ！」

　彼女は苦く悶もんの声を漏もらし、全ぜん身しんを小こ刻きざみに震ふるわせている。

　その頰ほおは紅こう潮ちようし、両目は固く閉じられていた。

　つらいだろう。苦しいだろう。

　だけど、少しだけ、我が慢まんしてくれ！

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、あ、だ、だめ……」

　襲おそいくる激げき情じように耐たえきれないのか、彼女は何度も首を横に振る。

　僕がレインの手を握にぎると、彼女はその手を強く握り返してきた。

　そして、

「あ、あああっ、あう、ふ、ふあああぁぁぁぁ────っ！」

　レインは身体からだを丸め、一ひと際きわ大きな声を上げる。

　その声に合わせるかのように、精霊石の光は少しずつ小さくなっていった。

「はふ、ぅん……」
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　やがて光が収おさまると、レインはその場に倒たおれる。

　抱だきかかえると、彼女はうっすらと目を開けた。

「わ、私……、助かったの……？」

　彼女の問といに、僕ぼくは頷うなずく。

　精せい霊れい石せきの輝かがやきが、レインの中に眠ねむる魔ま族ぞくとしての衝しよう動どうを消してくれたのだろう。

　これでもう、大だい丈じよう夫ぶ。

　さすがは精霊石。世界に一つしかないだけあって、その力は本物だ。

　まあ、実際のところ、女め神がみ様さまにもらった物は呪のろわれていたし、世界に一つどころか、道具屋で大量に売られていたりしたけど、きっと、おそらく、多た分ぶん、大丈夫だ。

「そっか。私、旅を続けられるのね。よかった……」

　レインの瞳ひとみから、一ひと筋すじの雫しずくがこぼれる。

　それを見て、僕の心は温あたたかい気持ちに包まれるのだった。




　その後、僕たちは無事、山さん頂ちようへとたどり着く。

　そこで待まち受けていたのは、伝でん説せつの武ぶ器きを守る番ばん人にんだった。

　古こ代だい文ぶん明めいの遺い産さんである、機き動どう兵へい器きたち。

　彼らの攻こう撃げきは苛か烈れつで、守りも堅けん固ご。苦く戦せんは必ひつ至しと考えるのが、普通だろう。

　しかし、そうはならなかった。

　こちらには、レインがいたからだ。

　大きな試し練れんを乗り越こえたレインには、ある変化が起きていた。

　なんと、彼女は魔ま法ほうを使えるようになったのだ。

　それも、一つや二つではない。

　人が覚えられるであろう全すべての魔法を、習しゆう得とくしたのである。

　どうして今までは使えなかったのか、また、魔法を一つも覚えてないのになぜ旅の魔法使いを自じ称しようしていたのかは、まったくもって分からないが、とにかく、尋じん常じようでない威い力りよくの魔法を連発するレインの前では、いかに強力な古こ代だい兵へい器きといえども、敵てきではない。

「フレアストーム！　メガスパーク！　アイスハリケーン！」

　またたく間まに全ての番人は倒たおれ、僕たちは伝でん説せつの武ぶ器きを目まの当たりにする。

　祭さい壇だんの中ちゆう央おうの、地面に刺ささっている剣けんを、僕はゆっくりと引き抜く。

　すると、天からの声が、頭の中に響ひびいてきた。

『呪のろいの首くび飾かざりを手に入れた！』

　と。




　　　△△△




「またそれかよ！」

　画が面めんに向かって、思わず突つっ込む。

　このゲーム、物語に引き込まれそうなタイミングでバグが割わり込んでくるなあ。

　狙ねらってやってるとは思わないけど、絶ぜつ妙みようすぎるぞ、色々と。

「まったく……」

　愚ぐ痴ちりつつも、コントローラを握にぎる手は離はなさない。

　──あれから数日が経たち、僕は相あい変かわらず『インフィニット・ダークネス』の攻こう略りやくを続けていた。

　プレイ日記は、もう25を超えている。

　クリアまでにはあと少しかかりそうだが、ストーリー的にはもう終しゆう盤ばんだろう。何しろ、伝説の武器とやらが手に入る段だん階かいなんだし。いや、手に入らなかったけど。呪いの首飾りだったけどさ。

　しかし、この段階でレインが全魔法習得か。

　どういうバグでこんな現げん象しようが起きるのかは分からないけど、この盛もり上がり方を考えれば、仕し様ようでもおかしくはないな、これ。狙ねらってやってるとは思わないけどさ、うん。

　……まさか、今まで魔ま法ほうを使えなかったのも、バグじゃなくて、仕様だった、とか？

　いや、まさか、ね。

　さすがにそれは考え過すぎだろうけど、でも、僕ぼくはここまでこのゲームを進めてきて、分かったことがあるんだ。

　それは、クソゲーにはクソゲーなりの、論ろん理りがあるということ。

　狙い、意い図と、企たくらみ、思おも惑わく。

　そういった作り手の思いは、確かにある。遊んでいて、そう感じるんだ。

　クソゲーだからって、何も考えずに作っているわけじゃない。

　ただ、考えた上で、この有あり様さまだっていうだけなんだ。

　それがいいか悪いかはさておき、『インフィニット・ダークネス』を遊ばなければ、そういう思し考こうには至いたらなかっただろうし、クソゲーはただクソゲーとして、これから先もずっと、見向きもしなかったと思う。

　だから、物の見方を変えることができた、という意味では、このゲームに出会えてよかったと思う。

　それに、天あま野のとも、仲なか良よくなれたし、ね。

「っと、集中、集中」

　ふと、彼女の顔が頭に浮かび、僕は軽く首を振る。

　せっかく盛もり上がってきたんだ、今はゲームを進めなきゃ。

　僕はテレビ画が面めんを見つめ、再ふたたびゲームの世界へと入り込んでいく。




　　　▽▽▽




　ついに伝でん説せつの武ぶ器き『呪のろいの首くび飾かざり』を手に入れた僕たちは、魔ま王おうの本ほん拠きよ地ちへ向かって突つき進んでいた。

　まあ、伝説の武器とは言っても、呪われていたし、そもそも武器ですらないし、全まつたく同じ物を女め神がみ様さまからも貰もらったけど、細かいことは気にしていられない。

　凶きよう悪あくなモンスターたちを蹴け散ちらしながら、僕たちは一いつ歩ぽずつ確かく実じつに近づいていく。

　やがて見えてくる、魔ま王おう城じよう。

　その眼がん前ぜんに立ちはだかる、黒い壁かべ。

　どうやらこの壁を、どうにかして乗り越えなければ、先へ進めないようだ。

　僕は色々と、試し行こう錯さく誤ごしてみた。

　ダッシュしてぶつかってみたり、抜け道がないか探さがしてみたり、壊こわして進める場所がないかを調べてみたり。

　だけど、何をやっても壁かべに変化はない。

　どうすべきかが分からなくなった僕ぼくは、最も寄よりの町へ戻り、記き録ろくをつける。

　焦あせる必ひつ要ようはない。時間はある。

　じっくり考えて、困こん難なんに立ち向かおう。




　　　△△△




　うーん、詰つまっちゃったな。

　ここからどうすればいいんだろう。

　何をどうやれば、先へ進めるのか、ちょっと分からなくなったぞ。

　とりあえずここまでの出で来き事ごとをブログの記事にして、一いつ旦たん中断しておくとして、だ。

　天あま野のに聞いてみるしかない、かな。

　僕程てい度どのクソゲー初しよ心しん者しやでは分からないような、難なん解かいな答えなら、きっと教えてくれるだろう。

　教えてくれない場合は、僕にでも分かるような解答だってことだ。

　楽らつ観かん的てきにそう考え、僕はゲームの電でん源げんを切る。

　──けれど、日曜日の報ほう告こく会かいで天野から返ってきた答えは、全まつたく予期せぬものだった。




　　　２




『おめでとう』

「え？」

　チャットにログインするなり、彼女はそう言った。

「おめでとうって、何が？」

『ゲームをクリアしたのよ。さすがジミーユさんね』

　……何を言ってるんだ、この子は。

「もしかして、ジョーク？」

『大おお真面目まじめよ』

　恐おそる恐る尋たずねると、即そく答とうされる。

「えっと、ブログを読んでくれたんだよね？　壁から先に進めなくて、困こまってるっていう状じよう況きようなんだけど、つまり、まだクリアしてないんだけど」

　お互たがいの認にん識しきにズレがありそうだったので、確かく認にんの意味も込めて、そう聞いてみた。

　すると、

『それは、進行不ふ可か能のうなバグなの』

　そんな一ひと言ことが返ってくる。

『そこから先には、絶対に進めないわ』

　その言こと葉ばで、ようやく僕ぼくは、彼女の発言の意い図とを理解した。

『だから、おめでとう。ゲームクリアよ』

　チャット画が面めんを、呆ぼう然ぜんと見つめる。

　ちょっとした、放ほう心しん状じよう態たいに陥おちいっていた。

　冗じよう談だん抜ぬきで、本当に、ここで終わりなのか？

　天あま野ののことを、信じてないわけじゃない。

　そういうわけじゃないけど、でも……。

「こんなところで終わるなんて、納なつ得とくできないよ」

『理り不ふ尽じんよね。ありえないわよね。だからこそ、面おも白しろいんじゃない』

　画面の向こうで、天野は得とく意いげに語る。

『壁かべを越こえる手段は存そん在ざいしないわ。どう足搔あがいても、そこから先には進めない。世界は救すくわれず、父の仇かたきも討うてない。ここまで遊んでおきながら、エンディングを迎むかえることができないという、その不ふ条じよう理りなオチが、このゲームの最さい大だいの魅み力りよくなのよ』

　魅力なのよ、と言われても、僕にはその良さがまるで分からない。

　しかし、クソゲー好ずきにとってはおそらく、最高の終わり方なんだろうな。

『正直言って、ジミーユさんがここまでやれるとは思ってなかったわ。きっとどこかで諦あきらめて、投げ出すんじゃないかって、心の中では考えてたの。でも、それは間ま違ちがいだったわね』

　機き嫌げんがいいのか、彼女は普ふ段だん以上によく喋しやべる。

『クリア後のまとめ記事、いつも書いてるわよね？　あれ、楽しみにしてるわよ』

「あ、うん、そうだね」

『それじゃあ、しばらくはゲームクリアの余よ韻いんに浸ひたるといいんじゃないかしら。邪じや魔まをしちゃ悪いし、わたしは落ちるわね』

「ん、分かった。じゃあ、また」

『ええ、また』

　短い言葉を残して、天野はログアウトする。

　──誰だれもいないチャット画面を、僕はしばらくの間、見つめていた。

　だけど、やがて僕もその画面を閉じ、パソコンの電でん源げんも切る。

　本日の報ほう告こく会かいは、それで終しゆう了りようとなった。







　天野とのチャットを終えた後、僕は一人で考え込んでいた。

　釈しやく然ぜんとしないものを、感じていたんだ。

　天あま野のは僕ぼくなんかよりも、ずっとクソゲーに詳くわしい。

　そんな彼女が、ゲームクリアだと言うのだから、その言こと葉ばを疑うつもりはない。

　だけど、本当に、これでいいのか？

　クソゲーなんて、こんなものなのか？

「くそっ」

　頭の中が混こん乱らんして、上手うまく考えがまとまらない。

　気持ちを切り替えようと思い、僕はゲーム機を起き動どうして、『インフィニット・ダークネス』をスタートさせた。

　特に目的があったわけじゃない。ただなんとなく、遊びたい気持ちになったんだ。

　テレビ画が面めんでは、ライトたちが僕の操そう作さに合わせてそこら中を歩き回っている。

　こうして彼らを動かすのも、もう終わりなのだろうか。

　そんなことを考えながら、何なに気げなくレインに話しかけてみる。

　すると、彼女はこちらに顔を向けて、笑いながら言った。

「一いつ緒しよに世界を救すくおうね」

「っ！」

　刹せつ那な、僕は胸むねが締しめ付けられて、思わずうつむく。

　抱いだいていた気持ちの正しよう体たいに、ようやく気付いたんだ。

「そうか、そういうことか」

　つぶやく僕の顔には、自然と笑えみが浮かぶ。

　ひどいゲームだと思っていた。

　半なかばヤケクソ気ぎ味みに遊び続けていた。

　けれど、僕はいつの間にかこのゲームのことが、好すきになっていたんだ。

　どうしてかと聞かれたら、愛あい着ちやくが湧わいたから、としか答えようがない。

　たとえバグだらけでも、理り不ふ尽じんさに満ちていても、この世界の中にいる人々は、生きている。

　懸けん命めいに、生きているんだ。

　もちろん、ゲームだってことは分かってる。

　ゲームはあくまでもフィクションで、現げん実じつではない。

　ただ、生きていると思えるくらい、感情移い入にゆうしちゃったという、それだけの話だ。

「……よし」

　顔を上げ、再ふたたびテレビ画面を見つめる。

　自分の気持ちを理解したのなら、もう迷まようことなんて何もない。

　なんとしてでも、あの壁かべを越こえる。越えてみせる。

　そして、世界を救う。

　それまでは、ゲームをクリアしただなんて、絶対に認みとめない。いや、認めるわけにはいかない。

　このままでは終われない。

　終わらせちゃ、いけないんだ。







　苦く悩のうの日々が続いた。

　あの壁かべを乗り越こえるため、僕ぼくは考えられる限り、あらゆる方法を試ためしてみた。

　手しゆ段だんは選えらばない。ネットも使って、情じよう報ほうをあさってみたりもした。

　しかし、元もと々もとマイナーなゲームだし、真面目まじめに取り組んでる人も少ないのか、攻こう略りやくサイトは数えるほどしかない。

　そしてそのどれもが、あの壁で詰つまり、そこから先へ進むことを放ほう棄きしていた。

　それでも、僕は諦あきらめなかった。

　クソゲーなんだから、クリアできないバグがあってもおかしくない？

　いや、違ちがう。それは思し考こう停てい止しだ。

　クリアするために全力を尽つくして、本気の本気で取り組めば、きっと乗り越えられるはずなんだ。

　根こん拠きよなんて何もない。

　そう信じたいから、信じるだけだ。

　──でも、気持ちだけではどうにもならないことって、あるんだよな。

「はぁ……」

　テレビの前で、僕の口からため息いきが漏もれる。

　あれから一週間が経たとうとしていたが、進しん展てんなんて何もなかった。

　ブログも更こう新しんしておらず、当とう然ぜんのことながら、まとめ記事だって書いてない。

　天あま野のは何も言ってこないけど、どう思ってるんだろうな。

　明日は報ほう告こく会かいの日なのに、報告できることがないや。

　そもそも、あの天野でさえ、壁を乗り越えるのは無理だって言ってるのに、僕なんかに攻略方法を見つけることができるのだろうか。

　一週間も行き詰づまっていると、さすがに心が折おれそうになる。

　……弱よわ気きになるな。

　頰ほおを叩たたき、くじけそうな気持ちに活かつを入れる。

　レインが、モモが、あの世界のみんなが、救すくいを求めている。

　僕が諦めたら、あの世界はずっと、闇やみに支配されたままなんだ。

　そんなの、絶対に嫌いやだ。

　そう。僕はあの世界を救いたい。それは、偽いつわらざる気持ちだ。

　だけど、そのこととは別に、僕ぼくは天あま野のにも、伝つたえたいことがあるんだ。

　彼女は、『インフィニット・ダークネス』のバグそのものを楽しんでいる。

　そのことが悪いと言いたいわけじゃない。楽しみ方は、人それぞれなのだから。

　でも、それだけじゃない。

　このゲームには、別の楽しみ方もあるんだってことを、知ってもらいたいんだ。

　もしかしたらそれは、傲ごう慢まんでおせっかいな、気持ちの押し付けに過すぎないかもしれない。

　それでも構かまわない。嫌きらわれたっていい。

　今はただ、自分の気持ちを信じて、行動するだけだ。

「しかし、どうすればいいのかな」

　自分の部へ屋やで、一人つぶやく。

　試ためせるだけのことは、全部試したつもりだ。

　だけど何をやってもさっぱりだし、もうどうすればいいのか分からない。

　焦あせりが募つのり、僕は頭を抱かかえる。

　そのとき、

『バグに力で抵てい抗こうしてもムダよ。もっと頭を使わなきゃ』

　──ふと、天野に言われた、あの言こと葉ばを思い出した。

「そう、だよな……」

　少し、頭を冷やそう。

　落ち着いて、冷れい静せいになって、視し野やを広くして、考えた方がいい。

　そうだな、壁かべの前でウンウン唸うなっていても何も見つからないんだから、他の場所も探さぐってみた方がいいんじゃないかな。

　狭せまい範はん囲いにこだわり過すぎてる可か能のう性せいは充じゆう分ぶんにあるし、もっと広く、高い視し点てんで、眺ながめてみることも大だい事じだろう。

　たとえばゲームの中だけじゃなく、外の世界。

　つまり、実じつ際さいにやってみる、というのも、いいと思うんだ。

「よし」

　僕はイスから立ち上がり、後ろに下がって、遠くからゲームを見つめてみた。

　こんなことをして、何かがどうなるものでもないかもしれない。

　だけど、もしかしたら、という思いが、僕を突つき動かしていたんだ。

「…………あれ？」

　その瞬しゆん間かん、不意に、僕は一つの可能性に気付いた。

　待まてよ。ひょっとして……。

　それは、あまりにもバカげていて、頭の片かた隅すみにすら浮かばなかったことだ。

　だからすぐにその考えを振り払はらおうとして、しかしすぐに思い直す。

　今は藁わらにでもすがりたい状じよう況きようなんだ。試ためせることなら、なんだって試すべきだろう。

　僕ぼくはダメ元もとで、『それ』を実じつ践せんしてみた。

　そして──。
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「やあ。待まっていたよ、ユッキー」

　翌よく日じつの報ほう告こく会かいで、天あま野のがログインするなり、僕は話しかけた。

　こちらから声をかけるのは、いつ以来だろうか。

『おはよう。今日は早いのね』

　戸と惑まどっていたのか、少ししてからそんな返事が表ひよう示じされる。

『何かあったの？　ブログも更こう新しんしてないみたいだし』

「うん。実は、今日は君きみに、頼たのみたいことがあるんだ」

『頼み？』

「端たん的てきに言えば、『インフィニット・ダークネス』をクリアするのに、協力してもらいたいんだ」

　僕の言こと葉ばに、またしばらく天野は黙だまる。

『確かく認にんなんだけど、先週の報告会の内容、覚えてる？』

「もちろん、覚えてるよ。その上での、お願いなんだ。あの壁かべを乗り越こえるために、君きみの力を貸かして欲ほしい」

『言ってる意味が分からないわ。あそこは絶対に攻こう略りやく不ふ可か能のうだって、教えたわよね？　だからもう、ゲームクリアなんだって、伝つたえたわよね？』

「聞いたよ。でも、違ちがうんだ。ゲームはまだ、終わってないんだ」

　おそらく困こん惑わくしているだろう彼女に向かって、僕は言葉を続けた。

「断言するよ。ユッキーが協力してくれれば、あの壁は越えられる」

　──長い沈ちん黙もくがあった。

　呆あきれているのか、怒おこっているのか、チャット越しには天野の感情は伝つたわってこない。

　僕はただ、じっと待まつ。

　彼女がいい返事をしてくれると期き待たいしながら、じっと待つ。

　しかし、

『信じられないわ』

　返ってきたのは、そんな言葉だった。

『仮かりに本当だとしても、嫌いやよ。協力なんて、したくない』

「どうして？」

『だって、あのゲームは、クリアできないから面おも白しろいんじゃない』

　なるほど、ね。まあ、理り屈くつとしては理解できるよ。クソゲーの中でも、特にバグ関係を好このむ彼女らしい発言だし。

　でも、

「ごまかすなよ」

　僕ぼくは突つき放すように、そう言い返す。

「君きみだって、見てみたいんだろ？　この先の光こう景けいを」

　返事はない。

「クソゲーだろうが、なんだろうが、そんなことは関係ない。好すきになったゲームを、最後までやり遂とげたい。そう考えるのが、ゲーマーってやつだ。ユッキーにだって、そういう気持ちはあるんだろ？」

　返事はない。

「本当はクリアしたいんだろ？　だったら、諦あきらめるなよ！」

　返事はない。

「君と一いつ緒しよに、あの壁かべを乗り越こえたいんだよ！」

　返事はない。

　返事はないけど、これ以上、僕から言えることは何もない。

　だから後は、ひたすら待まつだけだ。

　時間にすれば、ほんの数分か、あるいは数すう秒びように満たないくらいだったかもしれない。

　チャットの画が面めんを見つめる僕の前に、天野の言こと葉ばが表ひよう示じされる。

『どうすればいいの？』

「え？」

『どうすればいいのと、聞いてるのよ』

「もしかして、協力してくれるのか？」

『勘かん違ちがいしないでね。わたしはただ、ジミーユさんがどんなことを思いついたのかに、興きよう味みがあるだけよ。協力するかどうかは、話を聞いてからでないと、なんとも言えないわ』

　まあ、それもそうだよな。

　僕は大きく深しん呼こ吸きゆうしてから、続きの言葉を打ち込んだ。

「僕の家に、来てくれないか？」

　……返事はない。

「無む理りにとは言わないよ。交こう通つう費ひだって出すし、今日じゃなくても、都つ合ごうのいい日ならいつでもいいんだ」

　変に誤ご解かいされないよう、フォローの言葉を述べる。

　すると少ししてから、天野の言葉が表示された。

『もしも、わたしが協力しても、あの壁かべを越こえられなかったら、どうするつもり？』

　ん……、そこは、何も考えてなかったな。

「そう、だね。じゃあそのときは、ユッキーの命めい令れいをなんでも聞くよ」

『なんでも？』

「ああ、なんでもだ。たとえそのせいで、僕ぼくがどんな目に遭あおうとも、絶対に実行してみせるよ」

『バカ。そんな訳わけの分からないこと、言うわけないじゃない』

「ん、ごめん」

　謝あやまりつつ、天あま野のからの返へん答とうを待まつ。

　やがて、彼女はまたもや、素そっ気けなく答えた。

『分かった』

　そう言ってから、天野はすぐに続ける。

『今からで、いい？　すぐに、出かける準備をするわ』

「うん、待ってる。急がなくていいから」

　承しよう諾だくしてくれたことが嬉うれしくて、僕は言こと葉ばに詰つまってしまう。

　まずいな、こういうときって、どう言えばいいんだ？

「ありがとう」

　焦あせった僕は、とっさにそう打ち込む。

『何よ、ありがとうって。バカ』

　天野は罵ば倒とうを浴あびせてくるが、そのセリフからは、それほどの悪あく意いを感じなかった。

『じゃあ、ちょっと待っててね』

「あ、うん」

　答えると、彼女は即そく座ざにログアウトした。

　さて、後は天野を待つだけだ。

　でもその前に、まずは部へ屋やを片かた付づけようか。

　天野がやってくるまでの間、僕は散ちらかっていた部屋のあれこれを、押し入れに詰め込む作業に費ついやした。







「こんにちは」

「……こんにちは」

　玄げん関かんのドアを開けると、うつむいた天野の姿が目に入った。

「じゃあ、えっと、上がって」

「……」

　促うながすと、彼女は無む言ごんで僕ぼくの脇わきをすり抜け、部へ屋やへと歩いていく。

　勝かつ手て知ったるなんとやらってやつか。お見み舞まいに来てくれたときに、僕の部屋には入ってるからね。

　肩をすくめつつも、僕も天あま野のの後に続く。

「……それで、どうすればいいの？」

　部屋に入り、僕がドアを閉めると、天野は顔を上げてそう言った。

　真ま正しよう面めんから見つめられ、僕は思わず動きを止める。

　やばい、緊きん張ちようしてる。

　そりゃあ、そうだよな。お見舞いのときは、僕は動けなかったし、意い識しきもあやふやだったし、自分の部屋で天野と二人っきりになるのって、実じつ質しつ的てきにはこれが初めてだと言っていいわけだし。

　家に招まねいたのは僕の方だけどさ、実じつ際さいにこうして二人っきりになってみると、冷れい静せいになんてなれないよ、うん。

「あー、その、なんだ」

　もごもごと口を動かすと、天野はいぶかしげに眉まゆをひそめる。

　その反応を見て、僕は自分の頰ほおを軽く叩たたいた。

　ダメだダメだ、こんなんじゃダメだ。

『インフィニット・ダークネス』をクリアする。

　それが、今、一番大だい事じなことだろ。

　顔を上げ、僕は、はっきりと言う。

「君きみと、したいんだ」

「……へっ!?」

　その言こと葉ばに、天野は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　彼女は身体からだを強こわ張ばらせ、その顔は見る見るうちに赤くなっていく。

　なんだろう、その反はん応のうは。

　疑問に思い、自分の言葉を思い返してみる。

「……あっ」

　そして、即そく座ざに気付く。

「ごっ、ごめん！　違ちがう、違う、焦あせってセリフが抜けただけ！　君が今、何を考えてるのかは分からないけど、違うんだって！」

「……」

「いや、本当だってば！　僕は、ただ──」

「……ただ、何よ」

「ただ、君と一いつ緒しよに、ゲームをしたいだけなんだ！」

「…………一いつ緒しよに、ゲームを？」

　僕ぼくの言こと葉ばが意外だったのか、天あま野のはポカンと口を開ける。

「そう、一緒に、だ！」

　そんな彼女の前に、僕は右手を差し出す。

　手の中には、プライムステーション・セカンドの、コントローラが握にぎられていた。

「一緒に、『インフィニット・ダークネス』をクリアしよう。あの壁かべを乗り越こえるためには、君の力が必ひつ要ようなんだ」

「……それは、聞いたけど、具ぐ体たい的てきには、何を──」

「うん、つまり」

　僕は手に持ったコントローラを、ゲーム機の本体に差し込む。

　そして、もう一つのコントローラを取り出し、２Ｐ側にも差し込んだ。

「つまり、このゲームは、二人プレイが可か能のうだったんだ！」

　──そう。それが僕の『発見』だ。

　昨日、ゲームを遠くから眺ながめてみて、気付いたんだ。

　ゲーム機には、２Ｐ側がわもあるんだよなって。

　大抵のＲＰＧは一人で遊ぶものだ。

　だから、普通は考えない。２Ｐ側のコントローラを、使用するだなんて。

　だけど、何度も言ったことだが、『インフィニット・ダークネス』は普通のゲームじゃない。

　だったら試ためしてみようと思い、僕は押し入れから、もう一つのコントローラを引っ張り出してきたんだ。

　友達が遊びに来たときくらいしか使わない、２Ｐ側のコントローラ。

　それを今、再ふたたび天野に差し出す。

「……」

　彼女はまじまじと、コントローラを見つめていた。

　しかし、やがて恐おそる恐るといった感じで受け取り、ベッドに腰こしを下ろす。

　それを確かく認にんしてから、僕はゲーム機の電でん源げんを入れ、イスに座すわった。

「……」

「……」

　二人とも、何もしゃべらない。

　ただ黙だまって、ゲームが起き動どうするのを待まつ。

　やがてテレビには、『インフィニット・ダークネス』のタイトル画が面めんが表ひよう示じされる。

　僕は最さい新しんのセーブデータをロードし、ゲームを再開。

　天野の方に顔を向け、口を開く。

「動かしてみて」

「……」

　彼女はじっとテレビ画が面めんを見つめていたが、覚かく悟ごを決めたのだろう。その指が、十じゆう字じキーに触ふれる。

　そして、

「えっ！」

　彼女は驚おどろきに目を丸くする。

　操そう作さに合わせて、レインが動いているのだ。

「信じられない……」

　無む意い識しきのうちにか、彼女の口からそんな言こと葉ばが漏もれる。

　僕ぼくもこのことに気付いたときは、本当に驚いたよ。

　一人で遊んでいる場合、レインは主しゆ人じん公こうの後を勝かつ手てに付いてくるだけだ。

　だけど、２Ｐ側のコントローラを使えば、自由に動かせるんだ。

　もちろん、ただ動かせるだけじゃない。

「天あま野の、一いつ緒しよに来てくれるか？」

「っ！」

　呼びかけると、彼女は弾はじかれたように僕を見て、

「…………うん」

　ゆっくりと、頷うなずいた。
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　僕の名前はライト。

　僕たちは今、あの黒い壁かべの前にいる。

　魔ま王おう城じようはもう目の前。ここさえ越こえれば、最後の決けつ戦せんを残すのみだ。

　もちろん、壁を越えるのに相そう当とうな困こん難なんを伴ともなうことは、充じゆう分ぶんに理解している。何度も挑ちよう戦せんしてみたが、僕はいまだに壁の向こうに進むことができずにいる。

　でも、今日は違ちがう。

　一人では無理だとしても、二人なら、やれることがあるんだ。

　僕は顔を横に向ける。

　その先にいるのは、レインだ。

　彼女は高くそびえ立つ壁を見上げていたが、僕の視し線せんに気付くと、首を縦たてに振った。

　僕は壁に背中を預け、少しだけ腰こしを落とす。

　両手の指を組み合わせ、胸むねの前に持ってくる。

　こちらの準じゆん備びができたことを確認すると、レインは少し後ろに下がる。

　彼女は小さく息いきを吐はくと、助走をつけ、僕ぼくに向かって全速力で走ってきた。

「はあっ！」

　かけ声を上げて、レインはジャンプ。

　僕は組み合わせた手の上で、彼女の足を受け止める。

　そしてそのまま勢いを殺さないよう、力を振り絞しぼり、一いつ気きに両手を振り上げた。

「ええいっ！」

　レインは再さい度どのかけ声と共ともに、さらに飛ひ翔しよう。まるでスキップをするかのような軽やかさで、いくつかの足場を飛び跳はねつつ、ついには壁かべの真ま上うえにまで到とう達たつする。

　壁の上に立つと、彼女は魔ま法ほうを唱となえ、虚こ空くうにロープを召しよう喚かん。

　そのロープの端はしを持ち、足あし元もとにくくりつけると、そのまま僕に向かって放り投げた。

　僕はそのロープを伝つたって、壁を上っていく。

「ファイトですわ！」

　僕の側を飛び回りつつ、モモが応おう援えんの言こと葉ばをかけてくれる。

　二人の仲なか間まに見守られながら、やがて僕は、頂ちよう上じようへと到着。

　僕とレインは笑顔えがおを見せ合い、壁の向こう側へと駆かけ下りる。

　半なかば転げ落ちるようにして地面へと降り立ち、顔を上げると、目の前には魔ま王おう城じよう。

「ついに来たわね」

　レインの言葉に、僕は深く頷うなずく。

　ようやく、ようやく僕たちは、あの壁を乗り越こえたんだ。
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「信じられない……」

　天あま野のの口から、さっきと同じセリフが漏もれる。

　無む理りもない。僕だって、驚おどろいてるんだから。

　そう。このゲームには、ライトとレインの協力プレイによるアクションが、システムに組み込まれていたんだ。

　バグなんかじゃなくて、正しよう真しん正しよう銘めい、仕し様ようだ。

　もちろん、説明書にはそんなシステムがあることなんて、一いつ切さい書かれていない。

　ふざけるなと、文もん句くの一つでも言いたくなってくるが、とにかく今はただ、この現実を受け入れるしかない。

　二人で同時に操そう作さしなきゃ、あの壁は越えられない。

　レインのジャンプと、ライトの振り上げが、タイミング良くかみ合わないと、越えられないんだ。

　──このシステムに気付いたとき、僕ぼくは『狼おおかみ少年』という童どう話わのことを思い出していた。

『狼が来た』とウソをついてばかりいたせいで、実じつ際さいに狼が来ても信じてもらえないという、あれだ。

『インフィニット・ダークネス』はあまりにもバグだらけだから、本当は乗り越こえられる試し練れんでさえ、バグでクリアできないと判はん断だんされてしまう。

　つまりは、そういうことなんじゃないかなって、僕は思ったんだ。

　だから天あま野のでさえ、いや、クソゲーに精せい通つうした彼女だからこそ、このシステムに気付けなかった。

　今は確かく認にんできないけど、もしかしたら他にも、協力プレイを利用できる場所があったりするんじゃないかな。

「……」

　しばらくの間、天野は呆ぼう然ぜんとしていたが、

「……どうして」

　そうつぶやき、僕の方に顔を向ける。

「これ、一人でも、できるわよね……？」

「ん、まあね」

　天野の問といに、僕は少しだけ視し線せんをそらす。

　彼女の言う通り、厳げん密みつには、これは一人でもできることだ。

　二つのコントローラをそれぞれ片かた手てで操あやつり、両方を同時に動かせばいいんだからね。

　まあ、難むずかしいだろうけど、不ふ可か能のうではないと思う。

　でも、それは嫌いやだったんだ。

　僕は天野を見つめて、口を開く。

「君きみと一いつ緒しよに、越えたかったんだ」

「えっ？」

「だって、その方が楽しいかなって思ったんだよ。僕も、天野も、ね」

「あっ……」

　天野は口くち元もとに手を当て、目を丸くする。

「迷めい惑わくだったかな？　一人でもできることなのに、わざわざ呼び出しちゃったりしてさ」

「ううん、そんなことない！」

　尋たずねると、彼女は即そく座ざに否ひ定ていした。

「そんなこと、ない。……うん、楽しい。楽しいよ、藤ふじ宮みや君くん」

「……そっか。それなら、良かった」

　ほっと一ひと息いきつくと、天野は顔を赤らめ、わずかにうつむいた。

　そんな彼女を見て、僕の口から自然と言こと葉ばが漏もれる。

「提てい案あんなんだけど、せっかくだから、このまま一いつ緒しよにクリアしないか？」

「えっ？」

「ゲームはもう、終しゆう盤ばんだ。天あま野のも、見たいだろ？　エンディング」

「……うん」

　天野は静しずかに頷うなずくと、はっきりとした口く調ちようで言った。

「最後まで、やりましょう」

「ああ。やろう」

　僕ぼくも頷き、テレビ画が面めんへと視し線せんを戻す。

　そうして、僕たちはまた、ゲームの世界に没ぼつ入にゆうしていく。
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「ようこそ、我わがテリトリーへ」

　魔ま王おう城じように入るなり、誰だれかが声をかけてきた。

　暗くら闇やみの中から現れたのは、血ちの色に染そまったマントを羽は織おった、ヴァンパイアタイプのモンスターだ。

「クックックッ、最近、私のことをかぎ回っている人間がいると聞いたのですが、なるほど、あなたのことですね？」

　口くち元もとに笑えみを浮かべ、そいつは赤い目をギラつかせる。

「多た少しようは腕うでに自信があるようですが、目め障ざわりな振ふる舞まいもここまでです。この私、クリムゾンフィアーが、あなたを永えい遠えんの眠ねむりに誘いざなってあげましょう！」

　叫さけぶと同時に、周しゆう囲いには殺さつ気きが満ちる。

　そいつの名前は、クリムゾンフィアー。

　ご存じ、暗あん黒こく四し天てん王のうの一人である。

　なぜこいつがこんなところに現れるのか、さっぱり分からなかったが、とにかく戦たたかうしかない。どうやら正しよう真しん正しよう銘めい、ご本人様のようだし。

　クリムゾンフィアーは、なんともいやらしい相あい手てだった。

　吸きゆう血けつ、麻ま痺ひ、毒どくの魔ま法ほうといった、厄やつ介かいな攻こう撃げきを連発してくるのだ。

　少し前までの僕たちなら、苦く戦せんは免まぬがれなかっただろう。

　だけど、今の僕たちにそんな小こ細ざい工くは通用しない。

　全力の攻撃と魔法を繰くり出し、あっさり勝利する。

　断だん末まつ魔まを上げることもなく、クリムゾンフィアーの身体からだは消しよう滅めつした。

　消えゆくその肉にく体たいを見ながら、僕はグレイストームの言こと葉ばを思い出す。

　一番の小こ者もの、か……。

「これで、全すべての四し天てん王のうを倒たおしましたわね。残る敵てきは大だい魔ま王おうだけですわ」

　モモが明るい顔でそう言ってくる。

　うーん、そうだっけ？

　確かまだ一人、出会ってない四天王がいたはずなんだけどな。ブルーなんとかっていう。

　まあいいや、細かいことは気にしなくてもいいのだろう。出てこないなら出てこないで、相あい手てをする必ひつ要ようはないわけだし。

　疑問を頭の隅すみに追いやり、僕ぼくたちは先へと進む。

　襲おそいかかってくる雑魚ざこモンスターたちを打ち払はらい、ただまっすぐに、大魔王のいる玉ぎよく座ざへと向かう。

　やがて、一ひと際きわ広い部へ屋やへとたどり着いた僕たちの前に、厳おごそかな声が響ひびき渡わたった。

「貴き様さまが、ライトか……」

　いつの間にか、辺あたりはほとんど真まっ暗で、僕の目の前には鈍にぶい光が二つあり、にらむようにしてこちらへと向けられている。

「ここへ来るまでには、数多あまたの恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうを味わってきたであろう。それでもなお挫くじけぬ、その勇気に敬けい意いを払はらい、全力で相手をしてやろう」

　次し第だいに目の前の敵の姿が見えてくる。

　そいつは僕よりもはるかに大きく、世界の闇やみそのものを体たい現げんしているかのように、禍まが々まがしい格かつ好こうをしていた。

　僕はそいつを知っている。見たことがある。

　そいつはかつて、何もない荒こう野やに突とつ然ぜん現れ、大きな障しよう害がいとして僕の前に立ちふさがった。

　父の仇かたきであり、世界を支配する闇そのものでもある、最強の敵。

　そう。そいつの名前は──。

「我わが名は、常とこ闇やみの王おう。父親同どう様よう、貴き様さまも冥めい府ふへと旅立つがいい！」

　言い終えると、空からは稲いな光びかりが落ち、轟ごう音おんが響き渡る。

　驚おどろきはない。

　正直なところ、お前の顔は、もう見み飽あきてるんだ。

　僕の身体からだは勝かつ手てに動き、腰こしに下げた剣けんを抜く。

　その隣となりでは、レインも両手で杖つえを構かまえている。

　僕たちはお互いの顔を見合い、力強く頷うなずく。

　決戦の始まりだった。




　常闇の王との戦たたかいは、長く、厳きびしく、激はげしいものとなった。

『闇の稲いな妻づま』による全体へのダメージ。

『冥めい界かいの扉とびら』による、単たん体たいへの特大ダメージ。

『気まぐれな堕だ天てん使し』による、全体へのランダム状じよう態たい異い常じよう付ふ与よ。

　そのどれもが強きよう烈れつで、今までの敵てきとの格かくの違ちがいを、僕ぼくたちは嫌いやというほど味わわされることになる。

　だけど、勝しよう機きは充じゆう分ぶんにあった。

　なぜだか分からないけど、まったくもって分からないけど、常とこ闇やみの王おうは時とき折おり、おかしな行動をすることがあったからだ。

『闇やみの稲いな妻づま』は、食らうと体力が回かい復ふくすることがあった。

『冥めい界かいの扉とびら』は、扉が開かないことがあった。

『気まぐれな堕天使』は、気まぐれすぎて、常闇の王自身にも状態異常を付与することがあった。

　そして何より、初めて遭そう遇ぐうしたときと比くらべ、僕たちはかなり強くなっていた。

　もう、あの頃ころの僕たちとは違うんだ。

　苛か烈れつな攻こう防ぼうを繰くり広げた末すえ、ついに、僕たちは常闇の王を撃げき破はする。

「闇が、光に、負けるとは、な……。それが、世界の選せん択たくだということか」

　崩くずれゆく自じ身しんの身体からだを見つめながら、常闇の王はつぶやく。

「だが人間よ、覚えておけ。我が意思を受け継つぐ存そん在ざいは、必かならず現れる。それまでの間、ひと時の平へい穏おんを、せいぜい楽しむがよい」

　それが、常闇の王の最さい期ごの言こと葉ばだった。

　彼の肉体が消え去さった瞬しゆん間かん、光が弾はじける。

　光は瞬またたく間に広がり、世界に蔓延はびこる闇を一いつ掃そうしていく。

　そのまばゆさは、まるで僕たちの未来を表しているかのようだった。

　しばらくの間、僕たちは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしていたが、

「私の役目はここまでですわね」

　モモが微笑ほほえむと、僕に向かってお辞じ儀ぎをした。

「私は精せい霊れい界かいに帰ります。短い間でしたが、ライト様をお助けすることができたこと、誇ほこりに思いますわ」

　僕が頷うなずくと、モモは高く飛び上がる。

「それでは、ライト様、レインさん、またいつか、お会いしましょう」

　そう言い残し、彼女は空の彼方かなたへ消えていった。

「……」

「……」

　二人っきりになった僕たちは、なんとなく気まずくて、しばし無む言ごんでお互たがいの顔色を窺うかがう。

「あの、さ」

　やがて、レインが意いを決けつしたように、口を開いた。

「これからどうするか、考えてる？」

　僕ぼくは何も答えない。

「私はさ、これからも旅を続けようと思うんだ。そうやって生きてきたし、これからもずっと、世界を見て回るつもり。……でも、ライトはやっぱり、故郷ふるさとに帰るんだよ、ね？」

　僕は何も答えない。

「そりゃあ、そうだよね。だって、帰れる場所があるんだもん。帰るべきだよ、絶対にその方がいいよ。……だから、ここでお別れ、だね」

　僕は何も答えない。

「結けつ構こう、楽しかったよ。ライトに出会えて、本当に良かった。それじゃあ、ばいばい」

　レインは苦く笑しようすると、踵きびすを返し、その場を去さろうとする。

　そんな彼女の手を、僕はしっかりと摑つかんだ。

「えっ？」

　レインは目を丸くし、こちらへ振り向く。

　驚おどろく彼女に、僕はこの世界に降り立ってから、初めて口を開いた。

「共ともに歩あゆもう」

「……うん！」

　レインは、こぼれんばかりの笑顔えがおを見せる。

　その瞬しゆん間かん、世界はさらなる光に包つつまれた──。




　　　△△△




　画が面めんには、スタッフロールが流れている。

　僕は黙だまったまま、テレビ画面をじっと見続けていた。

　目が離はなせなかった、とでも言うべきか。

『インフィニット・ダークネス』を、クリアする。

　その目的を、ようやく果はたすことができたんだ。

　長い時間がかかった。苦しい思いもした。

　だからこそ、達たつ成せい感かんも大きい。

　少しくらいは感かん傷しように浸ひたってもいいだろう。

「……ありがとう」

　そんな僕の横で、天あま野のが口を開いた。

「へっ？」

　思わぬ言こと葉ばに顔を向けると、彼女は小さな笑えみを浮かべていた。

「藤ふじ宮みや君くんがいなければ、わたしはこの光こう景けいを見ることができなかった。エンディングにまで、たどり着けなかったわ。だから、ありがとう」

「いや、僕ぼくの方こそ、ありがとうだよ。天あま野のがいなきゃ、このゲームを最後までやり遂とげようだなんて思わなかったわけだし。だから、ありがとう」

「そう、かな？」

「そうだよ。天野には感かん謝しやしてるし、もっと仲なか良よくなりたいって思ってるもん」

「あっ……」

　僕のセリフに、彼女は頰ほおを染そめ、まっすぐにこちらを見つめた。

　その反はん応のうに、なんだか僕まで恥はずかしくなってくる。

「いや、あの……」

　その、なんだ、今のは、そんなに深い意味はなくて、友達としてというか、なんというか、言こと葉ば通りに受け取ってもらいたいところ、なんだけどな、うん。

　──でも、本当にそうか？

　僕は天野のことを、ただの友達だとしか思ってないのか？

　自分では気付いていないだけで、もっと別の感情が、胸むねの奥に芽め生ばえているんじゃないか？

　だからこそ、一いつ緒しよにいるだけで、こんなに楽しい気持ちになるんじゃないのか？

　頭の中が混こん乱らんし、僕も天野のことをまっすぐに見つめる。

「藤ふじ宮みや君くん……」
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「天あま野の……」

　お互たがいの視し線せんが絡からみ合い、僕ぼくたちの距きよ離りは少しずつ縮ちぢまり、そして、

「────えっ？」

　視し界かいの隅すみに映った光こう景けいに、意い識しきを引き戻された。

　テレビ画が面めんに流れていたスタッフロールが、急に止まったのだ。

　異い変へんはそれだけじゃない。

　疑問に思い、画面を凝ぎよう視ししていると、ゲーム機の本体が、ものすごい音を出し始めたのだ。

『ギュルルルルルルッ！』と、今までに聞いたことのないような爆ばく音おんを発すると、ディスクの挿そう入にゆう口ぐちが開き、ソフトが吐はき出される。

　啞あ然ぜんとする僕たちの前で、テレビには、プライムステーション・セカンドの起き動どう画面が表ひよう示じされた。

「……」

「……」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、僕たちは何も言えず、見つめるだけだ。

　だけど次の瞬しゆん間かん、こらえきれない衝しよう動どうが込み上げてきた。

「あは、あはははははっ！」

「ふふ、ふふふっ！」

　二人同時に、大声で笑い合う。

　笑うしかない。こんなの、笑うしかないよ。

　最後の最後に、とんでもないバグを残していったのだから。

　フリーズからの、強制リセット、か。

　ある意味、このゲームにふさわしいオチかもしれないな。







　僕たちはその日、うるさいと親に怒おこられるまで、ずっと笑い続けていた。

　ムードも何もあったものじゃない。

　けれど、いかにも僕たちらしい、一日だったと思う。

　こうして、僕と『インフィニット・ダークネス』を巡めぐるあれこれは、一つの結けつ末まつを迎むかえたのだった。














　　　終章









「……こうすることで、あの黒い壁かべを乗り越こえることができるのだ、と」

　つぶやきながら、ブログの記事を書き記しるしていく。

「……エンディングは、あなた自じ身しんの目で確たしかめてみて欲ほしい。きっと、忘れられない思い出になるはずだから。……よし、完かん了りよう」

　書き終わった後に誤ご字じ脱だつ字じをチェックし、記事を投とう稿こう。

　これで『インフィニット・ダークネス』のプレイ日記も、無ぶ事じ完かん結けつだ。

　──この日記を書き始めてから、いくつか変わったことがある。

　いつもブログを見に来てくれていた、常じよう連れんの方の何人かが、ほとんど来なくなったんだ。

　メジャーなゲームを扱あつかわなくなったせいで、つまらなくなったのか、プレイ日記の内容が、あまりにもあんまりすぎて、話についていけなくなったのか、あるいはその両方か。

　まあでも、後こう悔かいなんてしてないよ。

　少なくとも、僕ぼく自じ身しんが書きたいと思って書いたことだし、今でも来てくれる人はいるわけだし。

　それに、おそらく口コミで広がったんだろうけど、来なくなった人と入れ替わるようにして、クソゲーの類たぐいを好このむ人が、ほんの少しだけ増えたんだ。

　だから、ただ変わったという、それだけのことなんだと思う。

　変わったのは、ブログだけじゃない。

　僕自身の心しん境きようにも、ちょっとだけ変化が起きていたんだ。

　たとえば、あまり評ひよう判ばんを聞かなかったマイナーなゲームにも、手を出すことが増えた。

　雑ざつ誌しやネット等の情じよう報ほうだけでなく、自分で判はん断だんして、買うべきゲームを決めることも、多くなった。

　今までの生き方を否ひ定ていするつもりはないけど、少しだけ冒ぼう険けんしてみるのも、悪くないんじゃないかなと、思えるようになったんだ。

　もちろん、ハズレを引くことだってあるだろう。

　だけど、それもまた人生だ。







　天あま野のとの関係も、まだ続いている。

　とは言っても、こちらの方は大きな変化もなく、今まで通りだ。

　時々チャットやメールをしたりはするが、学校の中では相あい変かわらず、ただのクラスメイト。

　そのことが少し残念だと感じている自分もいるけど、こればっかりは僕ぼく一人でどうにかなるものでもないからね。

「それじゃ藤ふじ宮みや、また明日な！」

「ああ、また明日」

　いつもの平日の、いつもの放ほう課か後ご。

　いつものように立たち花ばなが部ぶ活かつに向かい、僕は軽く手を振って応こたえる。

　──二人で電でん気き街がいに出かけた、あの日のことについて、あれから立花は何も言ってこない。

　ひょっとしたら、もう忘れてるのかもしれない。

　だけど、もしかしたら僕に気を遣つかって、何も聞かないでいてくれてるんじゃないかと、最近ではそう思ったりもしてる。

　根こん拠きよなんてないけど、なんとなく、そんな気がするんだ。

「今度、学がく食しよくでもおごってやるか」

　誰だれにも聞こえないくらいの声で、そうつぶやく。

　さて、帰るか。

　立花に貸かしてもらったゲーム、まだクリアしてないからな。

　帰ってからちょっと遊んで、プレイ日記も書いて、もちろん宿題もしなきゃいけないし。

「あの」

　帰き宅たく後ごの予定に思いを馳はせていると、不ふ意いに背はい後ごから、誰かの声がした。

　振り返ると、我わがクラスの委員長、天あま野の雪ゆき緒おがこちらをじっと見つめていた。

　珍めずらしいな、学校の中で、天野の方から声をかけてくるなんて。

「ゆ、ゆう……、藤宮、君」

「ん、何？」

　僕はなるべく素そっ気けない感じを装よそおい、そう尋たずねる。

「……」

　すると彼女は、口をパクパクと動かし、何かを言った。

　だけどその声は小さすぎて、ここからではよく聞こえない。

「ごめん、なんて言ったの？」

　僕は天野の側そばまで近付く。

　一いつ瞬しゆん、彼女は身体からだを強こわ張ばらせたように見えたが、小さくセキ払ばらいをして、また口を開いた。

「……暇ひま？」

「えっ、暇って？」

「だから、その……」

　天野はうつむき、周しゆう囲いをチラチラ覗のぞき見る。

　クラスメイトの何人かが、教室の出口に向かいながらこちらに視し線せんを送ってくるのが、気になっているようだ。

　しかし彼女は意いを決けつしたように顔を上げ、眼鏡めがねを軽く押し上げてから、言った。

「……日曜日、暇ひま？」

「へっ？　日曜日？」

　予想外の単たん語ごが出てきたので、思わず聞き返す。

「うん、日曜日」

「ん、そりゃあ、まあ、暇だけど」

　発言の意図いとが分からないので、ついつい焦あせって、ぶっきらぼうな返事になった。

「じゃあ、あの……」

「う、うん……」

　天あま野のの緊きん張ちようが伝つたわってきて、こっちまでなんだか声が上ずってくる。

「あのね、それじゃあ、ね……」

「な、何？」

「つ、付き合って、欲ほしいの」

「……はい!?　つ、付き合う!?」

　思わぬセリフに、僕の口から大きな声が出てしまい、慌あわてて口を閉じる。

　その反はん応のうにびっくりしたのか、彼女は大きく目を見開いた。

「えっ、いや、あの、ち、違ちがうの。その、違わないけど、じゃなくて……」

　天野の頰ほおは朱しゆに染そまり、視線もまるで定まらない。

「だから、その、か、か、買い物に、付き合って欲しいの！」

「……買い物？」

「う、うん。あ、あのね、少し気になるゲームが、発売されたのよ。だからまた、あの電でん気き街がいまで、買いに行こうかなって。で、でも、一人だと、もしかしたら荷物を持ちきれないかもしれなくて、だから、その……」

「ああ、なんだ、そういうことか。つまり、荷物持ち、だね」

「そ、そう、荷物持ちよ。ダメならダメで、いいんだけど」

「えっと、それって、あの、二人っきりでってこと？」

「そ、そこは強きよう調ちようしないでよ、バカ」

「あ、ご、ごめん」

　教室のど真ん中で、二人して顔を赤らめ、同時にうつむく。

　でも、驚おどろいたな。チャットかメールで伝えればいいことなのに、学校でこんな話をしてくるなんて。いや、もちろん、ただ買い物に行きたいだけなんだろうけどさ。

　──もしかしたら、天野も変わろうとしているのかもしれない。

　だったら、どう答えればいいのかなんて、考えるまでもないよな。

　僕ぼくは背せ筋すじを伸ばし、笑え顔がおで言った。

「いいよ。僕なんかでよければ、付き合うよ」

「えっ」

　天あま野のは弾はじかれたように顔を上げ、上うわ目め遣づかいに僕を見つめてくる。

「発売されたゲームって、『そっち系けい』のやつ？」

「う、うん。わたしの勘かんが、告つげてるのよ。期き待たいできそうだって」

　期待できるっていうのは、当とう然ぜん、本ほん来らいとは全まつたく違ちがう意味で、なんだろうな。

「よかったら、そのゲームのこと、もっと教えてくれるかな？　一いつ緒しよに帰りながら、さ」

　僕は思い切って、そう尋たずねてみる。

　僕自じ身しん、天野のことをどう思っているのかは、まだ分からない。

　気持ちの整理がついてないというか、抱いだいている感情がなんなのか、自分でも理解できていない部分があるんだ。

　けれど、彼女ともっと触ふれ合うことで、気付けることだってあるだろう。

　その結けつ果かがどうなるかは、ちょっと予想がつかないけど、でも、それはそれで楽しいことだと思う。

「ん……」

　天野はためらいがちに目を伏ふせるが、すぐに頷うなずき、口くち元もとを緩ゆるませる。

「うん。一緒に、帰りましょう」

　その表情は、見ているこっちまで明るくなってくる、晴れやかな笑顔だった。







　その日、僕たちは二人並んで帰り道を歩いた。

　付かず離はなれずの距きよ離りを保たもちつつ、クソゲーの話をしながら。










　　　あとがき




　こんにちは、こんばんは、麻あさ宮みや楓かえでです。なんとか生きてます。

　このたびは『はじめてのクソゲー』をお買い上げいただき、ありがとうございます。

　前作『なないろリバーシブル』から約一年が経たちましたが、またこうして、新しい作品をお届とどけすることができました。これも全すべて、皆様のおかげです。感かん謝しや、感謝の嵐あらしです。

　この本を読んでくれた方に、少しでも笑ってもらえるといいな、と願っています。




　今作の執しつ筆ぴつにあたり、多くの方のお世話になりました。

　担たん当とうの三み木き様さま、和わ田だ様、ありがとうございます。いつもご迷めい惑わくをおかけしてばかりで、大変申もうし訳わけなく思っています。頑がん張ばります。

　イラストのネムネム様、ありがとうございます。素す敵てきなイラストの数々に、ただただ、感謝するばかりです。

　快こころよく取材に応じてくれたＴ氏にも、心から感謝しています。またいつか、みんなで遊びに行きましょう。

　その他、この本の製せい作さくに携たずさわってくださった方々。

　そして、お買い上げいただいた読者の皆様にも、改あらためて感謝を。

　本当に、本当にありがとうございました。




　今年は色々なことがありました。

　やるべきこと、考えるべきことが多く、自分自じ身しんの無む力りよくさを痛つう感かんさせられることもたくさんありました。

　これから先も、色んなことが起きて、色んなことが変わり続けるかもしれません。

　そんな中で、自分にできるのは、書くことだけです。

　書いて、書いて、書き続けることで、一人でも多くの方に楽しんでもらいたい。

　そんな想おもいを胸むねに抱いだきながら、精しよう進じんする毎日です。

　まだまだ未み熟じゆく者ものですが、どうか皆様、今後とも応おう援えんよろしくお願いします。




　相あい変かわらずあとがきは苦にが手てですが、どうにか紙し面めんが埋うまってきたので、このあたりで。

　またいつか、どこかでお会いしましょう。








麻宮　楓
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。好きな言葉は『オススメＲＰＧ』。今回は、これまでと少し趣の異なる内容になっているかもしれません。あるいは、そんなことはないのかもしれません。自分でもよく分かりません。試行錯誤の毎日ですが、だからこそ楽しかったりします。変化を恐れず、色んなことに挑戦していきたいものです。
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イラスト／ネムネム

高知出身の女の子とオトコノコをこよなく愛する漫画家兼イラストレーター。好物は麵類と寿司。
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